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　プロローグ







「痛い、痛い痛いいたいいいい！」

　体内を浄じよう化かするかのようなガーネ山の風に乗って、今日もシエルの悲鳴がこだまする。

「ばかもの、動くでない！　手元が狂くるうだろ！」

　衛生兵を後ろに下がらせ、包帯を片手に真しん剣けんな表情でシエルの傷口に消毒液を当てているのは、ここエリューディンの地に活路を見みい出だしたフレリカの王女、ミオだ。

「だってミオ、乱暴なんだもん！」

　涙なみだ目めで訴うつたえるシエル。確かに傷の手当てをするミオの手て際ぎわは、お世辞でなければ「上手ですね」という言葉は出ないだろう。

「フレリカの王女自ら包帯を替えてやっているのだぞ？　光栄に思え！」

　そう言いながら、シエルの背中から止血用の脱だつ脂し綿めんをベリッと剝はがすミオ。

「何がこうえぃにゃぎゃあああああ」

　言葉にならない痛みが、シエルの背中から脳天へと突つき抜ぬけていった。

　ミオは全すべての包帯と脱脂綿をこれ以上ないくらいの手際で取り去ると、同じ速度で雪のように真っ白な綿を傷口にばちんと張り、包帯を巻いた。

「うむ、これでよし！」

　うんうん、と腕うでを組んで頷うなずくミオ。

　その足あし許もとには、古い包帯が蛇へびのようにうねっていた。

「どうだ、王女自ら包帯を替えてもらった感想は？」

　そう聞かれても、シエルはあまりの痛みに涙を流すだけだった。

「お前は大事な軍師なんだから、ちゃんと傷を治せ！　じゃあ、また来るからなっ！」

　ミオはそう言い残し、たたたっ、と病室を出ていった。

「あの……だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　傍かたわらで目を丸くしながら成り行きを見守っていた尚しよう書しよドリスが、ぐったりするシエルに声をかける。

　そんなドリスに、シエルは弱々しく言った。

「かさぶたごと……え、衛生兵を呼んで……」







　第一章　五つの策







　帝てい国こく暦れき三九年五月、トーレ帝国帝都ヴァスガイア・トーレ。

　三層の巨きよ大だいな城じよう壁へきと深い堀ほりに囲まれたこの城じよう塞さい都市は間ま違ちがいなくラーカス最大であり、その広さ、堅けん牢ろうさ、美しさは、他に類を見ない。

　一度はラーカス全土を手中に収め、巨万の富を手に入れたトーレ帝国の象しよう徴ちようたるこの帝都に今、各地から続々と名だたる将が集結していた。

　この大号令をかけたのはトーレ帝国不動の大元げん帥すい、ジン・ローディである。

　ジンは先の大軍師アルセル・ディオラと並び、皇こう帝ていが心を許した数少ない臣であり、ディオラ亡なき後は後任の大軍師ユミカ・ローレンツとともに、各地で相次ぐ反帝国勢力の撲ぼく滅めつに力を注いでいる。

　そして、征せい西せい将しよう軍ぐんレンギルがフレリカ王国に討うたれてしまった故ゆえ、実質的には三人しかいないが、未いまだにその武ぶ威いはラーカスの隅すみ々ずみにまで轟とどろいている帝国の四将。そのうちの鎮ちん南なん将しよう軍ぐんルニと定てい東とう将しよう軍ぐんジョゼットも、既すでに帝都入りしていた。

　大元帥ジンが各地の諸将に招集の号令をかけた理由は、皇帝が突とつ然ぜん倒たおれてそのまま意識を失い、危き篤とくに陥おちいったことにある。

　皇帝には子がなく、一族といえばラーカスの南、リルガ橋にてフレリカ王国の軍師シエルと戦い、大惨ざん敗ぱいしたカーチス卿きようしかいない。つまり皇帝にもしものことがあれば、次の皇帝はこの贅ぜい沢たくしか知らない貴族なのだ。

　帝都の中心にあるヴァスガイア城の大だい宮きゆう殿でんに集められた諸将は、このカーチスが皇帝になることに大きな不安を感じ、帝国の行く末を案じて身の振ふり方を考える者までいた。

　ラーカス中から人員を集めて建築された絢けん爛らん豪ごう華かな大宮殿の広間は、帝国の文武百官が全員入ってもまだ余りある広さなのだが、ここにいる将は僅わずか一人であり、その彼を護衛する兵が壁かべ際ぎわに並んでいるだけだった。

　瞑めい想そうするかのように目を閉じている帝国大元帥ジンである。

　今すぐパーティーでも開けそうなこの大宮殿の広間で、誰だれ一人ひとり、言葉一つ発しないという特異な状じよう況きよう下か、後方の扉とびらがゆっくりと開いた。

　こつ、こつ、と、大理石の床ゆかを歩んでくる二名。その足音は、皇帝が座る玉座の前まで敷しき詰つめられた深しん紅くの絨じゆう毯たんによって吸収され、かき消える。

　西の戦線より戻もどった平へい北ほく将しよう軍ぐんアルベルト・ベルガーと、帝国大軍師ユミカ・ローレンツである。

　二人は、帝国軍の武と知の象しよう徴ちようである。だがこの二人の表情は対照的だ。

　ベルガーは戦場から戻されたのが不服だった。傷だらけの鎧よろいのままでこの豪ごう奢しやな部屋に入ってきたことに、少しの引け目も感じている様子はない。

　対してユミカは髪かみと同じ色で、丈たけが長いドレスに身を包み、スカートの裾すそを踏ふまないように歩いている。

　その表情は風がない日の湖面のように涼すずやかだった。

「来たか」

　初めにこの二人に声をかけたのは、ジンだった。

「呼んだのはあんただろう、大元帥殿どの」

　ズシン、と足を絨毯に沈しずみ込ませる。絨毯が予想以上の加重に耐たえきれず悲鳴をあげていた。

「大元帥、陛下のご容よう態だいは？」

　ユミカが抑よく揚ようなく訊たずねた。

「何とか一命は取り留められた。だが、まだベッドから降りることは出来ない。絶対安静の状態だ」

「そう、ですか」

　ほ、と安堵の息を吐はくユミカ。

「まだ安心は出来ない。陛下は三日間も意識不明になったのだ。一時はそのまま逝ゆかれてしまうのでは、と誰だれもが心を痛めていた」

　ジンが視線を落とす。その疲つかれ切った様子から、皇帝の状態は思った以上に悪いのだ、とユミカは察した。

「陛下は倒たおれる直前、私にこう命じていた。平北軍敗北の報を知った陛下は全ての帝国軍と諸将を帝都に集め、総軍をもってラーカスを再統一すべし、と」

『!?』

　それを耳にしたベルガーとユミカは、思わずジンの顔を見た。

「帝国軍を、全てここに集つどわせるのか？」

「そうだ。今の帝国の力を集結させれば、かつてない大軍勢になる」

「お、おお……」

　言葉を失うベルガーに対し、ユミカがジンに言った。

「大元帥、状じよう況きようはわかりました。その軍は、陛下が率いるのですね？」

「うむ。だが、陛下は知っての通り、ご体調を崩されている」

「今は出兵する時ではありませんね。それに、それだけの大軍を動かすのですから、訓練なしともいかないでしょう。出しゆつ陣じんは一ひと月つきか、二ふた月つき後になりますね」

「相変わらず敏さといな、君は。流石さすがはディオラ様の後こう継けい者しやだ」

　ジンは否定しなかった。つまり、ユミカが言った通りなのだ。

「……では、この場で五つの策を提案します」

「なに？」

　今度は、ジンが言葉を失う番だった。

「その策とは？」

「一つはベルガー将軍にも関かかわるものなのでこの場で言えますが、残り四つは、まだ大元帥と私の胸に留とどめておきたいかと」

　そう言ってユミカは顔をあげ、ベルガーの顔を見た。

「ほう、面おも白しろい。俺をどう使う？」

　ベルガーも隣となりの小さな大軍師を覗のぞき込む。

「全軍でどこを攻せめるのかをまだお聞きしてませんが、平北軍とベルガー将軍はその軍とは別行動してもらうわ」

「何だと？　そんな大きな戦いくさに、俺を出さんと言うのか!?」

　ベルガーの腕が盛り上がり、怒りを露あらわにする。壁際に立つ兵は、その声だけで首筋を摑つかまれたかのように身み震ぶるいしてしまう。

　だが、ユミカはそんなベルガーの覇は気きを物ともせず、言葉を続けた。

「将軍がエリューディンで受けた屈くつ辱じよくは、そんなに簡単に忘れられるものなの？」

『む！』

　思わずベルガーが呻うめき声をあげた。

「ベルガー将軍と平北軍は、帝国軍出陣と同時にエリューディンへ攻め込み、フレリカ王都となったランカスタを落として。わかった？」

「そういうことなら、願ってもないことだ。任せてもらおう！」

「それまでは、帝都で兵の訓練に当たって。それと、オリバー様を失った平北軍に、新たな軍師を紹しよう介かいするわ」

「それは有り難がたい。では早さつ速そく、軍の様子を見て来るとしよう」

　ずし、ずし、と歩き去るベルガーの背中を、ジンとユミカが見送る。その盛り上がった背中からは、生きつ粋すいの武人が持つオーラが宿っていた。

「さて、と。残りの策を聞く前に、最初の策について一言、言わせてもらおう」

　ジンがユミカに近づき、険しい表情で睨にらみつけた。

「その策は、策とは呼べない。その程度なら誰でも思いつけるし、そうさせない為ために天翔虎カルーデイアは先手を打ってくるだろう。とてもユミカが立てる策とは思えないな」

　ジンの声は低くて重い。

　たが、ユミカは眉まゆ一つ動かさずに告げた。

「仰おつしやる通りです。ですが、ベルガー将軍はエリューディンで辛しん酸さんを舐なめました。そんな御ご仁じんを別の戦場に立たせても、いい仕事はしません。でしたら、見破られるのを承知でフレリカ攻めをさせた方が良いでしょう。その為に、平北軍に新たな軍師を加えるのです」

「ふむ。確かに一理はあるが、それならば時を置かずに攻めさせた方が良くないか？」

「いえ、私はそうは思いません。フレリカはエリューディンの地を得て、今は勢いがあります。それに引き替かえこちらはベルガー将軍が敗れ、皇帝陛下がご健康を損そこないました。今はじっくりと兵を調練し、兵ひよう糧ろうを蓄たくわえ、力を貯ためておく時期かと存じます」

　流れるように説明するユミカの言葉には、底知れぬ説得力があった。

「ユミカの言葉、尤もつともだ。異論はない。では、陛下が良くなるまでの間は、帝国軍の調練に力を入れよう」

「それがようございます。その間に、残り四つの策を動かしましょう」

　ユミカの言葉に、ジンは興味が沸わき上がった。

「その策とは？」

「二つはフレリカに対するものです。フレリカの軍師シエルは、我らが動けぬ現状を見み抜ぬき、トラインとセラックを狙ねらうでしょう」

「何!?　トラインと、セラック……我らにとって、取られると痛いな……」

「構いません。寧むしろ、シエルの目を外に向けさせるには、丁度良い餌えさです。シエルは遅おそかれ早かれ、我らが全軍を集めていることを知るでしょう。そうなればシエルはフレリカ一国ではどうにもならないことを悟さとり、連合を働きかける為にパルディナへ向かうはずです。その間に、フレリカの内側に揺ゆさぶりをかけます」

「……そうか、そこに目を付けたのか！」

　こくり、と頷うなずくユミカ。

「そもそも私が〝紅べに鴉がらす〟という組織を作った本当の目的は、シエルの斥せつ候こう部隊である蜂はち蜘く蛛も隊を狩かる為でも、諜ちよう報ほう機関にする為でもありません。フレリカやパルディナを内部から滅ほろぼす、暗あん躍やく部隊にしたかったのです」

　ジンはこの小さな大軍師を、何度恐おそろしいと思ったかわからない。だが、今のユミカはその過去のどれよりも強く、それはもはや言葉では言い表せないほどだった。

「パルディナには既に情報操作を行い、教皇派と天翼狼ジオードアレイア派で二分させることに成功しています。アレイアは自身も剣けんを持って戦場を駆かけるほど、攻めに長たけた軍師です。故ゆえにアレイアが力を付ければ付けるほど、国王たる教皇との亀き裂れつは深まるでしょう」

「それで、フレリカは？」

　ユミカはずり落ちて下着が露わになりそうなドレスを直しつつ、ジンに策を説明した。

「五つの策の二つ目になりますが、紅鴉を使って旧エリューディンの有力貴族に働きかけ、エリューディンの公子ヒノトと、フレリカ王女ミオの結けつ婚こん話を進めさせます」

『な、何だって!?』

　余りにも突とつ飛ぴな発想であり、ジンにはその真意が理解出来なかった。

「そんなことをすればフレリカとエリューディンはより強固になってしまう。我らにとって、良いことになるとは思えないが……」

「そうはなりません」

　ユミカは敢あえてジンの言葉を遮さえぎった。

「エリューディンの臣から見れば、かの地から帝てい国こく軍を一いつ掃そうしたことで、祖国復興の芽が出てきました。エリューディンの公子ヒノトとフレリカ王女ミオが結婚すれば、エリューディンの旧臣は権力を握にぎる可能性が生まれます。ですが、そうなれば今度はフレリカの臣が黙だまっていないでしょう」

「そうか……エリューディンの旧臣に公子ヒノトを担かつがせることで、フレリカを内側から腐くさらせることが出来るのか」

「そうです。更さらにこの二人の間に子が生まれればエリューディン、フレリカの両勢力は醜みにくい権力争いに走るでしょう。何せ次期国王は、エリューディンとフレリカの王の血を継つぐことになるのですから」

「うむ、うむ……」

　ジンは腕うで組ぐみしながら、ユミカの策を吟ぎん味みした。全すべてが理に適かなっており、しかも人が持つ抗あらがい難い欲望を、甘美な蜜みつで刺し激げきしている。

　見事な心理的計略だった。

「そして、三つ目の手を打ちます」

「この上、まだフレリカを混乱させるのだな。聞かせてくれ」

「第三の策は第二の策が失敗した場合に、より大きな効力を発揮します。第二の策が失敗し、ミオがヒノトとの結婚を拒こばんだ場合。世よ継つぎがいないミオは、恐らく天翔虎カルーデイアの軍師シエルを伴はん侶りよとして選ぶと思われます」

「何と……仮にも一国の王が、臣下と結ばれるというのか!?」

　ジンの驚おどろきは、尤もだった。

　王おう侯こうと貴族の間には大きな差があり、その二つと臣下には更に深い立場の違ちがいがある。それを全て飛び越こえて王と臣下が結ばれるなど、子供が好むお伽とぎ噺ばなしの中だけの話だ。

「ミオ王女は二年に亘わたりこの帝てい都とに囚とらわれ、天翔虎カルーデイアの軍師シエルに救出されて今に至っております。もしミオがシエルの子を産んでも、フレリカの者の大半は歓かん迎げいの声をあげるでしょう。

　……ただ一人を除いて」

「その一人に、ターゲットを絞しぼるのだな？」

「はい」

「しかしフレリカは、どの国よりも君臣の絆きずなが強い。上う手まくいくかな？」

「今の状態では不可能ですが、どんな大木でも根本を削けずれば揺らぎます。心理を突ついて弱らせ、現実という嵐あらしをぶつければ……不可能が、可能になるかもしれません」

　ジンはちらりとユミカの顔を見た。

　大軍師ユミカ・ローレンツ。彼女は誰よりも広い戦略眼を持ちながら、繊せん細さいな心理まで理解し、そこに罠わなを仕し掛かけることも出来る。

「流石、としか言いようがないな。すぐに手を打ってくれ」

「ご安心を。紅鴉は、既すでに飛び立っております」

「そうか。ならばもう言うことはない。思う存分やってくれ」

「はっ」

　ユミカはそう短く答えると、ジンに顔を向けた。

「残る第四と第五の策ですが……お耳を、よろしいですか？」

「うん？」

　ユミカが背せ伸のびして、ジンに耳打ちする。ジンはベルガー程の巨きよ漢かんではないが、それでもユミカから見れば背が高すぎるのだ。

　そして第四、第五の策を聞いたジンは、思わず手を叩たたいた。

「はっはっは、それはいい！」

　ユミカも、ジンのその笑え顔がおを見て僅わずかに口くち許もとを緩ゆるめた。

「では、私はこれで失礼します。このドレスは少々、サイズが合わなくて」

　表情こそ変わっていないが、ユミカなりに恥はずかしかったらしい。肩かた紐ひもはユミカの細い肩を捉とらえることが出来ずに垂れ下がり、小さすぎる胸を覆おおった下着が殆ほとんど露ろ出しゆつしてしまっている。だが、そんな姿に少しの色っぽさもないことが、ユミカには悲しかった。

「いいだろう。陛下には私から全てを伝えておく」

「よろしくお願いします」
















　ユミカは膝ひざをちょんと折って淑しゆく女じよの礼をジンに送ると、両手で胸を押さえながら退出していった。




　帝てい国こく暦れき三九年五月。

　トーレ帝国、全軍を帝都に集結させるの報は、商人、冒ぼう険けん者、旅人、そして各国の諜報機関により、あっという間にラーカス中に広まった。

　総軍で何万の大軍になるのか、各地で総大将として戦ってきた帝国四将が一堂に会するとどうなるのか、それだけの大軍を維い持じするには、どれだけの兵へい站たんが必要とされるのか。人々の関心は、あっという間に帝国軍の動向に集まった。

　武器防具の価格は大おお幅はばに上じよう昇しようし、帝国内の鍛か冶じ屋やや武器屋は嬉うれしい悲鳴をあげる。食料品や酒の値段も帝国軍による買い占しめが行われて高こう騰とうし、帝都を訪おとずれた冒険者など、宿屋に泊とまっても毛布や蠟ろう燭そくのない部屋で一夜を明かしたという。

　そして帝都最深部の城じよう壁へきの中では、連日のように訓練による兵士らの叫さけび声が響ひびき、その声量は帝都の外にいる小鳥が驚いて飛び立つほどだ。

　ラーカス最大の強国が動き出すのは、もはや時間の問題だった。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




「帝国は東か南か、どちらに動くだろうか？」

　ラーカスの西、ガーネ山の中腹に位置する美しき城、ランカスタ。

　その王城の最も高い塔とうの上に、フレリカ王女ミオと二人の人物が北東の空を睨にらんでいた。

「間ま違ちがいなく、南ですね」

　ミオの少し後ろで、フレリカ王国の軍師ニーアが呟つぶやいた。

　ニーアは先のエリューディン侵しん攻こうの際、帝国の四将筆頭、平北将軍ベルガーに背中を斬きられたが、幸いにも処置が早かった為ため、二週間ほどで立って歩けるまでに回復した。

　それからニーアは、病びよう床しようにあったシエルの病室を足しげく訪れ、戦術を必死に学んだ。

　フレリカ王国を救った功績は確かに大きいが、その一方で王女ミオが窮きゆう地ちに追い込まれたのはニーアの大失敗が原因である。無論、それがわからぬニーアではないし、このままでは天翔虎カルーデイアの軍師シエル、天翼狼ジオードの軍師アレイア、天竜姫テユリオンの軍師ユミカと肩を並べるどころか、足許すら及およばないことを痛感したのである。

「南か。すると、まずはフレリカかパルディナを標的にするつもりかな」

　ミオが腕うでを組み、背後にいたシエルに訊きいた。

「いや」

　シエルはミオの隣となりに立ち、頭を搔かいた。

「帝てい国こく軍の狙ねらいは全軍で南下することによって、反はん抗こう勢力であるフレリカとパルディナを戦場に引っ張り出すことでしょ」

「に、二国を、同時に相手するのか!?」

　目を丸くするミオに、シエルは力強く頷うなずいた。

「帝都では皇帝が倒たおれ、意識不明の重体に陥おちいったらしいけど、かろうじて一命を取り留めた。でも、その一件で皇帝は命があるうちにラーカス再統一を果たす意志を強く持ち、出兵を決めたらしい。帝国四将はもちろん、大元げん帥すいジン、大軍師ユミカと、数多くの将兵を全部出しゆつ陣じんさせるんだそうだ」

「！…………」

　ミオはその帝国軍の規模の大きさを想像出来ず、ただ魚のように口をぱくぱくさせるばかりだった。

　そんなミオの頭を整理すべく、シエルが手に入れた情報を出す。

「帝国本軍三五〇〇〇。平北軍五五〇〇。定東軍三二〇〇。鎮南軍二〇〇〇。それに加えて旧征西軍に緊きん急きゆう徴ちよう収しゆうした兵……総勢で、八〇〇〇〇を超える」

『は、八〇〇〇〇だと!?』

　思わずミオは悲鳴に近い声をあげた。

「そんな大軍、どうやったら迎むかえ撃うてるというのだ!?」

　当とう惑わくするミオに対し、シエルは視線を後ろに向けてニーアを見た。

「ニーア、君ならこの帝国軍と、どう戦う？」

　そう問われ、ニーアはあからさまにむっとした。

「シエル・スノーハート！　確かに私はあんたから色々教わってるけど、別にあんたの弟で子しじゃないんだからな！」

　がるる、と喉のどを鳴らして威い嚇かくするニーア。

「わかってる、わかってるよ。でもね、純じゆん粋すいに君の意見を聞きたいんだ」

「そんなの、決まってるじゃんか」

　ニーアはつまらなさそうに、自分の考えを口にする。

「フレリカとパルディナが連合を組むしかない。集結する場所は……セラックの北、クロノワーク平原かな。八〇〇〇〇の兵力ともなれば行軍速度はかなり遅おそいだろうから、位置的にここになる可能性が高いわ。それからリュナスにも動いてもらって、帝国軍の裏を突つくよう打だ診しんする。そうすれば帝国だって、おちおち遠えん征せいを続けていられなくなる」

「フレリカ・パルディナ連合、か」

　ニーアの案に、ミオが唸うなった。

「パルディナは我が国と正式に同盟を結んでいるから応じてくれるとは思うが、リュナスは動いてくれるだろうか？」

　ミオも、シエルやニーアといった軍師と接しているうちに、ある程度の戦略を語れるくらいには成長している。

　シエルは今、ミオとニーアと話すのが楽しくなっていた。

「帝国軍がほぼ全軍を南に向けたら、帝都周辺は空き家同然になる。リュナスにすればこれ以上ない絶好の機会なんだけど、問題はリュナス王がとんでもなく決断の遅い人物だってことかな。リュナス王は良く言えば慎しん重ちよう、悪く言えば愚ぐ鈍どんな王らしい。これを動かすなら、パルディナからの強きよう烈れつな押しが必要だね。同盟どころか、大した交流もない僕らが何を言っても効果は薄うすいよ」

　リュナス王国は屈くつ強きような戦士が多いものの、策士を軽視する国くに柄がらである。だが帝国軍にフレリカとパルディナ連合が敗北すれば次はリュナスだということくらい、子供でも容易に想像出来る。

「それにしても……帝国軍全軍を固めて出陣させる。これはユミカの策じゃないと思うけれど、シンプルで強烈な動きだよ。しかも一時は危き篤とくに陥った皇帝が出陣するとなれば、士気が違ちがう。これに対たい抗こうするには、僕らも総力戦で挑いどまないといけない」

　シエルがそう言うと、ニーアが鼻で笑った。

「総力戦ねぇ。それは合戦間近になってからの話であって、それまでに削けずれるところは削るつもりだろ？」

　シエルがぴくりと口許を動かし、ニーアを一いち瞥べつする。

「へえ、わかっちゃった？」

「当たり前じゃないか。フレリカ王国はガーネ山周辺のエリューディン領しか保有していないもん。帝国が全すべての力を帝都に集めるなら、こっちはこっちで奪うばえるところは奪い、守りを固めるべきでしょ」

「具体的には？」

　ニーアは胸を張り、えへんと咳せきをして語り始めた。

「まずはトライン。ここは先のラーマ将軍の反乱で城壁も崩くずされてる状態だけど、北方からの侵攻はトラインから始まる。だから逆にここを切り取り、城壁を復旧すれば、王都ランカスタへの大事な防衛拠きよ点てんとなる。

　次にセラック。ここは帝国軍と戦う際に最寄りの城になる可能性があるから、補給路の確保の為にも取っておきたいわ。この二都市は押さえておくつもりでしょ？」

　ははあ、と関心するミオの横で、シエルは頭を搔きながら微ほほ笑えんだ。

「付け足すことがないな。西フレリカまで手を伸のばす、って言ったら反論するつもりだったけど」

「は！　馬ば鹿かにしないで。今あそこに手を出せるだけの余よ裕ゆうはないし、意味もない。それに行軍経路的にも西フレリカはパルディナが欲しがる場所だもん。これをフレリカが切り取っちゃったら、戦う前からフレリカとパルディナの同盟に亀き裂れつが入るじゃんか」

　ニーアが口にし、シエルが注意を払はらっていたのは、現時点でフレリカ地方の奪だつ還かんを考えてはならない、ということだ。戦いくさというのは、ある程度の損益を考えなくてはならない。負けた時に支出が嵩かさむのは仕方ないとして、勝っても利益を生まない戦をするのは愚ぐの骨こつ頂ちようである。

「……祖国の地が敵である帝国ではなく、同盟国のパルディナに渡わたってしまうのは悲しいが……今は、そんなことを言っている場合ではない。先祖にはこのエリューディンの地でフレリカの祖そ廟びようを守るということで、詫わびるとしよう」

　ミオはそう言って、フレリカ地方に身体からだを向けて祈いのりを捧ささげた。

　シエルはそんなミオの肩かたに手を置き、語気を強めた。

「さあ時間がない。僕は外交官アンバーとともにパルディナのアレイアと会談しに行く。その間、ミオ達はニーアを中心にトライン、セラックを攻こう略りやくしてほしい」

「何、お前が行くのか!?」

　ミオは肩に置かれたシエルの手に自分の手を重ねて言った。

「僕でなければ駄だ目めだよ。何せフレリカはパルディナに大きな借りがある。ユミカに攻せめられて西フレリカを追われた際、アレイアが動いてくれなかったら、僕らは平北軍とユミカ軍に挟きよう撃げきされてた。あの時アレイアは自ら危険を冒おかしてエリューディンまで来てくれたんだから、今度は僕らが信を示さないとね」

「わかってる……わかってはいるが、心配くらいしてもいいだろ？」

「その言葉は、有り難がたく頂ちよう戴だいするよ」

　シエルはミオの温ぬくもりを感じながら、この平へい穏おんが一日でも長く続くよう、祈らずにはおれなかった。

『んんっ、えへんえへん！』

「「わあああっ！」」

　突とつ然ぜん二人の後方から咳せき払ばらいが聞こえ、ミオとシエルが咄とつ嗟さに手を離はなす。

　ニーアだった。

「えーと陛下、いちゃつくのは構わないんですが、まだあたしもここにいるってことをお忘れなく」

「忘れてない、忘れてないぞ！　なあシエル」

「ももももちろんだよ！」

　大おお慌あわてで弁明するシエルとミオ。

「トラインとセラックを攻略する兵や将の割り振ふりはどうする気？　ここは先にアンバーをパルディナに送り、その間にシエルが二都市攻略の手て筈はずを整えた方が──」

　ニーアが言い終わらないうちに、シエルが口を挟はさんだ。

「そんな時間はない。僕がいない間は、ニーアがフレリカ軍総司令官代行として、その二都市を攻略するんだ。僕は一いつ切さい、手も口も出さない」

『え!?』

　意外な言葉だった。

　ニーアは確かに優すぐれた軍師であり、それはミオをはじめ諸将も理解している。だがフレリカ軍の中には、どうしてもあのディアナでの大失態を持ち出しては、ニーアは軍師の器うつわではないと陰かげで囁ささやく者がいることも事実だ。

　それだけに、今回の出兵では帝国軍とよく戦ったことが評価され、過日、ついにフレリカ王国上将軍に任じられたシエルの義兄妹フレイとマギーのいずれかを総軍司令官にするのではないかと、ニーア自身も思っていた。

　ニーアはミオとシエルに片かた膝ひざをつき、頭こうべを垂れながら言った。

「シエル・スノーハート……いえ、軍師。あたしは、駄目だよ」

　ニーアは視線を床ゆかに落とす。ガーネ山の厳しい風雪をも耐たえ抜ぬく頑がん強きような煉れん瓦がは、今のニーアとは対照的に映った。

「どうして？」

「あたしはディアナで陛下を窮きゆう地ちに追い込んだ……この失態は、そう簡単に拭ぬぐえない」

「私はそうは思わんが？」

　シエルはミオに視線を投げる。

　ミオは軽く頷いてニーアのそばに寄り、その肩に手を置いた。

「ニーア、お前の失敗は既すでに清算済みだ。何せ私に替かわって身体を張り、ベルガー率いる帝国平北軍からフレリカを守ったのだからな。それを未いまだに罪と思うなら、シエルが与あたえたこのチャンスを活いかしてトラインとセラックを攻略し、フレリカの軍師ニーア・リーベルンここにありと示してやれ！」

「陛下……」

　ミオの言葉は、深く人の心を包み込む。

　溢あふれそうな涙なみだを堪こらえつつ、ニーアは勢いよく立ち上がって高らかに声をあげた。

「セラックを守っているのは帝てい国こくの千人将リカルドと兵六〇〇、トラインは帝国平北軍の三百人将リーエと兵二〇〇がいる。セラックはマギー上将軍に兵一五〇〇、トラインにはあたしともう一人の上将軍フレイ、それとガーネカモシカ騎き兵へい五〇〇に加え、歩兵一〇〇〇で攻める！

　セラックはモロと連れん携けいする城だけど、モロの背後にはパルディナ領のラーゼンがあり、セラックに増ぞう援えんを送る余裕はない。城を囲んでいるだけで落ちると見たわ。トラインはエリューディン攻略を目もく論ろむ平北軍の前線だから激しい戦いになると予想されるけど、フレイ上将軍がいれば問題ない。

　これで、どうかしら!?」

　畳たたみかけるようなニーアの喋しやべりに、思わずミオがシエルを見る。

　シエルは頷うなずいて、いつものように頭に手をやった。

「概おおむねいいけど、もう少し先を見よう。セラックはともかく、トラインはまだ城じよう壁へきすら完全に復旧していない。情報によるとトラインの北ほく壁へきと南なん壁ぺきは半分程度、西と東は三割ってところだ。つまりトラインの兵は、間違いなく城を出て野戦で挑んでくる。少数だからといって侮あなどったらいけないよ。それに、帝国軍の圧政で住民が逃にげ出しているらしいから、首しゆ尾び良よく陥かん落らくさせたら、トラインはフレリカ領として末永く統治すると宣言するんだ」

　ニーアは目を丸くして、シエルの言葉を耳に入れた。

「どうしてそこまで詳くわしく知ってるの!?　蜂はち蜘く蛛も隊はユミカの諜ちよう報ほう機関〝紅べに鴉がらす〟に封ふう殺さつされているって──」

「ユミカもアレイアも早くから蜂蜘蛛隊には注意していたみたいだし、それは容易に予想出来ることだよ。でも蜂蜘蛛隊は私兵しか雇やとえなかった頃ころに集めたものだから、得手不得手が明確なんだ。敵軍の動向や人の流れを素す早ばやく伝えることは得意だけど、規律がとれた軍の内情や敵将がどんなアーティファクトを持っているかまでは摑つかめなかった」

　確かにシエルの言葉通り、蜂蜘蛛隊はシエルが帝国で軍師となり、私し邸ていを持つことを許されてから組織したものだ。そこからは現フレリカ上将軍マギーや千人長カリノを輩はい出しゆつし、それなりの効果は上げてきた。だが蜂蜘蛛隊は主にラーカスの情勢を知る為ために組織したものなので、大局を素早く知ることは出来ても、敵将が持つアーティファクトの能力や副作用など、細かな情報を集めるのは苦手だった。

　その点では、シエルを満足させるには至っていなかったのだ。

「じゃあシエルは蜂蜘蛛隊の他に、新たな別の組織を？」

　ミオも首を傾かしげて問う。だが、シエルは微かすかに口くち許もとを緩ゆるめた。

「それじゃ蜂蜘蛛隊の頃とやってることが同じだよ。そうではなく蜂蜘蛛隊よりも早く、広域的に情報を集められる仕組みを密ひそかに作っていたのさ。どんな組織なのかは僕だけの秘密にしておくけど、いずれ教えてあげるよ」

「い、いつの間に……」

「一つのことだけをやればいいっていうのは一兵卒の考えさ。一つのことを正確にこなし、次の手も考えておくのが将の役目。そしてそれを二つも三つも同時に考えるのが軍師の責務だ。そして細かいことは部下に任せ、大局を見るのが真の王だと僕は思う」

　ははあ、と溜ため息いきをつくミオとニーア。シエルは天翔虎カルーデイアの軍師と呼ばれるだけあって、二人よりもより深くて複雑な場所で戦っている。

　それは目に見えない今も、終わることなく続いているのだ。

「ミオ、ニーア。セラックを攻めるマギーには兵の人数分だけ耳みみ栓せんを、トラインを攻めるフレイには、全ての兵に予備の剣けんを必ず持たせるようにしてくれ」

「「はあ？」」

　ミオとニーアは顔を見合わせて、首を傾げる。

「それとエナにも動いてもらわないといけないなあ。忙いそがしくなりそうだ」

　シエルはきょとんとする二人を後目に、頭を搔かいて空を眺ながめた。




　それからフレリカ王都ランカスタは、軍部も内政府も慌あわただしく動き始めた。

　エナとドリスはシエルの要求を叶かなえるべく毎日のように大量の書面に刻まれた数字と格かく闘とうしなくてはならなかったし、トラインとセラックの攻略を任されたニーアは将軍らに直ちに軍を整えるよう命じ、夜よる遅おそくまで軍の編成と攻略に向けての策を練った。

　エリューディンをフレリカ王国領として根を下ろし、漸ようやく一息つけると安あん堵どしていた文官や兵士らは、どこか気が抜けていた。だがシエルによる無茶とも言える要求に応こたえるには、退たい屈くつを感じる暇ひまなどない。

　書類を手に慌ただしく駆かけ回る内政官や、目の前の戦いくさに備えて声をあげる兵士らを城壁の上から眺め、シエルは一人、口許を緩めながら頷いていた。

　シエルのパルディナ行きの前夜。

　シエルの私邸に義兄弟のフレイとマギーがやって来て、シエルとの暫しばしの別れを惜おしむように温かな時間を三人で過ごした。もう五月に入ろうというのに標高が高いせいか、夜はまだまだ冷え込む。シエルはフレイとマギーをいつものシエルの部屋ではなく食堂に案内し、夕食を楽しんだ。

　そして翌日、シエルはカロントにいるアレイアから会談受じゆ諾だくの報を聞くと、すぐに外交官アンバーを伴ともない、馬車に乗ってランカスタを旅立った。

　それと同時に、留守を任されたフレリカ軍総司令官代理、軍師ニーアによってトライン、セラック攻めの陣じん容ようが発表された。

　セラック攻めの大将はマギー将軍。参さん謀ぼうとしてベロニカ将軍が、そして新将軍ラミナと兵一二〇〇。トライン攻めの大将はフレイ将軍。軍師としてニーアが付き、特とく殊しゆ千人長アルガードと千人長カリノ、尚しよう書しよドリスを加え、兵は一〇〇〇と発表された。

　残った将軍リンシアは東のガーネ山さん道どうを守る任務に就き、将軍になったマードックは王都ランカスタに残り、引き続き兵の調練に励はげむことになった。

　両軍は直ちに出兵し、それぞれの目的地に向かって進軍した。







　第二章　内外動乱







　フレリカ王国はエリューディン領に入った時、丞じよう相しようとなったエナの勧すすめにより、王都を旧エリューディン王国王都ディアナではなく、ここランカスタに定めた。

　ディアナはミオにとっても苦い経験をした場所であるし、何より王都に行くまでにラーカス最大の山であるガーネ山の頂上付近まで登らなくてはならないのは、あらゆる意味で不便だったのだ。

　丞相に任じられてから、エナは尚書ドリスと内政により力を注いでいる。特にガーネ鉱山から採さい掘くつされる宝石は価値が高く、また鉱夫が偶ぐう然ぜん掘ほり崩くずした先に新たなダンジョンが見つかったことから、今ではランカスタは冒ぼう険けん者で溢れかえっている。

　かつて征せい西せい将しよう軍ぐんレンギルがこの地を治めていた頃、この地に住む健康な者達は強制的にガーネ鉱山へ送られ、寿じゆ命みようが縮むほど働かされていた。だが、そんな希望のない生活はフレリカの統治によって終わりを告げ、働きに見合った給料が払はらわれるようになり、休みも多く取れるようになった。

　人が集まれば、罪を犯す者も増える。そういう者は容よう赦しやなく危険なガーネ鉱山の深部に送られ、罪の度合いに応じた期間、懲ちよう役えきを課せられる。その鉱脈から得られた収入は、全て国庫に収められた。

　罪人をも国力増強の一助とする。実にエナらしい政策だった。

　そんなエナの部屋を、ノックする者があった。

「香こう茶ちやは如何いかがですか、丞相」

　外から声がする。エナは眼鏡を外してペンを置き、ふうと息を吐はいた。

「お願いするわ」

「かしこまりました」

　メイドが扉とびらを開くと、ティーカップをトレイに載のせて部屋に入ってきた。書類や地図などが堆うずたかく積まれたエナの部屋を、爽さわやかな香かおりが包み込んでいく。

「ああ、良い匂においね」

「お疲つかれさまです」

　メイドはカップをソーサーに載せ、クッキーが数枚入った皿と一いつ緒しよにエナの机の上に置くと、頭を下げて退出した。

　エナはもう一度眼鏡をかけ、書類に目を通しながらカップを手に取り、口許に近づける。香茶の香りは、あらゆる数値が駆け巡めぐっていたエナの頭の中に安らぎを与あたえ、意識をよりクリアにしてくれる。湯気立つ香茶を一口啜すすると、突とつ然ぜん口内に飛び込んできた熱気に舌が驚おどろき、心地ここちよい熱が喉のどを通っていった。

「美お味いしい」

　エナはカップを置き、クッキーに手を伸のばしたが、視線は書類にいっていたので、指はクッキーではなく皿の外側を摑んでいた。

　ざらざらとした、紙の手て触ざわりだった。

「？」

　そこで初めて、エナはクッキーの皿に目を向ける。

　皿の下に、一通の封ふう書しよが挟はさまれていた。

「何これ？」

　エナは皿の下から封書を抜ぬき取った。それは頑がん丈じような作りの紙で、ラーカス南西部では殆ほとんど手に入らない貴重なものだった。封書の表は何も書かれていない。

　そして何気なく封書を裏返しにしたその時、エナの目が驚きで見開かれ、書類を持つもう片方の手から力が抜けた。バサバサと、小鳥達が羽ばたくかのような音を立てながら、書類が床ゆかに落ちていく。

　封書の裏は真っ赤な蠟ろうで封ふう印いんされ、刻印が打たれていた。

　トーレ帝てい国こく大軍師の印だった。

「ユミカ・ローレンツ!?」

　エナは咄とつ嗟さに辺りを見み渡わたす。今この部屋には、エナしかいなかった。

　フレリカ王都ランカスタに設けられた丞相府には、約五〇〇名の内政官が働いているが、エナの部屋に出入り出来るのは限られた人間だけである。警備の兵もいるし、そう簡単には侵しん入にゆう出来ないはずなのだが、現にこうして帝国大軍師ユミカの封書が届けられたという事実が、エナの背筋を凍こおらせた。

（あのメイド……メイドじゃなかったのね）

　恐おそらく、少し前にユミカが編制したという特殊部隊「紅べに鴉がらす」の手の者だろう。

　エナはすぐ人を呼んで警備を強化するよう伝えると、椅い子すに座って背もたれに体重を預け、懐ふところに隠かくしておいたユミカからの封書を手に取った。

　ユミカは、あからさまにエナの命を狙ねらったことがあった。ルナリムの森の戦いの折、死地に追い込まれたフレリカ軍を助けたければ、その場でエナを殺せとシエルに告げたのだ。

　客観的に見ると、ガーネ山という険しい山に居を構えたフレリカや、湿しつ地ちが多いパルディナ、そして乾かん燥そう地帯のリュナスと比べ、帝国は平地を支配下に置いていることから、国力は抜きん出ている。
















　エナもシエルと同じく、フレリカ王を救出する為ために二年間、内政府に潜せん入にゆうしていたので、帝国の内情はよく理解していた。豊ほう穣じようの大地と質の良い水が絶え間なく流れる地は実りが多く、トーレ山とソルート連山からはガーネ山ほどではないにしろ、鉱物資源も採れる。

　ただ惜おしむらくは、内政にこれといった人物がいないことである。

　大した努力をしなくても、各地方の何倍もの穀物や鉄鉱石などが採れるのだから、知ち恵えを凝こらし、工く夫ふうして国力を増強するといった人物は一人としていなかった。そのせいで帝国の食料官はいつも適当な数字を上に報告していたし、上の人間もろくに報告書を見ずに空印を押していた。

　帝国内であればそれでも通用したかもしれないが、ラーカス全土を治めるのに、そんな適当な仕組みでは上う手まくいくはずがないとエナは確信していたし、事実、帝国の役人による無茶な政策が、各地で反乱が起きる一因になっていた。

　ユミカがエナを邪じや魔ま者ものだと思うのは、至し極ごく当然のことだが……そのユミカが何を書いてきたのだろうか。

　エナは思い切ってその封書の中身を取り出し、書簡に目を通した。




「フレリカ王国丞相エナ・ワトソン殿どの

　帝国は貴女あなたの為に丞相の席を空けておく。

　帝国の力で戦乱のラーカスを再統一し、貴女の力でラーカス各地を治めることが出来れば、戦いくさのない平和な世の中は手に入ったも同然である。

　もし貴女がフレリカで絶望を感じることがあれば、是ぜ非ひとも私のところへ来られたし。それが貴女が取るべき、最善の道である。

　英断を待つ。


帝国大軍師ユミカ・ローレンツ」






『！……ッ……』

　エナはその手紙を、破り捨てたい衝しよう動どうに駆かられた。

　今のフレリカはシエルとエナが決死の思いで帝国に潜もぐり込み、ミオを救い出したことから始まっている。

　言うなれば中興の臣であり、シエルとエナだけは、フレリカでも別格なのだ。そのエナに、よりにもよってこんな意味不明な調略を仕し掛かけてくるとは。エナが怒いかりに震ふるえながらユミカの手紙を握にぎりつぶした、その時だった。

　どんどんどん、と、激しくドアを叩たたく者があった。

「丞じよう相しよう、丞相はおいでですか!?」

　どきん、と心臓が跳はね上がる。エナ自身が悪いことをしているわけではないが、こんなものを手にしていること自体が、何だか後ろめたかった。

「ちょっと待って」

　エナは急いで机の引き出しを開けると、その中に手紙を叩き込んで怒いかり任せに閉め、ドアへと向かった。

「何事なの？」

　ドアの外にいるのであろう伝者に、声を投げかけた。

「い、一大事でございます。先程、エリューディンの名士であるゼフィル卿きようが陛下に謁えつ見けんされたのですが、そこで思わぬ難題を持ちかけられたとのことで……とにかく、陛下が急いで丞相を謁見の間へお連れするようにと！」

　エナが扉を開けると、一人の内政官が息を切らせて立っていた。

「わかったわ。すぐに行くから、あなたは下がって休みなさい」

「は、ははっ！」

　そう声をかけると、内政官は壁かべにもたれ掛かかって息を整える。その横を、エナは大おお股またで歩いた。

（ゼフィル卿……確かエリューディン王家の遠とお縁えんに当たる家で、旧エリューディン王国の臣に絶大な発言力を持つ人じゃない。帝国征せい西せい軍が支配していた頃ころは、レンギルに色々と贈おくり物をして取り入っていたって聞くけど……それが本当なら、かなり胡う散さん臭くさい人物ね）

　後ろ盾だてを失った貴族ほど、見境のないものはない。彼らにとって最も大事なのは自分の家を守り抜くことであり、そこには信義や忠節など皆かい無むである。

　エリューディン王家、そして征西将軍レンギルという宿り木を失ったゼフィル卿が、今度は何を企たくらんでいるのか。あまり良い予感はしなかったが、今は一刻も早くミオの許もとに向かわなくてはならなかった。

　エナは丞相府に常設されている馬車に乗り込み、王城へと向かう。ランカスタは元から王都だったわけではないので、広さは大したことがない。だが立地を考えると、エリューディンで最も人の往来が激しく、物流の拠きよ点てんとなっているランカスタに根を下ろすのは、今後を考えれば、とても大事なことだった。

　丞相府を出て十分ほど馬車を走らせると、ランカスタの王城がある。

　王城と言ってもその大きさは砦とりでより一回り大きい程度で、トーレ帝国の帝てい都とヴァスガイア・トーレのような壮そう大だいさも、旧エリューディン王国王都ディアナのような荘そう厳ごんさもない。中央に巨きよ大だいな獣じゆう脂し蠟ろう燭そくのようなキープがあり、その周囲を三つの塔とうが寄り添そうように立っているだけの、こぢんまりした城だ。

　もう少し帝国との戦が落ち着けば、今よりもっと大きな城に造り変える必要はあるかもしれないが、この実用性を重視した造りに、エナは少なからず親近感を抱いだいていた。

　シエルであればすぐ音ねをあげそうな階段を幾いくつか登って謁見の間に入ると、玉座にいたミオが立ち上がってエナに声をかけた。

「おお丞相、待っていたぞ！」

「遅おそくなりまして、申し訳ありません」

　ミオとエナ、そしてシエルらは、公の場では君臣の間あいだ柄がらをきっちり示す。自おのずと口調や仕草も、王とその臣下のものになった。

　そんなエナとミオを挟はさむように、跪ひざまずく一人の男がいた。男はエナの声を耳にすると、ゆっくり立ち上がって振ふり向いた。想像していたよりもずっと精せい悍かんな顔立ちだった。髭ひげを短く綺き麗れいに整え、銀色の髪かみを後ろに流しており、清潔感がある。

　ゼフィル卿は穏おん和わな目つきで柔やわらかく微ほほ笑えむと、エナに向かって頭を下げた。

「フレリカの王女と丞相はどんな宝石よりも美しいという噂うわさは耳にしていたが……なるほど、噂通りのようだ」

　歳としは二〇代後半くらいだろうか。ゼフィル卿の声や物もの腰ごしは、大人の魅み力りよくを引き立てている。その姿は、ゼフィル卿に関する噂が全すべて誤りではないかと思えるほど、洗練されていた。

「初めてお目にかかりますわね。あたしが丞相エナ・ワトソンです。陛下より思おぼし召めしがあり、参上した次し第だいです。あなたはどんな難題を出してきたのですか？」

　ゼフィル卿のペースに乗せられまいと、敢あえて語気を強めるエナ。

　そんなエナを見て、ゼフィル卿はにっこりと微笑んだ。

「難題など、とんでもない。私はこの地をフレリカに永く治めて頂く為の方策を提示したに過ぎん」

「なら、改めて聞かせて頂きましょう。その方策とは？」

　ゼフィル卿は玉座にいるミオに左手を差し出し、声こわ高だかに言った。

「麗うるわしのフレリカ王女ミオ陛下に、その夫として旧エリューディン王国国王の第七公子であらせられる、ヒノト様をお迎むかえしては如何いかがか、と上じよう申しんしたのだよ」

『!?』

　ミオの困こん惑わくした顔に、益ます々ます赤みが差す。

　エナは、なるほど、これは自分が呼ばれる訳だ、と得心した。

「陛下、軍師シエルは？」

「それがな、もうパルディナに向かって出しゆつ立たつしてしまったのだ。フレイも、ニーアとドリスを伴ともなってトラインに向かい、マギーはベロニカ、ラミナとセラックだ。ここは丞相に、ゼフィル卿の提案を吟ぎん味みしてもらおうと思ってな」

　ミオは困り果てた顔で、エナを手招きしてそばへと呼ぶ。

　エナは一礼し、玉座の前に移動してゼフィル卿と対たい峙じした。

「話は大体わかりました。この件は軍師シエルや、尚しよう書しよドリスなどと話し合って決めるべきかと」

　エナの言葉に、ゼフィル卿の眉まゆがぴくりと上がる。

「お言葉を返すようで悪いが、これは王おう侯こう貴族の話だ。私としては丞相といえど、臣下の者が口を挟む問題ではないと思うのだが」

　む、と口を噤つぐむエナ。ゼフィル卿の言葉には、小さいが鋭するどい棘とげがあった。

「そもそも我らエリューディンの民たみは、先祖代々このガーネ山の雪に育てられた者だ。帝てい国こくやフレリカに実権を委ゆだねられても、その事実は変わらない。この地に根ざし、国としての基き盤ばんを強固にしたいとお思いならば、エリューディン王の血を継つぐヒノト様とお子を成し、真の意味でのフレリカとエリューディンの融ゆう和わを図はかるべきではないか？」

　ゼフィル卿の言い分に一理はある。

　フレリカの世継ぎ問題は遅かれ早かれ、いずれは考えなくてはならない命題だ。幾いく度どとなく帝国と戦い、その存在感をラーカスに示しているフレリカ王国なのだから、その王女ミオの相手となるべき男性も、相応の者でなくてはならない。

　そして何より、フレリカは領土をエリューディンに移して国を存続させ、エリューディンは国を失いつつも、フレリカの庇ひ護ご下で再び平和を手に入れた。ならば、フレリカ王女にエリューディンの公子をという考えは、ゼフィル卿でなくても考えつく発想だろう。

「我らエリューディンの民は陛下と共に帝国と戦いたいと願っている。陛下がご決断下されば我らの士気は果てしなく高まり、帝国を滅ほろぼす原動力となるのは間ま違ちがいない。どうしてこんな簡単な決断に躊ちゆう躇ちよなされるのか、理解に苦しむな」

　エナは、はあ、と溜ため息いきをつく。帝国に潜入していた頃も散々、ゼフィル卿のような貴族と話をしてきて、うんざりしていたのだ。貴族という連中は自分が思ったことを臆おく面めんも無く口にするし、それが必ずまかり通ると信じている。無理に押し通した意見がどういう結果を生むかなど、まるっきり考えないのだ。

　そんなゼフィル卿に、エナは気を強く持って口を開いた。

「卿は過去、リュナス王国に気高き王女があったことをご存じですか？」

「!?……き、聞いたことはあるが、あまり詳くわしくはない。どういう話だったかな」

　エナはミオを庇かばうようにゼフィル卿の前に立ち、その話を聞かせた。

「今より五〇年前、ラーカス北東部は小国が割かつ拠きよする戦乱の地でした。その一国であったリュナスの王は男子に恵めぐまれず、結局、第一息女ジャナンが王女に即そく位いしました。ジャナンは女性でありながら武術に長たけ、戦は連戦連勝。瞬またたく間に周辺を併へい吞どんし、一時はトーレ帝国をも凌しのぐ勢力を築いた王女ですわ」

「あ、ああ、その話か。ジャナン王女。知っているよ」

　ゼフィル卿が見せたその隙すきを、エナが見み逃のがすはずがなかった。

「それならば、その後リュナスが衰すい勢せいした理由もご存じでしょう？」

「そ、そうだな、知ってはいるが」

「ならば、卿がどれほど危険なことをなさっているのか、ご理解頂けると存じますが？」

「ど忘れしてしまったのだよ。思い出す為ためにもう一度、話してもらえると有り難がたいな」

「ええ、喜んでお話ししましょう。それはジャナン王女がラーカス北東部を制圧後でした。帝国に攻せめ滅ぼされたものの、リュナスによってその領土を併へい合ごうされた小国の貴族が、今の卿と同じ提案をジャナン王女に持ちかけました。

　ご存じの通り、リュナスは武力を最大の誇ほこりとする国家で、それは今も昔も変わりません。ジャナン王女はその貴族の申し出を尤もつともだと認め、小国の王族と結ばれて三男四女を生みました。やがて長男はジャナン王女の後を継いでリュナス王となるのですが、それ以外の兄きよう妹だい達は全員、リュナス王に対して反旗を翻ひるがえし、リュナスは内乱に次ぐ内乱で著いちじるしく国力を低下させました」

『!!』

　ゼフィル卿の顔色が変わり、ミオの表情が曇くもった。

「無論、当時のリュナスと今のフレリカを丸ごと比ひ較かくは出来ませんが、その原因はジャナン王女が安易にリュナス王家に別の王家の血筋を入れてしまったことにあります。互たがいに協力していかなくてはならない子供達が醜みにくい権力争いの道具として祭り上げられ、憎にくみ合うようになっては、国として纏まとまるわけがないのです。卿はリュナス王家の例をご存じで、フレリカ王国の為にエリューディン王家の血を入れようと上申したんでしたよね？」

　エナが言葉を強める。

「ち、違う、私はそういう意味でヒノト様を──」

「黙だまりなさい。あたしの言いたいことがわからないの？　あなたの行いはそれこそジャナン王女を誑たぶらかして権力を握ろうとした小国の貴族と同じなのよ。この地の名はエリューディンでも国はフレリカであり、ここに住む者は名門貴族であろうが宿を持たぬ物もの乞ごいであろうが、関係なく全てミオ陛下の臣よ。先さき程ほどの言葉、そっくりそのままお返しするわ。

　これは臣下の者が口を挟む問題ではなく、陛下がお決めになることよ！」

「め、名門公こう爵しやく家であるゼフィル家を、も、物乞いと同格扱あつかいするか、無礼者め！」

「これがフレリカの考え方なの。礼には礼で、無礼には無礼で返す。たかがいち貴族が旧主の子を現主に勧すすめるなど、それこそ言語道断。恥はじを知りなさい！」

「お、お、おのれ……」

　ゼフィル卿きようは額に汗あせを浮うかべながら、怒いかりで身体からだを震ふるわせた。

　先程は見み栄えを張って、リュナスの話を知っていると言ってしまった。ということは、ミオにヒノトを勧めた理由は、その子を利用して実権を握にぎりたいと認めているに等しい。

　いくら口が達者とはいえ、エナやシエルのように命いのち懸がけで何かを成し遂とげたわけではない。そういう意味で、エナとゼフィル卿では格が違うのだ。

　殺気を込こめてエナを睨にらむゼフィル卿。腕うでを組み、見下すような視線を投げるエナ。

　その時、ミオが玉座を離はなれて二人の間に割って入った。

「そこまでだ。ゼフィル卿の提案に全く理がないわけではないし、エナの話も実に興味深い。後は私が考え、私が決めよう。ゼフィル卿はもうお下がりなさい」

　怒りが収まらないゼフィル卿は、ミオにそう言われても握った拳こぶしを緩ゆるめなかった。

「陛下、まだ話は終わっておりませぬ！　フレリカの将来の為にも、ここは即そく断だん即決が肝かん要ようかと──」

　刹せつ那な。

　ふわり、とミオの髪が揺ゆれ、片かた膝ひざをつくゼフィル卿の鼻先に、ミオが瞳ひとみを近づけた。

『同じことを二度言わせるな』

「う……」

　ゼフィル卿が瞬しゆん時じにして、ミオが放つ威いに飲み込まれる。

「卿よ。あなたの処世術がどのようなものかは察しがついているが、私を簡単に御ぎよせると思ったら大間違いだぞ。進言に対してはよく検討し、私の名において後日、明らかにすることを約束する。ご苦労だった」

「は、はっ」

　ゼフィル卿は眉み間けんに皺しわを寄せながら、納なつ得とくはしていないながらも引き下がらざるを得なくなった状じよう況きようを受け入れるしかなかった。渋しぶ々しぶ立ち上がって一礼し、もう一度エナに一いち瞥べつして歩き出す。

　その背中を、ミオとエナは寄り添うようにして見送った。

「すまなかったなエナ。まさか、よりにもよってシエルがいない時にあのようなことを言われるとは思わなくて、少し動どう揺ようした。来てくれて助かったぞ」

「いえ、当然のことをしたまでですわ」

　エナはそう返事をしつつ、ミオが発した言葉に妙みような引っかかりを覚えた。

（シエルがいない時……そうか、このタイミングを狙ねらったのね）

　フレリカ軍は今、セラックとトラインに進軍中であり、軍師シエルは来るべき帝国軍の大軍勢を迎え撃うつべく、パルディナへ向かっている。誰だれもが意識を国外に向けているこの隙を突つき、フレリカ国内に揺さぶりをかける。

　こんなことを考えられるのは、一人しかいない。

「陛下、ゼフィル卿の話は、彼の発案ではないですね。裏には恐おそらく、帝国の大軍師ユミカがいるはずです」

「な、何だと!?」

　突とつ然ぜんのエナの言葉に、ミオは目を丸くして驚おどろいた。

「ユミカ……すると、ゼフィル卿と帝国が、繫つながっていると？」

「はい。ゼフィル卿の提案は、受け入れればフレリカの臣が実権をエリューディンに奪うばわれかねないのではないかと危き惧ぐし、突っぱねればエリューディンの臣が自分らを軽く見ているのかと落らく胆たんする。そんな大事を、フレリカの重臣らがいない今を見計らって提案してきたのですから、裏で糸を引いている者がいると考えるのが自然です」

「そうか……言われてみればそうかもしれんが、ゼフィル卿はこの地の名門で、各方面に強い影えい響きよう力を持っている。その背後に誰がいようが、確たる証しよう拠こを摑つかむまで簡単に手を下せる相手ではない」

「仰おつしやる通りです。あのような者が出てきたのですから、こちらも地固めをする頃ころだと判断しました。まずはゼフィル卿のような貴族の中心的な人物に、こちらは言いなりにはならないぞと強く出て、その後はゼフィル卿の取り巻きを一人一人買収し、こちら側に引き入れます。それに使う予算も、既すでに確保済みですわ」

　眼鏡をくいと上げ、レンズを輝かがやかせて笑えみを浮かべるエナ。その姿にミオは、丞じよう相しようと言うよりも軍師に近い雰ふん囲い気きを感じた。

「流石さすがはエナだ。また一つ、勉強になったぞ。軍に指揮し、敵将を倒たおし、城を落とすだけが戦いくさではないのだな」

「その通りです。シエルやニーアが敵を倒す為に策を練る軍師ならば、私は国内の安定を図る為に策を講じる丞相です。しかし、第二のゼフィル卿が現れる前に、陛下には一つ大きな決断をして頂く必要があります」

「うん？」

「不ふ吉きつなことを申し上げるようで恐きよう縮しゆくなのですが、帝国の皇帝も、パルディナの教皇も、リュナスの王ですら、世継ぎの問題には頭を悩なやませております。周囲の雑音はあたしが押さえ込みますので、臣や貴族の言葉を入れず、陛下ご自身が考え、強い意志を持って断行して下さいませ。そろそろ、その時期でございます」

「それは──」

　エナとミオの視線が交こう錯さくする。エナはミオに一礼すると、そのまま踵きびすを返してゼフィル卿が去って行った扉とびらを開いた。

　エナが言いたかったことが、ミオの胸にずっしりと重くのしかかる。

　シエルと結ばれたいのか。それとも別の人間を選ぶのか。

　その大きな決断を、近いうちにしなくてはならない。

　ミオは玉座に腰こしを落とし、天を仰あおいで嘆たん息そくするのだった。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




「よーし、久しぶりに攻めの戦です。がんばるですよっ！」

　セラック攻こう略りやく隊の将マギーは馬上でぱしんと両拳を当て、気合いを入れた。

「将軍の言う通りだ！　腕が鳴るぜぇ！」

　マギーの隣となりでラミナが父より託たくされたアーティファクト〝隆りゆう骨こつ杵しよ〟をぶぉん、と振ふる。

「お二人とも、力みすぎるとあまり良くない結果を招くぞ？」

　そう窘たしなめたのは、この軍の副将を任されているベロニカ将軍だった。

「わかってるですよ、ベロニカ将軍」

　マギーはベロニカ、ラミナとともに、ガーネ山の地下水で大きく育った木々の隙すき間まから見える、セラックの城を睨みつけた。

　セラックの城を守るのは既き報ほう通り帝てい国こくの千人将リカルドだ。リカルドはフレリカが侵しん攻こうしてくるという情報を耳にすると、城門を固く閉とざし、帝国の旗を並べて兵を鼓こ舞ぶした。

　マギー軍は下山すると、まず一いつ泊ぱくして行軍の疲つかれを癒いやし、翌日、怒ど濤とうの勢いでセラック城を包囲した。

　マギーは包囲が完かん了りようすると、幕舎にベロニカとラミナを呼んで軍議を開いた。

「シエル軍師の助言によると、セラックの兵は六〇〇程度で、守将リカルドはアーティファクトを持っているそうですね」

　腕を組み、難しそうな顔をするマギー。その横で、ラミナが口を開いた。

「おう。軍師の命により城しろ攻ぜめをする際は必ず耳みみ栓せんをするようにということだ。何のアーティファクトかは知らねぇけど、音を発してこちらの動きを制限する何かじゃねぇか？」

「音、ですか……」

　続いてベロニカが意見を述べる。

「将軍、アーティファクトを警けい戒かいするのは確かに攻め手としては当然のことだが、音系のアーティファクトは守城戦には向かないものであるというのをご存じか？」

「向かないです？」

「ええ。それに、折角人数分の耳栓を頂ちよう戴だいしたのだから、これを使って攻こう撃げきしようじゃないか」

「「え？」」

　ベロニカはマギーとラミナにとある策を提案する。それを聞いた二人は、思わず噴ふき出してしまった。

「そんな単純な策、上う手まくいくのかぁ？」

　けたけた笑いながら、ラミナが言う。

「思わず笑ってしまうような単純な策だから、効き目がある。特に敵はこちらが力攻めで来ると思っているだろうからな」

「でもよ、敵さんだって耳栓くらい持ってんだろ？　それを使われたら何の効果もないんじゃねぇ？」

「そこは攻め手と守り手の立場の違いだ。守勢に回った者は敵の情報や上官からの命令を耳にする必要がある。耳栓などしていて大事な命令を聞き逃のがせば、その者は即そつ刻こく、首を飛ばされるだろう」

「そっか、それもそうだな！」

　ベロニカが真顔で言うものだから、なおさら面おも白しろくてマギーもラミナも笑った。

「ベロニカ将軍の案は、実に面白いですよ。早速、実行するです！」

「「はっ！」」

　二人はにやりと笑って、幕舎を出ていった。

　その日のフレリカ軍はセラック城の西に主しゆ攻こうのラミナ軍五〇〇を置き、時折大声でセラック城を威い嚇かくしたり、一気に突とつ撃げきしてきたかと思うと、セラック城からの矢が届かない程度の位置で急に反転し、引き返していく。

　こんなことをただ繰くり返して結局何を仕し掛かけるわけでもなく、そのまま日暮れを迎むかえた。

　その様子を城じよう壁へきの上から見ていた守将のリカルドは、ただただ首を傾かしげるだけだった。

「何なんだあいつらは……やる気があるのか？」

　いくら守城戦とはいえ、兵六〇〇でその倍の兵一二〇〇を相手にしなくてはならないというプレッシャーは相当なものだ。

　その相手が、奇き妙みような動きだけで一日を終えた。迎え撃つ側としては一日中、いつ敵兵が方向を変え城壁を登ってくるのかという緊きん張ちようを感じっぱなしで、疲れ切ってしまった。

　夜になると、フレリカ軍は松明たいまつを掲かかげて声をあげてきた。

　セラックを守る帝国兵はこの夜や襲しゆうに駆かけ回り、松明に向かって矢を放つ。だが、やはり攻めてくるフレリカ兵の姿はなく、まるで霞かすみを相手にしているかのようだった。

　フレリカ軍は太たい鼓こを叩たたきラッパを鳴らし、まるでパレードのような賑にぎやかさでセラック城を包み込む。その音はセラック城の中央に位置するキープにいても聞こえるほどで、帝国兵はこの音と振しん動どうによる攻撃に、神経をすり減らしていた。

　キープに集まった者は耳栓を使って眠ねむりに落ちたが、この城を守る兵はベロニカの読み通り、いつ強きよう襲しゆうして来るかわからない敵に対して耳を塞ふさぐわけにはいかず、ひたすら耐たえるしかなかった。

　そして翌日。全く眠っていない帝国兵を後目に、フレリカ兵は悠ゆう然ぜんとセラック城の周りを行軍していた。

「何な故ぜだ!?　あいつらだって眠ってないはずなのに!?」

　フレリカの国旗を掲げて歩くフレリカ軍に、疲れている様子は全くない。

　それどころか益ます々ます意気盛んで、今の状態であれば同数の兵でもフレリカ軍に勝てる気がしなかった。

　そんな様子を感じ取ったのか、西門の外にフレリカ軍が少しずつ集結し始めた。

「こうなったら、奴やつらよりも先に攻撃を仕掛ける。討うって出るぞ！　敵には天翔虎カルーデイアの軍師もあのガーネ山さん道どうの軍師もいないんだ。妙な小細工はないだろうからな！」

「お────っ」

　声をあげる帝国軍。

　だがその声は徹てつ夜やと緊張によって疲れ果て、全く力が入っていなかった。

　リカルドは直ちに城門前に行くと、馬に乗り、槍やりを持って兵に号令する。

「いいか、俺にはアルルガ将軍より預かったアーティファクト〝囀てん煩はん笛てき〟がある。全兵士は耳栓を用意しろ！　これを使えばどんな相手だろうが一いち網もう打だ尽じんだ。

　将軍首を取って、重き恩賞に与あずかろうぞ！」

　リカルドがそう叫さけぶと、眠ねむ気けと疲れで身体からだが重そうだった兵らの目の色が変わった。

「恩賞……」

「そうだ、ここでフレリカ軍を討てば、きっと大金をもらえるぞ！」

「よーし、やってやる！」

　やはり、金が持つ力は強い。兵達は俄が然ぜん、やる気を出し始めた。

「城外に出たらすぐにアーティファクトを使うぞ。囀煩笛で身動きが取れなくなっている敵を、片かたっ端ぱしから倒せ！　城の中から火矢が射かけられたら、それを合図に退たい却きやくだ！」

『ははっ！』

「では耳栓をつけろ！」

　リカルドの命令で、全すべての兵士が耳栓を着用する。

　ここから先は無音の戦いくさである。

　もうリカルドがいくら声をあげても、兵の耳には入らない。

　先頭で騎き乗じようしているリカルドが右手を上げると、西の城門がゆっくりと開いていく。

　そしてリカルドは馬の腹を蹴けり、上げた右手を前に振り下ろす。

　それを見た兵が、リカルドに従いつつ一気に城外へと飛び出した。

　その瞬しゆん間かん。

「だあああああああああああああああっ！」

　リカルドの正面に、一騎きの騎士がいた。

　その騎馬の女は、躍おどり出てきた帝国兵らの左側から巨きよ大だいな丸太のようなものを振り、言葉を発する間もなく彼らを吹き飛ばした！

『ぐばっ！』

　出しゆつ陣じんした矢先に全身を強きよう烈れつな打だ撃げきが襲おそい、宙を舞まうリカルドとその兵士達。

　訳がわからなかったのは、これから城外に出ようと思った後続の兵である。

　前に続こうと思ったら、その前にいた兵が突とつ然ぜん視界から消えたのだから。

　空に投げられたあめ玉のように舞う兵士とリカルドが、ばらばらと地面に落ちる。

　女は巨大なメイスを振って縮めると、肩かたに担かついで帝国兵らを指差し、叫んだ。

「我こそは旧ゼルバーグ王国大将軍アルバーノ・ザグロニアが娘むすめ、フレリカの将軍ラミナだぁ！　このアーティファクト〝隆骨杵〟を受けられる強者はいねぇかぁ！」

　自信に満ちた表情で名乗りを上げるラミナ。

　だが、殆ほとんどの者がラミナの言葉を聞けなかった。

「あ、そっか。耳栓してんだっけ。ちきしょう、将軍になって初の戦だってぇのに締しまらねぇな！」

　はー、と深く息をつき、もう一度隆骨杵を構えるラミナ。

「折角向こうから城門を開けてくれたんだ。遠えん慮りよなく行くぞぉ！」

　ラミナが馬を走らせると、その後ろから騎馬隊、歩兵隊が続く。

　面食らったのは意気揚よう々ようと出陣した守将リカルドだった。

　だが、今なら完全にアーティファクトの有効範はん囲い内だ。

　リカルドは打撃によって受けた痛みを堪こらえつつ、鎧よろいの首もとにあった紐ひもをたぐり寄せ、小さな棒状の笛を出した。

（馬ば鹿かめ、これを食らえ。アーティファクト〝囀煩笛〟）

　すう、と息を吸い、一気に笛を吹く。

　びいいいいいい、という甲かん高だかい音が辺りを包み、その音色は場内にまで及およんだ。耳栓をしていた帝国兵は何も感じなかったが、セラック場内にいた住民や旅人は、突然の頭痛でその場に倒れ込んだ。

（よし、これで……あ？）

　リカルドの顔から、笑みが消える。妙みようなことに、囀煩笛の音色を聞いたはずのフレリカ軍は誰だれ一人ひとり倒たおれることなく、何事もなかったかのように突撃をやめなかった。

　リカルドは焦あせった顔をして二度、三度と笛を吹き鳴らす。

　だが、やはり何の効果も示さなかった。

（どどど、どういうことだ!?）

　アーティファクトの力を頼たよりにしていただけに、それが通じないと知ったリカルドの動どう揺ようは、傍はた目めから見ても痛々しいほどだった。

（ちくしょう！　城内に退け、退却だ！）

　思わず退却の合図を忘れて声を上げるリカルド。

　だが兵士らに、その叫びは全く届かなかった。

「ッ…………！」

　そして、帝国軍の兵の一人が驚きよう愕がくの表情で城壁の上を指差す。

　そこには、帝国兵と戦うフレリカ兵の姿があった。

（何故だ、一体どこから!?）

　こうなると、もはや千人将程度のリカルドでは為なす術すべはない。

　西門周辺にいた帝国兵は、予想外にも内側から蹴け散ちらされ、外にいたラミナ軍との挟はさみ撃うちにあって壊かい走そうし始めていた。

　リカルドの周囲にいた兵も先程のラミナの一撃で気を失い、戦意を失っていない者は無む謀ぼうにもフレリカ軍に立ち向かって、倒されていく。

「…………！」

　地面を叩いて悔くやしがるリカルドの前に一騎、矛ほこを持ったラミナが近づいた。

「んー、とりあえず耳みみ栓せん外して両手を上げろ」

　ラミナは身み振ぶり手振りでそれを伝えると、リカルドは素す直なおに耳栓を外し、アーティファクト囀煩笛を首からもぎ取ってラミナに放った。

「へえ、素直じゃねぇの」

「…………」

　リカルドは固く口を噤つぐんだまま、その場にどっかと座って首を右の手刀で二度、とんとんと叩く。

　首を取れ、と言いたいのだろう。

「ふん、いい覚かく悟ごじゃないか。それにしても、一言二言あってもいいんじゃねぇの？」

　ラミナがリカルドの喉のど元もとに矛を突つき立てると、何やら口をぱくぱくさせて、ラミナに渡わたしたアーティファクトを指差した。

「あ、そーゆーことか。あんた、こいつの副作用セコンダリで喋しやべれねぇのか！」

　リカルドは目を閉じ、軽く頷うなずいた。

　ラーカスで使用されているアーティファクトという不思議な道具は、有効に使えば戦場において戦局に大きな影えい響きようを与あたえる貴重なものだが、その反面、必ず何かしらの副作用が起きる。

　リカルドのアーティファクト〝囀煩笛〟の場合、聴いた者の鼓こ膜まくを刺し激げきして行動を制限出来るのだが、その副作用として使用者は暫しばらく言葉を発せなくなるというものだった。

「まあいいや。どの道、あんたぁ討って出なくても負けてたよ。城じよう壁へきの上、見てみな」

「!?」

　ラミナにそう言われてセラックの城壁に目を向けると、その上にはトーレ帝国の旗が下ろされ、フレリカの国旗が多数靡なびいていた。

　リカルドの驚おどろきの表情が何を言いたいのか、それはラミナでも察しがついた。

　いつの間に、だ。

「あんたら、昨日は全然寝ねれなかっただろ。疲つかれ果てたあんたらが兵を集め始めたあたしらを見たら、当然これを討とうと思うわな。その隙すきに、もう一手が反対の東から攻せめ込んだんだ。あんたらもアーティファクトの影響を受けないよう耳栓をしていたはずだから、東門の異変を察知出来なかったんだよ」

　これが、セラック城攻こう略りやく前にベロニカが提案した作戦だった。

　耳を塞がれれば、外界からの情報は視覚に頼らざるを得ない。

　西門の前にラミナが兵を集めたことでリカルドが討って出ることを読み、城壁の上から兵が少なくなったのを合図とし、密ひそかに東に回っていたベロニカ軍が城壁を登り、一気に城を制圧したのである。

　耳を塞がれた守将リカルドに、その城の異変を伝えることは出来なかった。

　ベロニカは情報の伝達が大おお幅はばに遅おくれるであろうことを読み、単純に敵兵の意識を一方に寄せることさえ出来れば城は落ちると考えたのだ。

「さぁて、後は守将であるあんたの首を取るだけだが、その前に訊きいておく。フレリカに仕える気はねぇか？」

「…………？」

　既すでに敗軍の将として、首を打たれる覚悟は出来ていた。

　何せ帝国では、基本的に敵将は全て打ち首にしてきたし、それによって手て柄がらとなる仕組みになっている。それだけに、ラミナの言葉は意外だった。

「お……れを、どうする、気だ？」

「おー、やっと喋れるようになったか。めんどくせえ副作用だな」

　ラミナは矛を収め、馬を下りてリカルドに近づいた。

「フレリカ王国は帝国とは違ちがう。敵を討つのはいつでも出来る。フレリカに忠節を誓ちかうと約束出来るならば、新たな時代の礎いしずえを築くことに協力してもらいたい。

　それがフレリカ王女、ミオ陛下のお言葉だ」

「変わった王だな。その甘さがファルリアの裏切りを呼び、天翔虎カルーデイアの軍師を窮きゆう地ちに追い詰つめたんじゃなかったのか？」

　その一件は無論ラミナも知っていたし、そのことでシエルに食ってかかったこともある。

　ラミナはその時、シエルが言った言葉をそのまま口にした。

「フレリカは慈じ愛あいの国だ。それはファルリアが裏切っただけで、ミオ陛下が彼を裏切ったわけじゃない。陛下の名に傷は付かない」

「ほ、本当にそんな考え方をする王が、存在するのか？」

　ずっと帝国にいたリカルドにとって、有り得ない価値観だった。

「それがいるんだよ、うちの国には。だからフレリカ軍の将軍には敵将を恩おん赦しやする権限が与えられてんだよ。あたしは幸いにも将軍になったばかりだからな、あんたの命の行方ゆくえを決める権利がある。

　さあ答えろよ。帝国の雑ざ魚ことして誰だれにも気にかけられず死にたいか。それともフレリカ王国に尽つくし、ラーカスに平和を齎もたらす為ために命を燃やすか。あんたはどっちを選ぶ？」

　ラミナの言葉は、父譲ゆずりの乱暴さと無骨な優やさしさが絶ぜつ妙みように混ぜ合わされていた。

　リカルドはこんなことを言われ、それでも命を捨てる、などと言えるほどの恩を、帝国から受けてはいなかった。

「参った。降こう伏ふくする」

　リカルドは腰こしに下げていた剣けんを鞘さやごと外し、地面に置いてラミナに頭を下げた。

「決まりだな」

　ラミナはへへっ、と鼻を指で擦こすり、高らかに叫さけんだ。

『セラックの守将がフレリカに投降した！　我らの勝ちだ！』

『？？？？』

　折角の勝ち鬨どきだったが、耳栓をつけたままの兵士達に、ラミナの声は入らなかった。




　そんなセラック城西門付近から少し離はなれたフレリカ軍本ほん陣じんで、マギーはセラック城陥かん落らくの報を受けた。

「ラミナもベロニカも、やるですね」

　馬に乗り、さあこれから暴れてやろうと思っていたマギーが、半笑いのままぽつりと呟つぶやいた。

『でも、ボクの出番がなかったです……』




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　同時刻。

　マギー軍と時を同じくして出しゆつ陣じんしたフレイ軍は、山道を抜ぬけ、ガーネ山の裾すそ野のを下っている途と中ちゆうで敵てき影えいを発見した。

　フレイは直ちに野戦の準備を開始した。

　フレイ軍はラミナの弟、特とく殊しゆ千人長アルガードを右う翼よくに、そしてマギーの下で働いていた二代目蜂はち蜘く蛛も隊隊長、千人長カリノを左さ翼よくに据すえ、中央にはフレイ率いるガーネカモシカ騎き兵へい五〇〇が配備された。

　合戦前夜。

　両軍は翌日の激げき突とつに備え、互たがいの幕舎で軍議を開いていた。

「敵は二〇〇か……不気味だな」

　椅い子すに座って顎あごに手を当て、真しん剣けんな表情で戦場周辺の地図に目を落とすフレイ。

「へえ、珍めずらしくこっちが有利な展開だから油断してボケたことを言うかと思ったけど、意外にわかってんじゃん」

　フレイをよく知る者なら絶対にそんな口は叩たたけないようなことを平気で言い放つのは、軍師ニーアだ。

「当たり前だ。オレらはいつも少数で多数を倒してここまでのし上がってきた。立場が逆になって思うことは、少数が持つ力は侮あなどれねぇってことだ」

「あんたって……」

「ん？」

「ただのエロ将軍じゃなかったんだね」

「まあな。っていうかそのエロ将軍はやめろ！」

「乙おと女めの胸を気安く揉もんでくれた罪は重いわ」

「乙女ならな」

「どういう意味!?」

　毎度の如ごとくぎゃあぎゃあと喚わめき合う二人を、アルガードとカリノが困こん惑わくした瞳ひとみで眺ながめる。すると、その横にいたドリスがこほん、と咳せき払ばらいをして威い圧あつ感のある笑え顔がおで場を静めた。

「と、とにかく！　リルガ橋での奇き襲しゆう戦を思い出して。フレリカ軍は一〇〇〇に満たない数で、五〇〇〇の帝国軍を完かん膚ぷ無なきまで叩いた。

　今回は敵軍二〇〇に、こちらは一〇〇〇。戦場で上手に立ち回り、アーティファクトを効果的に使えば……あたし達の大敗北も有り得るわよ」

「わかってる。オレの麾き下かのモンには同数か、倍の兵力を相手にするつもりでかかれって言ってあらぁ」

　フレイは今やフレリカ随ずい一いちの武将であり、あの帝国平へい北ほく将しよう軍ぐんベルガーにも打ち負けなかったことで、その名声は一気に広まっている。

　だからこそ陥おちいりやすい過信を頭ごなしで忠告出来るのは、フレリカに三人しかいない。

　王女ミオと義ぎ兄けいシエル、そして軍師ニーアだ。

　フレイは、何な故ぜかニーアの言葉は素す直なおに聞く。燃えるような髪かみを持つフレリカの千人斬ぎり将軍と恐おそれられたフレイが、どうしてニーアには弱いのか。

　それはフレイ軍の中で、最大の謎なぞとなっている。

「トラインを守る将リーエは三百人将だけど、あたしの調べではいつ将軍になってもおかしくないくらいの才能を持っているらしいよ。どんなことを仕し掛かけてくるかわからないから、シエルの助言だけは忘れないように」

「ああ。全員予備の剣を持て、だっけか。意味がわからねぇけど、義兄がそう言うなら何かしらの根こん拠きよがあんだろうな」

「シエルはリーエがどんなアーティファクトを持っているのか、知ってて教えなかった。能力まで知ってしまったら、あんたが絶対に油断すると思ったからでしょうね」

「そっかなあ、そんなにオレって危なっかしいか？」

『ベロニカの忠告を全く聞かないでカモシカの王に挑いどんでいったのって誰だっけ？』

「むお、ぐう……」

　フレイは腕うで組ぐみして、あのディアナからガーネ山道に向かっていた時のやり取りを思い返した。

　ディアナでニーアは帝てい国こく平北軍からフレリカ王国を救う為、自らミオ王女に成り代わってガーネ山道への抜け道を進み、平北軍の裏を突いた。

　策は奏功し、山道の先にいた平北軍は退路を断たたれることを恐れて山道へ引き返した。遠えん征せい中の軍を一度崩くずしてしまえば、立て直しは困難になる。この時点で平北軍によるフレリカ王国侵しん攻こうは失敗に終わった。

　だが、その代だい償しようとしてミオの身代わりとなったニーアが、ベルガーの一いち撃げきで背中に深手を負い、危あやうく命を落としかけた。

　フレイはディアナからガーネ山道に抜けてベルガーに襲おそわれるまで、一いつ緒しよにいるのがミオだと信じて疑わなかった。

　その時にうっかりあれこれ話してしまったような気がするが、その内容はベロニカの諫めも聞かずカモシカ王ワーネスと戦い、平北将軍ベルガーとの激げき闘とうを経て、フレイの脳からきれいさっぱり消去されていた。

「まあいいわ。明日あしたの戦いくさは獲かく翼よくの陣じんよ。左翼カリノ、右翼アルガードが敵軍の左右に攻め込んで。アーティファクトを持っているとなると、敵は将のリーエを先頭に突とつ撃げきしてくるでしょう。そこをフレイがカモシカ騎兵で叩いて！」

「わかりました、軍師」

　アルガードが頷うなずく。

「お任せください！」

　カリノも続いた。

「へへ、お前らには悪いが大将首はオレのもんだ。どんなアーティファクトだか知らねぇが、オレがぐっちゃぐちゃに叩き潰つぶしてやるぜ！」

　フレイも久しぶりの戦なので、腕うでを回して張り切っている。

　だが、そんな三人に向かってニーアが告げた。

「勘かん違ちがいしないの！　この戦では、敵将を殺さずに捕とらえてもらうわ」

「「「は？」」」

　三人が、一いつ斉せいにニーアに視線を向けた。

「敵将を常に倒たおしていってたら、帝国と何も変わらない。でも、あたし達は帝国とは違う。出来る限り敵を許し、仲間に引き入れたいんだ」

「初めからそんな気でいたら、それこそ足を掬すくわれるんじゃねぇのか？」

　当然ながらフレイが反論する。

　ニーアはそんなフレイにずいと顔を近づけた。

「こんな小さな戦で敵を壊かい滅めつさせて何の意味があるの？　民たみを怯おびえさせ、帝国兵の心を逆さか撫なでするだけじゃん。今回は敵将を討つ戦じゃなくて、敵の心を攻せめる戦よ」

「敵の、心？」

「そう。思い出してみてよ。帝国がラーカス統一を目指して兵を出した時、武力でそれを成し遂とげた。敵国の降伏は殆ほとんど許さず、各国の王すら捕らえて帝都に幽ゆう閉へいした。それが帝国の崩ほう壊かいを招いた一因でもあるわ。

　だからあたし達は、その逆をやる。出来る限り敵を許し、降伏を願い出た者は討たない。そうすれば敵も頑かたくなに戦うことはせず、進んで城門を開いてくれるようになる。

　このトライン攻めっていう小さな戦に、大きな意味を持たせようよ。フレリカの上将軍フレイは武力だけでなく、敵将を赦ゆるして自軍に誘さそう、度量のある人間なんだってさ」

　ニーアにそう乗せられると、フレイも悪い気はしない。

「うむ……軍師ちゃんの言う通りだ。いいかお前ら、逃にげる敵は追うな。それと敵将リーエはオレが生け捕どってやる！」

　急に言葉を換かえ、困惑するカリノとアルガード。

「「さっきぐっちゃぐちゃにしてやるって──」」

「はあ!?　誰がそんな酷ひどいことを言ったんだ？」

『あんたよフレイ！』

　ぱこーん、とフレイの頭を叩くニーア。

「痛ぇっ！　何か最近お前、機き嫌げん悪くねぇ!?」

「当たり前でしょ！　何もかも忘れちゃって……このバカ！」

「上将軍に向かってバカとは何だあっ!?」

「バカだからバカって言ったのよこの上エロ将軍が！」

「そこに上をつけんじゃねぇ！」

　ぎゃあぎゃあ喚くフレイとニーア。

　その周りで目を丸くし、おろおろするアルガードとカリノ。

　少し離れた場所で、この二人はこれでいいのか、と半ば諦あきらめるように、ドリスが小さく嘆たん息そくした。




　翌日。

　トラインの西にある名もなき広場に、帝国軍二〇〇が防ぼう護ご柵さくを設置し、守りの布ふ陣じんで構えていた。帝国兵は全軍柵の中にあり、弓矢を構えてフレリカの攻こう撃げきに備えている。

　一方、フレリカ軍はこれを包み込むように左翼のカリノ軍二五〇、右翼のアルガード軍二五〇が布陣し、中央にはカモシカ騎兵五〇〇が、開戦の合図を待っていた。

　周りの木々は春の訪おとずれを喜ぶように小鳥達を優やさしく包み、棘とげのない風に身体からだを揺ゆらす。まだ吐はく息は白いが、あの突つき刺さすような寒さはかなり和やわらいでいた。

　雲一つない、どこまでも行けそうな青空の下。

　フレリカ軍本陣から一ひと際きわ大きなカモシカに乗った将が前に出た。揺れる炎ほのおのような髪。大木のように逞たくましい腕。猛もう禽きん類るいの如き鋭するどい瞳で、獲え物ものとなる帝国軍に狙ねらいを定めた。

　フレリカ王国上将軍フレイ・フォルクである。

　フレイは愛用の矛ほこをワーネスの脇わきに収め、背中には二本の剣けんを背負っている。

　そして手にした槍やりを天高く突き上げ、高らかに叫さけんだ。

『攻撃開始だ────っ！』

「おおおおおおおおおおおおお！」

　合図と同時に、フレリカ軍の両りよう翼よくが一斉に帝国軍の左右から襲いかかる。

　帝国軍は柵の中から賢けん明めいに矢を放ったが、多勢に無勢である。

　瞬またたく間に柵まで到とう達たつされ、フレリカ軍の手によって柵が引きちぎられる。カリノ軍とアルガード軍がそのまま敵軍の中ちゆう核かくを破ろうとした、その時。

　帝国軍の中から、一本の火矢が上がった。

　それを目にした帝国軍は、素早く兵を前後の二つに分け、後ろの一隊はそのまま後退し、前の軍は一気にフレリカ軍本ほん陣じんめがけて襲いかかってきた。

「ほう……この劣れつ勢せいの中で攻めてきたか！」

　フレイの腕が鳴る。

　フレリカ軍の両翼は本陣に一手が向かっていることを知りつつも、逃げる帝国軍を追うのに夢中だった。こうなると、一つでも手て柄がらが欲しいフレリカ兵は、戦意を無くしたと見える帝国軍後こう陣じんの方に意識が行ってしまう。

　僅わずか数十の帝国軍に、フレリカ軍五〇〇が釣つられて引き裂さかれた瞬しゆん間かんだった。

「釣ちよう断だんの計じゃないこれ！　やっぱり敵将リーエは、三百人将なんて器うつわじゃない！」

　後方からドリスとともに戦せん況きようを見ていたニーアは、感かん嘆たんの声をあげた。

　釣断の計は帝国の将リーエがしたように、少数の部隊に敵を引きつけさせて分断する計である。これを予あらかじめ用意していたとなると、逃げる部隊には足に自信のある馬をあてがわれたに違いない。

　カリノとアルガードの軍は、もう少しで敵兵を捕らえられる、というところで逃げ足を早められ、ひたすら敵を追い続けることになるだろう。

「いいんですか軍師、このままでは二〇〇弱対五〇〇、数の上での有利はかなり潰されましたが」

　ニーアの横で、ドリスが言う。

「正直、リーエがここまでの将とは思わなかったけど、あちらにも誤算があるわ」

「……フレイ上将軍ですね？」

「ええ。リーエは中々の知将らしいけど、武の面ではどうかしらね」

　フレリカ随一の武将フレイに対し、この後、リーエがどう動くのか。

　ニーアとドリスは、すっかりこの戦に魅み入いられていた。

　その頃ころ、フレイ軍本陣では前方より果か敢かんに突撃してくる帝国軍に対し、ガーネカモシカ騎き兵へいを前面に出して応戦する構えを取っていた。

「いいか、このカモシカ騎兵の力はエリューディンの、即すなわち新フレリカ王国の武ぶ威いを示すものだ！　遠えん慮りよはいらん、向かってくる敵は存分になぎ倒せ！」

『おお────っ！』

　漸ようやく、待ちに待った出しゆつ撃げきの時だった。

　ガーネカモシカに騎き乗じようしている兵は、その殆どが元エリューディン王国近衛このえ騎兵隊の面々である。彼らはエリューディン王国第七公子ヒノトと、元エリューディン王国近衛騎兵隊長ベロニカの檄げきに応じ、フレリカ王国に馳はせ参じたのだ。

　故ゆえに、彼らからすれば亡国の汚お名めいを返上する機会でもあり、また祖国を奪うばわれた屈くつ辱じよくを晴らす最初の一歩でもある。その様相は明らかに普ふ通つうではなく、大雨の後に溜たまりに溜まった湖の水を堰せきで辛かろうじて抑おさえているかのような、爆ばく発はつ寸前の状態だった。

『待たせたなお前ら……行くぞ、存分に暴れろ！』

『うおおおおおおおおおおおおおおお！』

　フレイが叫びながらカモシカを走らせると、その後にカモシカ騎兵が一気に躍おどり出た。

　蹄ひづめが大地を蹴けり上げ、土の塊かたまりが舞まい上がる。駆かけるカモシカの集団は遠目から見ると、枯かれ木の林が丸ごと帝国軍に襲いかかっているようだった。

　フレリカ軍の先頭は当然フレイだが、帝国軍側の先頭を走るのは深緑色の髪かみを短く切り揃そろえ、気が強そうなエメラルドグリーンの瞳ひとみが印象的な少女だった。

　帝国平北将軍三百人将、リーエである。

　槍を持ち、果敢に攻めるその姿はニーアが感じていたように、とても三百人将が纏まとう空気ではなかった。

「いたぞ、先頭の男がフレイ・フォルクよ！　私に続けっ！」

「ははっ！」

　リーエが叫ぶと、その後ろに三騎の騎兵が集まり、縦に並んだ。

　訓練に訓練を重ねた動きだ。

　フレイは敵兵の動きから、ただの一団ではないことを瞬時に見み抜ぬいた。

「野や郎ろうども、気を抜くな！」

　後方にそう叫んで注意を促うながし、自身は槍を振ふり回しながらリーエに向かっていった。

『はああああっ！』

　リーエの間合いにフレイが入ったその瞬間、凄すさまじい速度で刺し突とつの連撃が繰くり出された！

「ぬおっ!?」

　フレイはその攻撃を全て見切り、槍で弾はじき返す。

　だがリーエは少しも臆おくすることなく、そのままフレイの左側面を駆け抜けていった。

「なん……!!」

　フレイが視線をリーエに向けようとしたその時、リーエのすぐ後ろを走ってきた騎兵に突きを撃うたれ、咄とつ嗟さに身を躱かわす。

　だが、怒ど濤とうの連撃はまだ終わらない。

　二番手がフレイの右側を走り去ると、三番手が身体を反っているフレイに向かって同じように槍を繰り出した。
















『この……バカにすんなッ！』

　フレイは敵の槍を右手で摑つかむと、左手に持った槍で敵兵の胸を貫つらぬいた。

　ここで反はん撃げきされると思わなかった四番手の騎兵は動どう揺ようしたが、両手が塞ふさがったフレイを討つ絶好のチャンスと見て、矛でフレイを斬きりつける。

　フレイは咄嗟に左手の槍を放し、三番手の敵兵が持っていた槍を奪って矛の攻撃を槍で受け止めると、素す早ばやく喉のど元もとに刃やいばを突き立て、そのまま持ち上げて後方へと投げ飛ばした！

「!!」

　今度は、リーエが驚おどろく番だった。

　これだけ連続攻撃を繰り出したのに、かすり傷すら負わせられず、逆に二人もやられてしまった。リーエはこの攻撃で少なくともフレイの片かた腕うでくらいは負傷させられると踏ふんでいたのだが、まさか全くの無傷で凌しのがれるとは思いもよらなかった。

　辺りは馬とカモシカのぶつかり合い、興奮した兵士らの怒ど号ごう、そして刃と刃が交こう錯さくする音が鳴り響ひびく。

「ちッ！」

　そんな中、リーエは馬の首を返し、再びフレイに突っ込む。

　槍が得意なリーエは、かなり鋭い突きを繰り出す。

　フレイはそれを受け流しつつ、冷静にリーエの腕うでを観察していた。

「どうしてお前みてぇな奴やつが三百人将なんだ？」

　槍の持ち方も様になっているし、的確に急所を狙ってくるあたりも、かなりの腕だとわかる。

　これだけの実力者なら、槍の腕だけでも千人将として十分通じるだろう。

「あなたには関係ないわ！」

　力任せに振ってきた槍を、ワーネスの角が受け止める。

　その隙すきを突いてフレイが槍を持つ手を伸のばすと、リーエは槍をくるりと反転させてフレイの槍を弾き、間合いを取った。

（惜おしいな。こんな小っせぇ戦で死なすにはよ）

　フレイの脳のう裏りに、出しゆつ陣じん前のニーアの言葉が過よぎる。

　ニーアはこれからの戦いは、心を攻せめろと言った。ならばリーエに圧あつ倒とう的な力の差を見せて、身体ではなく心をへし折る。フレイがそう思い、ワーネスの脇わき腹ばらに付けていた矛に手を伸ばそうとした、その時だった。

「あれを使う！　準備して！」

　ふと前に目を向けると、リーエが槍を地面に突き刺し、懐ふところから液体が入った蓋ふた付つきの瓶びんを手にしていた。それを合図に、帝国兵は手にしていた槍や矛ほこ、円えん月げつ刀とうなどの武器を、一いつ斉せいに地面に突つき立てた。

「何だ？　あれが奴のアーティファクトか？」

　リーエは警けい戒かいするフレイを気にも止めず、馬上で瓶の蓋を取り、片手で瓶のネックを摑み、腕を伸ばした。

『埋うまれ！　アーティファクト〝落らく恬てん波は〟！』

　リーエが瓶を逆さまにすると、中から青い液体が流れ落ちる。その液体は地面に当たって弾はじけるかと思いきや、水面に吸い込まれるかのように地面に染しみ込んでいく。粘ねん度どが高そうな液体がリーエの足あし許もとに溜まりきると、カッ、と青く輝かがやいて波は紋もんが広がる。

　帝国兵もフレリカ兵も関係なく、その足許を青い波紋が抜けていくと、兵が手にしていた武器が突とつ然ぜん、手から離はなれて地面に落ち、ずぶ、とめり込んだ。

　リーエの持つアーティファクト〝落恬波〟は、地面に広がる波紋を踏んだ者が手にしていたものを、強制的に地面に落として埋めてしまうという能力を持っていた。

『さあ、敵兵はこれで素手よ！　一気に殲せん滅めつし……う!?』

　落恬波を手に味方を鼓こ舞ぶしようとしたリーエの目に、信じ難がたい光景が飛び込んできた。

　フレリカ兵は、武器を落としても顔色一つ変えず、ある者は背中から剣を抜き、ある者はカモシカの腹に括くくり付けていた槍やりに持ち替かえ、そのまま戦い続けたのだ。

「ま、まさか、敵には備えが──」

　動揺を隠かくせないリーエがもう一度、落恬波を叩たたこうとした次の瞬間、眩まばゆいほどの陽光が、何かの陰かげに隠れた。

「このオレを相手にしてる時に、よそ見すんなっ!!」

　リーエが瞬時に前を向くと、そこには手にした矛を天高く掲かかげているフレイの姿があった。

　矛というにはあまりにも刃が大きすぎて、日陰を作っていたのだ。

「こっちがオレの矛だ、その細ほそ腕うでで受けられるか!?」

　ごぉん、と風を切り裂いて振り下ろされるフレイの一いち撃げき。

　リーエは目を見開いて、全身から汗あせが噴ふき出すのを感じた。

「きゃああああああっ！」

　咄嗟に落恬波を両手で摑み、頭上からの攻こう撃げきに備えるリーエ。

　がきん、という音とともに火花が散り、リーエの両腕に想像を絶する重みがのしかかる。

　落石を受けてしまったかと錯さつ覚かくしてしまうほどの衝しよう撃げきに耐たえきれず、落恬波は手から弾かれて回転しながら宙を舞い、リーエは背中から地面に叩きつけられた。

「かっ……」

　息が止まり、立つことすら出来ない。

　そんなリーエに、フレイが矛を振り上げて肩かたに乗せ、叫さけんだ。

「今だ、敵将を縛しばり上げろ！」

　その声で周囲の注意が一斉にフレイと、地面に倒たおれているリーエに向く。そしてフレイの手の者が、地面で呻うめくリーエの腕を素早くロープで縛り上げた。

「よぉし。見ての通り、お前らの将は捕とらえた。この戦いくさはフレリカの勝ちだ！　納なつ得とくがいかない奴はかかってこい。このフレイ・フォルクがとことん相手になってやるぜ！」

　巨きよ大だいなカモシカの王ワーネスに跨またがり、肉厚の矛を片手で扱あつかう大男。

　その武威に、さしもの帝国兵も飲まれてしまった。

「降こう伏ふくするなら武器を捨て、馬から下りて膝ひざをつけ！　戦いたい奴は好きにしろ。こんな名もない小さな戦で死にてぇならいいぜ。止めねぇよ！」

　将を捕らえられ、巨大な矛を構える将軍にそこまで言われて、なお震ふるい立つ者など、この場には誰だれ一人ひとりいなかった。

　帝国兵はみな武器を捨て、その場に跪ひざまずいた。

「よーし、それでいい」

　帝国兵がほぼ全員、降伏の意志を示したことを確かく認にんすると、フレイは矛を天に掲げて叫んだ。

『この戦、我らフレリカの勝利だ！　敵に釣つられたアルガードとカリノには、そのままトライン城を押さえろと伝えろ！』

『うおおおおおおおお！』

　フレリカ兵が歓かん喜きの声をあげ、武器を叩いて勝ち鬨どきを上げる。

　この瞬しゆん間かん、フレリカの勝利が決まった。

　辺りが喜びに包まれる中、フレイはワーネスから降り、捕らえた敵将リーエに近づいた。

「おっと、何だそれ？」

　リーエの足許を見ると、膝の下辺りまで、ずっぽりと地面に埋まっていた。

「見ての通り、アーティファクトの副作用よ」

「へー」

　フレイは興味なさそうに、辺りに埋まっているフレリカ兵の武器に目を向ける。それらはゆっくりと、春に芽め吹ぶく小さな草のように浮うき上がってきていた。

「それにしても、流石さすがは義兄あにきだ。最初からこの矛を持って戦わなくて良かったぜ」

　フレイは剣けんでも槍でも円月刀でも、特に困らずに使いこなすことが出来る。だが、通常の矛三本分の材料を使って作られた愛用の矛が、フレイの手には一番馴な染じむのだ。

「くっ……どうして落恬波の能力を知ってるのよ!?」

　リーエが悔くやしそうに言う。

「さあ？」

「知らないの!?」

「オレらは義兄に予備の武器を持って行けと言われただけだしなあ」

　フレイが困ったように、顎あごに手を当てる。

「じゃあ、あなたは初めから自分の武器で戦ってなかったのね……」

「まーな。予備の武器を持って行けってことはよ、お前が使うアーティファクトはオレらの武器をどうにかするモンだってことは察しがついた。オレの矛は特注だからよ、折れたからすぐ次、ってワケにゃいかねぇんだよな」

「く、そっ！」

　リーエが、悔しそうに唇くちびるを嚙かむ。

　辺りはフレイ軍が、投降した兵を集めて座らせていた。

「あなたの目的は敵将の私でしょう？　私を好きにしても構わないから、どうか、どうか兵は……許して、頂けませんか」

「なに？」

　フレイが両手を後ろ手に縛られ、両足首まで埋まった少女に視線を落とす。

「あなたが噂うわさの千人斬ぎり将軍だってことは知ってます。あなたにも武人の心が少しでもあるのなら、兵の命は助けて下さい。彼らにも守るべき家族がいて、愛する恋こい人びとがいる。その人達を……悲しませないで」

「ふーん。どんな噂を聞いてんだ？」

「敵兵は一人残さず武器防具、下着に至るまで略りやく奪だつしてから首を刎はね、女性兵は片かたっ端ぱしから自分の慰なぐさみものにするって──」

『誰だれがそんなこと言ってんだゴラぁ!?』

　フレイが激高すると、その背後から笑い声が聞こえた。

　フレリカ兵に守られ、戦勝の地にやって来た軍師ニーアと、尚しよう書しよドリスだった。

「いやー、凄すごい噂になってんじゃん。このケダモノ♪」

「うるせえちくしょう！」

　ニーアは唇を尖とがらせるフレイに、なおもにやにやしながらリーエの前まで歩いた。

「そう……あなたが最近名を上げているフレリカの軍師、ニーア・リーベルンね」

「ええそうよ。ケダモノ使いのニーアと呼んで」

　それを耳にしてしまったフレリカ兵が、ぶふっと噴ふき出す。

　フレイがぎろり、とモンスターのような表情でこれを睨にらみつけると、兵士は竦すくみ上がってその場を離れた。

「率そつ直ちよくに言うわ。リーエ、あんたフレリカに来なさい！」

「……は？」

　いきなり命令され、目を丸くするリーエ。

「あんたの才能は見させてもらったわ。とても三百人将とは思えない、見事な采さい配はいだった。こんなところで命を捨てるなんて真ま似ねはしないで」

「わ、私は、三百人将じゃありません！」

「あら、これは失礼。千人将だった？　情報が間ま違ちがってたかな。それならそれで納なつ得とくだけど──」

「違います！　私は帝てい国こく平北軍の百人将です。ベルガー将軍の後を任されたので、一時的に三百人将に引き上げられただけです」

「「はあ!?」」

　これにはニーアだけでなく、フレイも驚おどろいた。

　フレリカ随ずい一いちの将フレイとベルガーをも欺あざむいて国を救った軍師ニーアを相手に、惨ざん敗ぱいだったとはいえここまで戦ったのが、百人将だったとは。

「帝国平北軍は、人を見る目が無いわね……リーエ、あんたに一つ聞きたい。何の為ために帝国平北軍の将として戦ったの？」

　ニーアの問いに対し、リーエは毅き然ぜんとして答えた。

「家族の為です。幼い弟を、病弱の母を養う為。それ以外に、理由はありません」

「なら、なおさらフレリカに来なさいっ！」

　びし、とリーエの眼前に人差し指を突き立てるニーア。

「フレリカはミオ王女の新体制になってから将軍以上の者に降将の扱いを決める権限を与あたえられたわ。軍師は将軍と同格だから、あたしにもその権限があるのよ」

「し、しかし──」

「これは命令。あんたが帝国で百人将だったなら、こっちはあたしの推すい薦せん文付きで三百人長として迎むかえるわ。それと、王都ランカスタに屋や敷しきも用意する。それならあんたの家族も、今よりずっといい暮らしが出来るでしょ？」

「…………ッ!?」

　リーエは敗軍の将であり、その命すら勝者であるフレリカ軍の気分一つで決まる。それなのに帝国平北軍にいた頃ころよりも好待たい遇ぐうで迎えると言われ、リーエは、気がつくと、涙なみだを流していた。

「何よ、まだ何か不満？」

　ニーアが頰ほおを膨ふくらませると、リーエは首を振ふって応こたえた。

「いえ……参りました。このリーエ・ブリック、本日よりフレリカ王国に仕えさせて頂きます」

「うんうん、最初からそう言えば……え？」

　リーエの名を聞いて、ニーアは思わず後ずさった。

「どうした軍師ちゃん？」

　状じよう況きようがわからないフレイが、ニーアに訊たずねる。だがニーアは特に返事もせず、リーエの顔をしげしげと眺ながめた。

「ブリック……まさか、あんた、オリバーの？」

「あ、はい。オリバー・ブリックはあたしの祖父です」

『え、えええええええ!?』

　ニーアが両手をあげて、大おお袈げ裟さに驚いた。

　オリバー・ブリックは前の帝国大軍師ディオラの片かた腕うでとしてトーレ帝国のラーカス統一に尽じん力りよくし、その後、帝国平北軍の軍師を務めた人物である。そして、つい先さき頃ごろ行われたカリューノン台地での戦いで天翔虎カルーデイアの軍師シエルと戦い、将軍リンシアが放ったアーティファクト〝卸おん浄じよう咎きゆう〟の一いち撃げきによって倒れた。

「あの名軍師オリバーの、孫!?」

「あ、でも父が祖父の命令を聞かずに母と結けつ婚こんしたのが原因で、祖父とは絶ぜつ縁えん状態だったんです。父は弟が生まれた年に病気で亡なくなり、それからは母が一人であたしと弟を育ててくれました」

　リーエは弱々しくそう言い、うなだれて足に目を落とす。自身が使っていたアーティファクト落恬波の副作用は終わり、両足が地面から完全に抜ぬけていた。

「あなた、祖父がいた帝国を討うつことが出来るの？」

　ニーアが訊きくと、リーエは頭こうべを垂れたまま答えた。

「……すぐには気持ちの整理がつかないかもしれません。そもそも何な故ぜ軍師は、たかが百人将のあたしにここまで？」

　今この場で、リーエにここまでの価値を見みい出だしているのは三人しかおらず、その三人を除いた全員がリーエと同様の思いを抱いだいていた。

　三人とは、実際に刃を交えたフレイ、尚書のドリス、そして軍師ニーアである。

「まだ気持ちの整理がつかない、って、いいじゃん。そう簡単にフレリカに忠誠を誓ちかいます、だなんて言ったら、それこそ信用出来ない言葉だわ。

　あたしは回りくどいのは嫌きらいだからはっきり言うけど、あんたの用兵、フレイに向かっていった度胸は、既すでに並の将じゃないわ。あたしかシエルの下で知識を身につけ、フレイかマギーの許もとで実戦経験を積めば、あんた将来、とんでもない大物になるわよ？」

「そ……そこまであたしのことを……」

　予想外の言葉を受け、また目め頭がしらが熱くなるリーエ。

　ニーアはそんなリーエの肩かたに、そっと手を置いた。




「なあ尚書ちゃん」

　ニーアとリーエ、二人が周囲の者らの胸をも熱くする会話を交かわしている姿を見守っていたフレイが、ドリスに訊ねた。

「えっと、あの敵将を倒たおしたの、オレだよな？」

「ええ、そうですよ」

「そんでよ、この軍の大将もオレだよな？」

「ええ、そうですよ」

「なのによ、軍師ちゃんよりオレの方が影かげ薄うすくねぇ？」

　複雑な表情をするフレイに、ドリスは可か憐れんな花のような笑え顔がおを見せて、一言発した。

「ええ、そうですね」
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　帝てい国こく暦れき三九年五月下げ旬じゆん。

　フレリカ王国は上将軍フレイとマギーの手によってセラック、トラインを制圧、これを支配下に置いた。

　この二都市にとてつもなく大きな意味があることに気づいている者は、ラーカス全土を見み渡わたしてもそれほど多くはなかった。それはトーレ帝国の大元げん帥すいジン・ローディと、大軍師ユミカ・ローレンツ。そして今、ラーカス南の都市カロントで兵の調練と諜ちよう報ほう活動をしていたパルディナ皇国の神しん託たく師しアレイア・スカラーである。

「ふむ、シエルは面おも白しろい手を打ちましたね」

　アレイアはカロント城の一室で、テーブルに広げられた地図を見ながら微ほほ笑えんだ。

「アレイア様、フレリカより天翔虎カルーデイアの軍師シエルがここにやって来るそうですが」

　テーブルの地図にアレイアと並んで目を落としていた女性が、そう訊ねた。

「ええ。もうすぐそこまで来ていますよ。こちらからも迎えを送りましたから、今日明日中にはここに到とう着ちやくするでしょう」

　そう言うアレイアの声は、いつもの冷たさすら感じるものではなかった。

「アレイア様、何だか楽しそうですね。天翔虎カルーデイアとは、それほどの者ですか？」

　女性が僅わずかに語気に棘とげを含ふくめる。

「僕とシエルは学友で、悪友でもあるからね。特にあの気の抜けた顔を見ると、ほっとするんだ」

「それはもう過去のお話です。天翔虎カルーデイアは今や帝国も目の敵にする軍師であり、アレイア様はパルディナ皇国の要かなめでございます」

「わかってるよ、スザンナ」

　アレイアはそう応こたえつつ、ずっと地図から目を離はなさなかった。

「話は戻もどるのですが、フレリカがセラック、トラインの二都市を落としたことに、それほど大きな意味が？」

「数え切れないくらいありますよ。この二つの都市を同時に手に入れた、ということにも意図がある。まあ、ユミカならすぐにでも見み抜ぬくでしょうけどね」

　アレイアは、地図上のトラインを指差した。

「まずトラインですが、ここはつい先頃、旧エリューディン王国の将軍ラーマ・トラインが帝国に対して反旗を翻ひるがえした城でもあります。その時、帝国大元帥ジンとユミカの手によって徹てつ底てい的に破は壊かいされています。

　その後、帝国平北軍によってフレリカ攻こう略りやくの拠きよ点てんにする為に復旧を進めていたところでした。その拠点がフレリカの手に落ちたのだから、大きいですよ。

　そして何より、シエル抜きでこれを落としたことに意味があるんです。最近フレリカに参入したという軍師ニーア・リーベルンとフレリカの上将軍フレイ・フォルク。その実力は本物のようです。そして……」

　次にアレイアは、セラックに向けて指をずらした。

「今回最も注目すべきはこのセラックです。帝国は八〇〇〇〇という大軍を準備し、ラーカスの再統一に本気で動き出します。その時、帝国軍はどの方面に動くのか。帝国軍が東に向かうなら、またバルバリアあたりで戦いくさになるでしょう。

　そしてもし帝国軍が南に動いたら、戦場になるのはここです」

「…………！」

　スザンナはアレイアの指先を見て、眉まゆを上げた。

　それはリーフ、メリッサ、セラックの三都市の中心にある〝クロノワーク平原〟だった。

「仰おつしやる意味がわかりました。ここが戦場になるならば帝てい国こく軍の前線都市はリーフ、フレリカの前線都市は……セラック！」

「そういうことです。つまりシエルは帝国軍の行軍速度やルートを計算して、セラックだけは早めに押さえておきたかった。もしセラックが帝国領のままだったら、フレリカはまた帝国の大軍を自国領内に呼び込んでしまいますからね」

　アレイアの指し摘てき通り、セラックからガーネ山へと向かう道にはこれといった要害がなく、新王都として定めたランカスタまで一気に攻せめ込めるのである。

「そして我らパルディナはラーゼンまで手中に収めている。今回シエル来訪の目的は、私達が帝国軍と戦う為にモロとメリッサの両都市を攻める意志があるかどうか、確認したいのでしょう」

「なるほど……」

　スザンナは顔をこわばらせて、目を輝かがやかせるアレイアを見た。

　天翔虎カルーデイアの軍師と呼ばれたフレリカのシエル。

　天翼狼ジオードの軍師と呼ばれたパルディナのアレイア。

　この二人の間には特に言葉や文章でのやり取りは必要ない。誰だれがどう動いたか。それだけで相手の意図まで読んでしまうのだから。

「アレイア様、我々は如何いかが致いたしますか？　既にラーゼンには三〇〇〇の兵と十じゆつ剣けん士しのうち三人があり、いつでも出兵出来ますが」

「直ちに出しゆつ陣じん命令を出し、モロ、メリッサの二都市を落とすよう伝えて下さい。このままパルディナが何もしなければ、フレリカが先に動いてしまいます」

「わかりました。では、早馬を飛ばします」

　スザンナはアレイアに一礼し、急いで部屋を出ていった。

「シエル……試練を乗り越こえて、大きくなってきましたね」

　シエルの成長は、同盟国パルディナにとっても悪いことではない。

　だが先の先まで考こう慮りよすると、フレリカ王国があるエリューディン方面は、今のうちに手に入れておいた方がいいとアレイアは考えた。今ならメリッサ、モロ、ヒューレ、ルイユノークは帝国領であり、これを攻め落とすのにフレリカの介かい入にゆうはない。

　特にモロ、メリッサは重要である。モロは西への足がかりになるし、メリッサは帝国軍が本当に南下してきた場合、パルディナの前線基地となる。

　アレイアは多少シエルに乗せられたような感覚を抱きつつも、今打てる手は打っておこうと腕うで組ぐみしながら、地図に目を落とすのだった。
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　西方より天翔虎カルーデイアの軍師来たるの報がアレイアの耳に入ったのは、翌日の夕刻だった。

　カロントの周囲はティモリア草原をはじめ、南ラーカスで最も平地が多い土地である。

　どこまでも続いているかのような曇くもり空の下、南ラーカス街道の西から、フレリカ王国の国旗を掲かかげた馬車の一団が土つち煙けむりを上げて走ってくる。

　カロントの兵が道の左右に整列し、剣けんを構えて出で迎むかえた。

　それはまさに国こく賓ひん級の扱あつかいだった。

　馬車は銀色の鎧よろいに身を包んだ兵士の間を進み、カロントの城門前で停車する。そこには礼服を着て、横一列に並んだ文官と、天翼狼ジオードの軍師アレイア・スカラーの姿があった。

　停車した馬車の扉とびらが開き、一人の男が出てくる。

　その姿を見て、アレイアがにっと笑った。

「怪け我がは治ったようですね、シエル」

　顔を上げ、いつものように頭を搔かきながらシエルが答えた。

「アレイア……久しぶり……」

　どういう訳か、シエルの顔色は真っ青だった。

「ど、どうしましたシエル！」

　心配して駆かけ寄るアレイアと従者達。

　そんな彼らに、シエルが弱々しく言った。

「み、水を一杯ぱいくれないかな……馬車で酔よった」

『はあ!?』

　アレイアは忘れていた。

　シエル・スノーハートが、驚きよう異い的なまでに身体からだが弱いことを。




　カロントの民たみや兵らが固かた唾ずを飲のんで見守った天翼狼ジオードと天翔虎カルーデイアの邂かい逅こうは、馬車を降りるやいなやアレイアに肩を借りてよろよろと歩くシエルの姿を目にするという、まさに拍ひよう子し抜ぬけなシーンとなった。

　シエルの付き添そいの外交官アンバーがパルディナ皇国における入国の事務手続きを一いつ切さい引き受け、シエルはそのままアレイアとともに迎げい賓ひん館かんへと案内された。

「うう……気持ち悪いよう」

　迎賓館の広間を抜ぬけ、寝しん室しつに入り、ベッドにシエルをゆっくりと寝ねかせるアレイア。

「全く、あなたは今やフレリカ王国の要人であり、その命を狙ねらう者だって多いはずなのに……こんなことでどうするんですか!?」

「面めん目ぼくない」

　シエルは腕うでで目を覆おおい、仰あお向むけになった。

「でも、アレイアがここまで送ってくれたから問題ないでしょ。これほど心強い護衛はいないしさ」

「!?」

　そうシエルに指摘されて、アレイアは気づいた。

　確かにシエルの言う通り、結局アレイアはカロント郊こう外がいから市街地、城内に入るまで、ずっと唸うなっているシエルのそばにいた。

　万が一、パルディナの中にシエルを良く思っていない人物がいても、アレイアがいては手が出せない。パルディナ皇国神託師、天翼狼ジオードの軍師アレイアは、剣の腕も一流の武人でもあるのだから。

「はは、そういうことですか。やられましたよ。シエル、あなたはより安全にここまで来る為ために、ひと芝しば居いしたんですね？」

「……フレリカはパルディナに比べればまだまだ小国だからね。天翔虎カルーデイアが何やら吹ふき込みに来たって思っている人も多いと思って。パルディナは大国になったけど、一枚岩ってわけじゃないでしょ？」
















　シエルの言葉は、パルディナにとって最大の敵は言うまでもなくトーレ帝国だが、全員が全員そう考えてはいないだろう、というところを突ついたのだ。

　しかも、パルディナにとって帝国と戦う為に同盟を結んでいるフレリカ王国は近ちか頃ごろ漸ようやくエリューディン地方を制圧したばかりの小国であり、何を考えているのかわからない国であることも事実だ。

　そして天翔虎カルーデイアの軍師シエルがフレリカにとって替かえの利きかない重要人物であることは、今やラーカス中が知っている。そのシエルがわざわざパルディナ領に来ているのだから、その命を対価に帝国に恩を売ろうとする輩やからがいても不思議ではなかった。

「まともに話も出来ずに襲おそわれたら、ここまで来た甲か斐いもなくなるし」

「そうですね、用心深いのはいいことです。でもこの部屋は安全ですから、もう演技はしなくても──」

「あー、アレイア、一つだけ読み違ちがえてるよ」

「え？」

「僕は本当に具合が悪いんだ」

「…………」

　アレイアはシエルの顔をもう一度覗のぞき込み、それがわざとではないことを確かく認にんした。

「えっと、つまりシエルはここまで馬車に乗ってくれば体調を崩くずすだろうと思い、それに併あわせて、ついでに私にカロント城までの護衛をさせようと企たくらんだんですか？」

「ま、まあ、そういうことかな。あ、そうだ。エリューディン侵しん攻こうの時はありがとう。供の者に十分な返礼を持たせたから、受け取っておいてね」

「全く……あなたのそういうところ、心底呆あきれます」

　嘆たん息そくするアレイアに、シエルは左手を伸のばして微ほほ笑えんだ。

「君もわかっているだろうけど、帝国軍は絶対に南へ来るよ。狙いは僕と君だ。僕とアレイアさえラーカスから消えれば大軍師ユミカ指揮の下、帝国の強兵らが一気にラーカス再統一を狙えるからね」

「当然でしょうね。シエルは先さき頃ごろ、ユミカの攻こう勢せいに耐たえきったし、私は私で兵を出してユミカを足止めした。帝国にとって私達ほど邪じや魔まな存在はないでしょう。それにしても、兵八〇〇〇〇と皇こう帝てい、大元げん帥すい、大軍師、四将の出陣とは、少々やり過ぎな気もしますが」

「それだけ本気なんだよ、皇帝は」

「ユミカじゃなくて皇帝ですか？　つい最近、危き篤とくに陥おちいったばかりなのに」

「ユミカならこんな力任せの出兵はしないさ。兵八〇〇〇〇を連れての遠えん征せいだなんて、一体どれだけの費用がかかるかわからないよ」

「ふむ……裏を返せば、皇帝は焦あせっている」

「僕もそう思うよ。危険な状態は脱だつしたけれど、またいつ倒たおれてもおかしくないんじゃないかな。だから皇帝はまだ目の色が黒いうちに何としてもラーカスの再統一をしたいんだ。その為の最大の障害になるのは東のリュナスではなく、フレリカとパルディナさ」

「そうですね。だからシエルはフレリカ王都ランカスタの守りを固める為にトラインを、帝てい国こく軍を止める前線基地にする為にセラックを取った。

　しかもこの軍事行動には、もう二つ狙いがありますね？」

　シエルは右みぎ腕うでを少しあげて、アレイアを見た。

「一つはシエルの代わりを務めている軍師ニーアと諸将が、シエル抜きでどれだけの働きをするのか確認したかったこと。もう一つはその間にパルディナに来て私を説得し、モロ、メリッサを攻せめさせて、パルディナを帝国軍との戦場になると予想されるクロノワーク平原に引っ張り出したい。違いますか？」

　その時、シエルはがばっと上体を起こして目を見開いた。

　今回のシエル来訪の目的は、その殆ほとんどがアレイアに見通されていた。

「流石さすがはアレイア。敵にしたら恐おそろしいけど、味方ならこんなに心強い人はいないよ」

「それはお互たがい様です。あなたの周しゆう到とうさには舌を巻くばかりですよ。よく気をつけておかないと、こちらがどんな不利に立たされるかわかりません」

「そんな、人聞きが悪いなあ」

「事実ですよ。ただ、今回は一つ先手を打たせて頂きましたけど」

「え？」

　シエルが首を傾かしげると、アレイアは胸を張って答えた。

「西のラーゼンに駐ちゆう屯とんしていたパルディナ軍にモロ、メリッサの両都市攻こう略りやくを命じました。間もなく、パルディナ軍は動き出すでしょう。元々、西フレリカ地方の帝国軍を掃そう討とうする為に集めた精せい鋭えいですし、帝国の主立った将は遠く北の帝都にある。まず負けないでしょう」

「はは……本当に、流石としか言いようがないけど、その後は？」

「無論、考えていますよ。フレリカは帝国を止めるのに、どれだけの兵を出すつもりですか？」

「二五〇〇〇。トラインの守備もあるし、悪いけどそれ以上は無理だよ」

「一時は滅ほろびかけたのに、もうそこまで兵を出せるようになりましたか」

「フレリカには内政の天才エナがいるし、元々エリューディンは鉱物資源が豊かな国だからね」

「おお、あの果てしなき慈じ愛あいを秘ひめた胸を持つ女性ですね！　ああ、またお目にかかりたいですね！」

　果てしなき慈愛を秘めた胸とはどんなものなのか。

　時々、アレイアの言うことは理解出来ない時がある。

「ん、こほん。シエルだから言いますが、もしフレリカとパルディナが連合を組んで帝国と戦うとしても、パルディナからは四〇〇〇〇が限度です」

「え？　四〇〇〇〇？」

「はい」

　シエルとアレイアが視線を交かわす。それはこれまでのように和なごやかなものではなく、覇は気きをまとった睨にらみ合いだった。

「もし僕らが帝国に負けたら、ラーカスはまた帝国のものになる。それなのに、全力を出せないの？」

「はい」

　その短い返事には、様々な思いが込こめられているのをシエルは悟さとった。

　この時点でフレリカ軍二五〇〇〇、パルディナ軍四〇〇〇〇。合わせても帝国軍八〇〇〇〇には届かない。

　一国の軍に対して他国が連合して当たるなら、少なくともその一国の軍より多くなくては話にならない。共に訓練を重ねていない軍隊など、最初から亀き裂れつが入った岩のようなものだ。打ち所さえわかってしまえば、一いち撃げきで粉ふん砕さいされてしまうだろう。

　そもそもシエルの目算では、パルディナから六〇〇〇〇程度の兵を出してもらえると思っていた。何しろ、この大戦に負ければ帝国軍の圧あつ倒とう的てき戦力によって、フレリカとパルディナは亡国の危機に瀕ひんするのだ。

　それでも兵が出せないということは、アレイアの求心力が低下しているという噂うわさの裏付けでもあった。

「わかったよ、アレイア。僕としては、パルディナがフレリカと一いつ緒しよに戦ってくれるっていうだけで心強い」

　シエルはそう言いつつ、重い溜ため息いきを止められなかった。

「そうあからさまに落らく胆たんしないで下さい。私の話はまだ終わってません」

「え？」

　アレイアはシエルが乗っているベッドに腰こしを下ろし、小声で言った。

「帝国軍八〇〇〇〇に対し、フレリカとパルディナ連合軍で六五〇〇〇。これでは勝機が薄うすいのもわかってます。そこで、私は兵をもう少し増やす策をシエルに提案したいと思いますが、どうでしょう？」

「何だって？」

　シエルは思わず前のめりになった。

「ラーカスにはトーレ帝国、フレリカ王国、パルディナ皇国の他に、もう一つ国があるじゃないですか。彼らも巻き込みましょう」

「！……まさか？」

　こくり、とアレイアが頷うなずく。

「我がパルディナ皇国の北にあるリュナス王国。彼らにもクロノワーク平原の戦いに参戦してもらうよう働きかけます」

「リュナス……僕らフレリカの人間はラーカスの真反対に位置する彼らとは殆ど交流がないけど、可能なの？」

「私を侮あなどってはいけませんよ、シエル」

　にっ、と笑みをこぼすアレイア。

「リュナスはパルディナの後押しがあって帝国と渡わたり合っている国です。私が言えば、そう無む碍げにはしないでしょう」

「そうだといいけど、三国連合軍か……」

　帝国が先にラーカス統一に乗り出した時、真っ先に狙ねらったのは小こ競ぜり合いが絶えなかった隣りん国ごくリュナスだった。

　リュナスは戦士の国であり、軍隊の強さには定評があるものの、策による戦を極きよく端たんに嫌きらう。その結果、帝国の大元帥ジンと大軍師ディオラの前に完敗し、滅び去った。

　そんなリュナスが、シエルやアレイアとともに戦ってくれるのか。しかも今回の戦に参戦するとなると、主力を遠くに送ってしまうことになり、その隙すきを逆に狙われかねない。

「リュナス王とて、フレリカとパルディナなくして自国を守り通すのは不可能だと感じているはずです。そして敗北すれば、今度は各国の王を帝都に閉じ込めるなんて甘いことはせず、即そく、首を刎はねるでしょう」

「う…………」

　シエルは一いつ瞬しゆん、ミオが後ろ手に縛しばられ、その首筋に刃はを当てられる姿を想像し、身み震ぶるいした。

「パルディナとリュナスは同盟国ですから、ことの重大さを教皇に説明し、リュナスに兵を出すよう促うながします。首しゆ尾び良よくリュナスが兵を出したら、私は彼らにパルディナ領を通過することを許さなくてはなりません。何を考えているのかわかりかねる彼らを通すのは大きなリスクですが、事情が事情だけにやむを得ません。その代わり、フレリカには遠征するリュナス軍の兵ひよう糧ろうと馬草を負担して頂きたいのです」

　アレイアの提案は全すべてが上う手まくことが運べば、という前提での話だが、不思議とその通りになりそうな気がした。

「リュナスを動かせるなら、それくらい安いものだよ。クロノワークにおけるリュナス軍の兵糧は、フレリカが受け持つよ」

「お願いします。それならリュナスは武器だけ持って来てくれればいいのですから、距きよ離りはあっても大おお幅はばに時間を短縮出来ます」

「でもアレイア、リュナスをすぐに動かして、帝国軍が東に進軍したら──」

「それは有り得ません」

　シエルの懸け念ねんを、アレイアは両断した。

「今回の帝国軍はその規模から明らかに我ら反帝国勢力を滅ぼす為ために編制されています。むしろ三国が連合を組んでクロノワークに集結すれば、皇帝は手間が省けると、喜んでこれを討うとうとしますよ。そこにユミカが口を挟はさむ余地はないはずです。何な故ぜなら皇帝の命は、先が見えているのだから」

　アレイアの言葉は、的を射ている。

　今回の帝国軍の総司令官がユミカなら、虚きよを突ついて南に集結している連合軍を無視し、東のリュナスに襲おそいかかる可能性はある。だが最近、意識を失い、危篤にまでなった皇帝が無理を押して出てくるのだから、短期決戦を望むのは自然な考え方だった。

「さあ、難しい話はここまでにしましょう、シエル。こちらも打てる手は打っておきます。ともかく今日は晩ばん餐さん会に来て下さい。私とあなたの旧交を温め、フレリカとパルディナの末永い繁はん栄えいを祈いのろうではありませんか」

　アレイアはにっこりと笑って、シエルに右手を差し出す。

　シエルも笑え顔がおで、その手を握にぎった。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　こうしてシエルがパルディナ領カロントでアレイアとの再会を楽しんでいた、その二日後。トーレ帝国帝都ヴァスガイア・トーレの大だい宮きゆう殿でんに、再び諸将が集められた。

　いよいよ帝国軍がどのように動くのか、その方針が発表されるのである。玉座には顔色が悪く、不ふ機き嫌げんそうにも見える皇帝が鎮ちん座ざし、その両りよう脇わきを固めるように大元げん帥すいジンと、大軍師ユミカが立っていた。

「それでは、これよりラーカス再統一軍の編制を発表する！」

　ジンが声こわ高だかに言うと、辺りに緊きん張ちようが走った。

　帝てい国こく軍はこれまで八〇〇〇〇の兵を調練し続け、この軍の為の武器防具、兵糧や馬車、馬の為の蹄てい鉄てつや馬草などを各地から買い集めてきた。

　たっぷりと時間をかけて訓練し、いつでも出しゆつ陣じん出来る状態になっていた。

「第一軍大将、鎮ちん南なん将しよう軍ぐんルニ・バイパー。前へ出よ！」

「はっ！」

　ジンに促され、髪かみを短く切り揃そろえた女性が前に出た。体つきは華きや奢しやに見えるが、その足には黒い爪そう甲こう沓とうが鈍にぶく光っている。ルニはこの奇き妙みような武器で多大なる戦果を幾いくつも上げてきた武人である。

「鎮南軍は帝国軍の中でも屈くつ指しの機動力を誇ほこる。兵二〇〇〇〇を預け、右う翼よくを任せる。此度の戦では主しゆ攻こうを担うことになるが、大局を見失わず、大軍師ユミカの命令には従え。わかったな？」

　おおお、と声があがる。いきなり第一軍が二〇〇〇〇という大軍となったことに、驚おどろきを隠かくせなかった。

「二〇〇〇〇とは、有り難がたき幸せ。このルニ・バイパー、大元帥の……帝国の為、敵軍を打ち倒たおしてみせるで……みせます！」

　うっかり漏もれそうになったエリューディン訛なまりを抑おさえ、ルニが片かた膝ひざをついた。

「次に第二軍、定てい東とう将しよう軍ぐんジョゼット・マーリン、前に出よ」

　ジョゼットが静かに歩み出て、ルニの隣となりで止まる。顔を常に黒いヴェールで隠し、深しん紅くの鎧よろいに身を包んではいるが、ベルガーのように筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうというタイプではない。この将軍は帝国の中でも謎なぞ多き人物で、その顔をまともに見た者はいないとまで言われている。

　以前、定東軍の兵士がうっかりジョゼットの顔を見てしまい、その場で黒こげにされたというのは有名な話である。

「貴公に与あたえられる兵は第一軍と同じく二〇〇〇〇だ。定東軍は守備戦が得意である故ゆえ、左さ翼よくに陣じん取どってもらう。本軍が窮きゆう地ちに陥おちいった時は、貴公が帝国軍を救うのだ。いいな？」

「……お任せあれ」

　ゆっくりと、ルニに倣ならって片膝をつくジョゼット。

　帝国軍第二軍も、第一軍と同数ということは、この時点で既すでに全軍八〇〇〇〇のうち、半数の兵を割さいている。こうなると、四将の筆頭ベルガーも同数は割り当てられるもの、と誰だれもが思っていた。

　だが──

「第三軍の兵は三〇〇〇〇。私が指揮を執とる！」

　再び、広間がどよめいた。

　帝国軍の主攻は、間ま違ちがいなくベルガーだと誰もが思っていた。それが、未いまだに名前すら上がっていないことに、動どう揺ようを隠せなかったのだ。

「第四軍は一〇〇〇〇。これは皇帝陛下御おん自みずから率いて頂くことになり、本ほん陣じんとなる。陛下の御ご容よう態だいもあるので、大軍師ユミカに従軍してもらう」

　ジンの言葉を受け、ユミカが優ゆう雅がに膝ひざを折った。

「ラーカス再統一軍の陣じん容ようは以上である。来月六月一日早朝、準備が整い次し第だい、第一軍より順次、出陣せよ！」

　とうとう肝かん心じんの四将筆頭の名が出ぬまま、会議は終しゆう了りようする空気だった。ベルガーは静かに目を閉じ、腕うで組ぐみして周囲の視線を受け流している。血気盛んなベルガーらしくない態度だが、それが逆に不気味さを増していた。

　そしてジンが、締しめくくりの一言を放つ。

「我らの進軍先は、南だ！　まずはリーフを目指して進軍し、その後、クロノワーク平原へ向かえ！」

『おおおおおおおおおおおお！』

　ジンの言葉で、ベルガーを除いた皆みなが拳こぶしを掲かかげて叫さけんだ。




　帝国軍、南へ侵しん攻こう。

　それは奇くしくもアレイアが予言した通りの動きだった。

　既にフレリカにもパルディナにも、帝国軍の編制は伝えられている。これほどの規模ともなれば帝都市民の噂うわさの的となり、隠し通すことの方が難しかった。

　信しん憑ぴよう性せいは後々調べれば良いとして、帝国軍が南のリーフに物資を運んでいることや、それに乗じて商人や武器防具の職人、医者から旅の吟ぎん遊ゆう詩人までもがリーフに向かっていることから、帝国軍の動きはまず間違いなく南だと、誰もが思っていた。

　その中に帝国が誇る四将の筆頭、アルベルト・ベルガーが含ふくまれていないことには誰もが不ふ審しんに思ったものの、人が動けば、物も金も動く。まして八〇〇〇〇という大軍を動かすのだから、帝都中が忙いそがしくなり、やがてベルガーの件は人々の関心事ではなくなっていった。




　かくして、帝国暦れき三九年六月。

　ついにラーカスの脅きよう威いが、獲え物ものを求めて巣から這はい出した大だい蛇じやのように、動き始めた。







　第三章　決戦の地へ







　フレリカ王都ランカスタ。

　パルディナから戻もどって来た軍師シエルを囲み、王城の大広間にフレリカの諸将が集められ、会議が開かれていた。

　この場にいるのは王女ミオとエリューディン公子ヒノト。軍師シエルとニーア。丞じよう相しようエナ、上将軍マギー、フレイ。将軍リンシア、ベロニカ。千人長アルガード、カリノ。三百人長リーエという面々だ。

　外交官アンバーはパルディナからリュナスに向かった。これまで交流がなかった両国のきっかけを作りたい、というシエルの命を受けたのだ。そして将軍ラミナはセラックの守備を任され、尚しよう書しよドリスは将軍マードックとともにトラインの復興を命じられていた。

「ふむ。シエルの報告を聞くと、いよいよラーカス全土を巻き込んだ戦いくさになりそうだな」

　ミオが目を落とす円えん卓たくの上には、ラーカスの地図が燭しよく台だいの明かりに照らされていた。

「パルディナは四〇〇〇〇の兵を出してくれると約束してくれたけど、これじゃあまだ戦にならない。後はリュナスがどう動くかだね。リュナス王都に向かったアンバーが、いい報告を送ってくれるといいけど」

　ミオの右みぎ隣どなりにいるシエルが、頭を搔かきながら呟つぶやいた。

「それだけじゃない。平へい北ほく将しよう軍ぐんベルガーだって、きっと何か仕し掛かけてくるわ」

　ミオの左隣にはシエル不在の間に見事にフレリカの版図を広めておいた軍師ニーアが、胸を張って腰こしに手を当てていた。

「確かにな。何と言っても、あの四将の筆頭だ。その動きが摑つかめないのはおかしいんじゃないか？」

　ミオがそう言うと、シエルは地図上のとある都市を指差した。

「ベルガーがユミカに相談していて、大元帥ジンがその行動を許しているとすれば、ベルガーは恐おそらく……ここにいる」

　それはトラインのすぐ北にある、平北軍の拠きよ点てんレーヴァだった。

「ベルガーのヤローが、何でこんなところに!?」

　ニーアの横にいるフレイが、気に食わなさそうに言った。

「勿もち論ろん、フレリカを攻せめる為さ」

『え!?』

　その瞬しゆん間かん、ニーアとリーエを除く皆が声を上げ、顔から血の気が引いた。

「ベルガーが帝国軍の先せん陣じんでないなら、こう来るだろうとは思ったわ。ベルガーはフレリカの攻こう略りやくに失敗しているし、それをそのままにしておくような人間でもないでしょ。シエルは二度目の平北軍による侵攻に備える為にガーネ山さん道どうの砦とりでを作らせ、半はん壊かいのトラインを攻略した。そうでしょ？」

　ニーアが自信たっぷりにそう発すると、シエルはちらりと新顔リーエの表情を確かく認にんしつつ、にっと笑って頷うなずいた。

「その通り。今回の八〇〇〇〇という大軍の裏で、ベルガーは絶対にフレリカに攻めてくる。これを止められるのはフレイ、お前しかいない」

「そうこなくっちゃよ義兄あにき!!」

　フレイは喜んで破顔した。

　ベルガーはフレリカ攻略失敗という汚お名めいを受けたが、フレイにしても一いつ騎き討うちの最中に逃にげられ、ミオに扮ふんしたニーアを斬きられるという屈くつ辱じよくを受けている。ニーアは幸い一命を取り留め、今は元気にフレイの横にいるが、その背中には一生消えない傷が刻まれている。

「あいつだけは絶対に許さねぇ。このオレの手で首を飛ばしてやらなきゃよ！」

　憤いきどおるフレイに、シエルが続けた。

「お前だけじゃ駄だ目めだ。頭に血が上って何をしでかすかわからないしね。ニーア、トライン攻略の時と同じく、フレイと一いつ緒しよに平北軍に当たってもらいたい」

「ははっ、そう言うと思ったわ。任せなさい！」

　やれやれ、といった感じで嘆たん息そくするニーア。

　だがその口くち許もとは、微かすかに緩ゆるんでいた。

「また軍師ちゃんと一緒かよ……やりづれ──」

『何ですって!?』

　ぼす、とフレイの尻しりを蹴けり上げるニーア。

「痛ぇな、何すんだ！」

「あたしがあんたのお世話をしてやろうってのよ？　有り難がたいと思いなさいよ!?」

「人使いが荒あらいんだよお前は！」

「何よ、前回はあんたの腕うでを見込んで策を立てたのにまんまと逃げられちゃってさっ！」

「ああん!?　おま、それは言っちゃ駄目なんじゃねぇ!?」

「うるさいわよこの特上エロ将軍！」

「だからそこに上を……特上ォ!?」

　再度、喚わめき始めた二人を無視し、シエルが話を始めた。

「さて、トライン方面はこの二人に任せるとして、肝心なのはクロノワークだ。帝てい国こく軍は八〇〇〇〇の兵を第一軍から第四軍に分けるそうだよ」

　シエルが構築した新情じよう報ほう網もうは、未だにどのようなものかは明かされていないが、その伝達速度は今までの蜂はち蜘く蛛も隊の比ではないようだ。

「フレイは先に言った通りトラインの守りに専念させなきゃならない。これを迎むかえ撃うつフレリカの主攻は……」

　シエルが目を向けた先にはマギーがいた。

「任せて下さいですよ、あにき！」

　マギーはにぱっと笑い、凜り々りしく返事をした。マギーは今やフレリカの上将軍であり、フレリカに欠かせない戦力だ。帝国の征せい西せい将しよう軍ぐんレンギルとの戦いで副将バスケスと多くの兵を失うという失態から、多くを学んでここまで上りつめた。

　当時のマギーを支えたもう一人の副将リンシアも、もう将軍である。

　頼たのもしく成長した二人に、シエルは頭を搔いて告げた。

「マギーは恐らく接近戦では最も強い将だろうけど、弓矢や遠えん隔かく攻こう撃げき系アーティファクトが得意な敵が来たら少々厄やつ介かいだ。だから、今回も副将としてリンシアをつける」

「は、はいです！」

　嬉うれしそうに返事するマギー。

　その隣のリンシアがマギーに笑顔を向けると、マギーは顔を真っ赤にして俯うつむき、何故かリンシアも黙だまり込む。

　何だか、周りまで照れくさくなるような雰ふん囲い気きだった。

「と、とにかくだ。今回の帝国軍は皇帝自ら出てきていることでわかる通り、総力戦になるだろう。持てる力は、全すべて使ってくるよ。勿論、アーティファクトもね」

　それを耳にして、諸将が息を飲んだ。

　アーティファクトは、有用に使えば戦せん況きようを一変させるほどのものもある。先に戦ったベルガーの〝戦せん勝しよう旗き〟など、兵から痛み、恐きよう怖ふ心しん、そして意識を奪うばい、狂戦士化させるという、とんでもないアーティファクトだった。

「そこでまず、フレリカがこれまでの戦いで手に入れてきたアーティファクトを全て集めてみよう」

　シエルがそう言って手を叩たたくと部屋の扉とびらが開き、兵士らが木箱に入れられたアーティファクトを次々と運び込んできた。

「ザグロニア将軍からラミナに託たくされた〝隆りゆう骨こつ杵しよ〟。征西将軍レンギルから奪い、今はリンシアが持っている切り札的なアーティファクト〝卸おん浄じよう咎きゆう〟。旧エリューディン王国の頃ころから使っていたというベロニカの〝逆さか雪ゆき〟に……」

　シエルは木箱の中に目を向け、続けた。

「帝都からミオ陛下をお助けした際、リーフの森で追つい撃げき隊長ガラカから奪だつ取しゆした〝目もく避ひの首くび飾かざり〟。帝国征せい西せい軍副将が使っていた〝飛ひ翔しよう四し鹿か〟と〝狂きよう奏そう鎧がい〟。それと、ここにいるリカルドとリーエが所持していた〝囀てん煩はん笛てき〟と〝落らく恬てん波は〟。これで全部かな？」

　シエルが数えながら呟くと、その肩かたをとんとん、と指で叩くものがあった。

　ミオだった。

「これもある。覚えてるか？」

　そう言って、ミオが右手の薬指に収まった指輪を見せる。

「あ──」

　それは、シエルとエナが帝都の牢ろう獄ごくからミオを救い出す時に使用した〝白蜥蜴の指輪アズレザール・リング〟だった。

「懐なつかしいな、まだ身に着けてたんだ」

「ああ。シエルもだろ？」

「そういえば、そうだね」

　シエルも、右手の薬指に同じ指輪をつけていた。
















　自分の身体からだを、小さくて非力な白蜥蜴にする指輪。あまりの用よう途とのなさに、シエルは一応指に塡はめてはいたが、今までその存在を忘れていた。

「陛下、今なら〝目避の首飾り〟もあるし、他にも使えそうなアーティファクトはあるよ。何もその指輪をずっと塡めてなくても──」

　シエルは公おおやけの場ではなるべくミオを「陛下」と呼ぶ。

　だがミオにとっては、わかっていつつもそれが不服らしかった。

「これがいいんだ！」

　ミオは首を振ふり、右手の指に収まった指輪を左手で隠かくす。

「何で……白蜥蜴の指輪は狭せまいところを通る時くらいにしか使えないよ。しかも白蜥蜴になったら力も生命力も蜥蜴そのものになっちゃうから子供にすら敵かなわない。やめた方が──」

「でもこの指輪が私を、リルガ橋ではシエルを救った」

「う…………」

　ミオの言う通りだった。

　自らの火計で窮きゆう地ちに陥おちいったあの時。シエルは穴を掘ほり、白蜥蜴となって地中に潜もぐることで難を逃のがれた。今やフレリカの要かなめである王女ミオと軍師シエルを救ったのは、こんなちっぽけな指輪なのだ。

「紆う余よ曲折はあったが、今こうして帝国と渡わたり合えているのは、シエルとエナ、そしてフレイ、マギーらが私を助けてくれたからだ。この指輪は無力なアーティファクトかもしれないが、私にとっては何にも勝まさる、心強い指輪だ」

「ミオ……陛下……」

「そっ、それにさ、やっぱりさ……お揃そろいっていうのが、何かいいだろう？」

「え!?」

　ばふっ、と湯気を出し、顔を赤くするミオとシエル。

　会議は、どことなくぎこちない雰囲気になった。

「そそ、そういえばエナは？　今日はやけに大人し……うわ！」

　シエルが左隣にいたエナに目を向けると、エナは立ったまま眠ねむっていた。その表情にも出てしまっているが、目の下にはインクを塗ぬったかのような隈くまがあり、髪かみはボサボサで、香こう水すいの匂においがきつかった。

「ちょ、エナ!?　陛下の御おん前まえで──」

「いいのだシエル。そのままにしておいてやれ」

　シエルの言葉は、ミオの声で遮さえぎられた。

「エナはここ数日、全く寝ねていない。ガーネ山道の砦の建築、トラインの復旧、フレリカ軍の軍費の捻ねん出しゆつ、フレリカ王国全土の収支計算……エナは丞じよう相しようになってから、休む暇ひまもなく働き続けてきたからな」

「そっか……その上、リュナス軍の兵ひよう糧ろうまで用意しなきゃならなくなったから……悪いことをしたなあ」

　シエルは頭を搔かいて、エナを後ろの壁かべ際ぎわに並べてあった椅い子すに寝かせて、自分のマントを掛かけた。エナは「んんっ」と声を漏もらし、そのまま寝息を立て始めた。

「さてと、まだ話したいことはあるけれどその前に、三百人長リーエ」

「はは、はいっ！」

　シエルがミオの真向かいに立つリーエに声をかけると、リーエは緊きん張ちようのあまり、声を上うわ擦ずらせた。

「ニーアから面おも白しろい推すい薦せん状をもらったよ。兵を率いては釣ちよう断だんの計けいでフレリカ軍を分断し、槍やりを持たせればフレイに果か敢かんに打ち込んでいったらしいね。そんな君から是ぜ非ひ、意見を聞きたい」

　シエルがそう言うと、騒さわいでいたフレイとニーアも流石さすがは黙り、全員の視線がリーエに集まる。

　リーエは拳こぶしをぎゅっと握にぎって、シエルに言った。

「あの、私は軍師ニーア様に過分の評価を頂きまして、えっと、何な故ぜこのような席に私如ごときがと、勿もつ体たいなく──」

「リーエ！」

　声を飛ばしたのはニーアだった。

「あんた、あたしに恥はじかかす気!?　この会議は、身分の上下なく、忌き憚たんのない意見を求めて円えん卓たくで行われているのよ！　思ったことを、ズバッと言いなさいっ！」

「軍師……」

　リーエの目が潤うるむ。

「ニーアの言葉通りだ。この会議は本来は千人長からの出席なのだが、シエルの強い要望で特別に参加してもらった。チャンスはそう起こるものではないぞ。しっかり活いかせ！」

　ミオまでそんなことを言うものだから、リーエはもう胸がいっぱいになってしまったが、不思議と身体の震ふるえは止まっていた。

　チャンスはそう訪おとずれない。ミオの言う通りだ。

　リーエはもう一度、両拳を握って発言した。

「では、恐おそれながら申し上げます。フレリカはセラックを、パルディナは先さき頃ごろモロとメリッサを陥かん落らくしました。これは八〇〇〇〇という大勢力を擁ようする帝国軍と戦うには必ひつ須すの布石だと思います」

「ほう、それは何故だい？」

　リーエの話を聞いていたシエルの表情が、僅わずかに変わった。

「第一に糧りよう道どうの確保。第二にフレリカ王都ランカスタの防衛。第三に、今後も勢力を伸のばして来るであろうパルディナへの牽けん制せいです。これらを同時に行うには、セラック攻こう略りやくは欠かせない手だと思いました」

　その瞬しゆん間かん、ニーアを除いた者達は皆みな、目を丸くした。

「どうして、一いつ緒しよに戦うパルディナに牽制が必要なんです？」

　マギーがそう問いかけると、リーエは額に汗あせを浮うかばせながら続けた。

「軍師は、恐らくクロノワークでの決戦の先を見ておられます」

「先？」

「これだけの規模の戦いくさですから、負けた時よりも勝った時の方が難しいかと存じます」

「勝った時の方が、難しい……その通りかもしれません」

　リンシアが、何か得心したかのように呟つぶやく。

「クロノワークでの戦に負ければラーカスは再び帝国の支配下に置かれるでしょう。では、勝った時はどうでしょうか。勿もち論ろん、勝ち方にもよりますが、恐らくパルディナは西フレリカ地方を放ほう棄きし、フレリカに譲ゆずってラーゼンまで撤てつ退たいするつもりだと思います。

　何故ならパルディナは、今回の戦で全軍を動員出来ませんでした。天翼狼ジオードの軍師アレイアが国内を手て薄うすにしてしまうと、反アレイア派、即すなわち教皇の手の者が一いつ斉せいに立ち上がり、アレイアから実権を奪うきっかけとなります。アレイアがパルディナの首都ではなく、国土の中央に位置するカロントにいるのも、地方で不ふ穏おんな動きがないかを監かん視しする為ためだと思います。

　パルディナは広くなりすぎて手に負えなくなった国土を少しでも圧縮したい。今回はクロノワークで戦う為にメリッサまで手を出しましたが、戦に勝てばすぐにでもアレイアをパルディナ領に戻もどすと予想出来ます。

　その時、もしセラックが帝国の手にあれば、パルディナは今回手に入れたメリッサとモロを放棄し、全軍をラーゼンの砦とりでに撤退したでしょう。ですが、セラックがフレリカ領になったことで、パルディナはこの両都市を帝国に奪い返されるくらいなら、フレリカに譲ゆずろうと考えるはずです。

　そしてセラック、メリッサ、モロをフレリカが押さえることが出来れば、その南にあるヒューレ、ルイユノークも狙ねらえます。つまりフレリカにとってセラックは、西フレリカ地方を取り戻す為の、楔くさびとなります」

　いつの間にか部屋はしん、と静まり返っていた。

　ニーアが推薦状まで書いて引き入れた帝てい国こく兵北軍百人将リーエの才は、周りの者をも黙だまらせるほどのものだった。

「本当に驚おどろいたよ。君は確か、あの名軍師オリバーの孫だとか？」

　シエルがそう声をかけると、リーエは恥はずかしそうに俯うつむいた。

「はい。ですが、祖父から学んだことはありません。家が貧しいものですから、帝てい都との図書館で書物を借り、旅人や冒ぼう険けん者から様々な話を聞いて学びました」

「独学でそれだけの見識を得るとは……ニーアが薦すすめるわけだね」

　シエルがニーアに目を向けると、ニーアは強気に胸を張った。

「そ、それを踏ふまえて、もう一つ打てる手があると思います」

「！」

　皆が、再びリーエに注目した。

「パルディナがモロ、メリッサを攻略したことで、その南にある帝国領ヒューレとルイユノークが孤こ立りつしました。これを機に、クロノワークの行方ゆくえを待たず、二都市を攻略しておくべきかと存じます」

「いや、それは少し難しいんじゃないですか？」

　そう口を挟はさんだのは、特とく殊しゆ千人長アルガードだった。

「既すでにフレリカ軍には、その二都市に兵を向ける余力がありません。トラインに三〇〇〇、残りは全すべてセラックに送らなくてはなりませんから」

「いえ、兵を出す必要はありません」

「え？」

「最近まで帝国にいた私だからわかるのです。この二都市は帝国統治下のラーカスにおいて、尚しよう書しよドリス様がご苦労を重ねられて守り通してきた都市であり、住人は今でも帝国に靡なびいておりません。再びフレリカが二都市を統治したいという旨むねの書簡を出すだけで、ルイユノークとヒューレは簡単に落ちましょう」

「うん、見事だよ」

　シエルは思わず、頭を搔く手を速めた。

「そこまで見えているなら話は早い。その役、君にやってもらう」

『えっ!?』

　いきなりのシエルの言葉に、リーエは動どう揺ようした。

　ヒューレはともかく、ルイユノークはエナが知ち恵えを絞しぼって人を集めた、かつてのフレリカ王都である。それを新参者で、帝国百人将上がりのリーエに任せるとは、誰だれもが予想しなかった。

「僕も丁度ルイユノークとヒューレに誰を向けようかと思っていたところなんだけど、千人長クラスの将はセラックに向かわせたい。とはいえ弁が立つ者でなければ、いざという時に後しり込ごみしてしまいかねない。アンバーが戻ってきたら彼に任せようと思ったけど、君なら上う手まくやってくれそうだ」

「シエル様……」

　リーエは、どうも感激しやすいタイプらしい。

　大きな瞳ひとみをうるうるさせて一歩下がり、片かた膝ひざをついた。

「どうかな、陛下」

　シエルがミオにそう水を向けると、ミオは腕うでを組んで頷うなずいた。

「ここまでの話を聞いて、リーエの才はおおよそ理解した。軍師ニーアが認め、フレリカ軍総司令官のシエルが推おすのだから、私が首を横に振ふる理由はない。

　リーエ・ブリック。そなたはこれから二〇〇の兵を連れてルイユノークとヒューレに向かい、フレリカにつくよう説得してこい！」

「有り難き幸せにございます！　では早さつ速そく、書簡の用意を致いたします！」

　深々と頭を下げるリーエに、シエルが言った。

「書簡を送る必要はない。すぐにルイユノークに向かってくれて構わない」

「は、と、申しますと？」

「君が先さき程ほど言った通りさ。二都市を味方に付けたら、君はそのまま兵を連れてセラックに来てくれ。今は一将でも欲ほしいからね」

「は、ははっ！　早速、ご命令に従います」

「うん、頼たのんだよ」

　シエルはいつもの言葉をリーエに送ると、リーエは再び諸将に頭を下げて退出した。

「パルディナに行ってアレイアを引っ張り出し、その間にルイユノーク、ヒューレを取り返す算段まで……流石は、天翔虎カルーデイアの軍師殿どのだ」

　そうシエルを賞賛したのは元エリューディン王国近衛このえ騎き兵へい隊長ベロニカだった。

「いや、全てはミオ陛下のご人徳の賜たま物ものさ。陛下が僕やニーア、エナやドリスのアイデアを認めて下さるから、僕らもどんどん自由な発想が湧わいてくるんだ」

「なるほど……仰おつしやる通りでしょう。私もミオ陛下のように柔じゆう軟なんな王は、他に知りません」

　急に褒ほめられて、ミオは思わずお腹なかがむず痒がゆくなった。

「王と言えば、この場で陛下に一つ、お許し願いたいことがあります」

　今度は、ヒノトが声をあげた。

「おおヒノト殿か。何かな？」

　ミオの優やさしげな声とは裏腹に、ヒノトの表情はまるでこれから決けつ闘とうにでも行くかのように硬かたかった。

「陛下、私は今すぐこのエリューディンを去り、旅に出ようと考えております。それをお許し願いたい」

『何ですと!?』

　その発言に、誰もが目をむいた。

「何故だヒノト殿。ここはあなたの祖国ではないか」

「だからですよ、陛下」

　ヒノトは先にリーエがしたように、一歩下がって片膝をついた。

「先日、ゼフィル卿きようが陛下や丞相に大変失礼なことをしたと耳にしました。私は確かにエリューディン王家の血を継つぐ者ですが、あのような者に担かつがれて父王や兄きよう妹だいらと争いたくないからこそ、王都ディアナを離はなれて静かに暮らしていました。

　ですが私にその気がなくても、私を勝手に祭り上げて良からぬことを企たくらむ輩やからが他にも現れぬとは申せません。万が一のことが起きれば、この国は真っ二つに裂さかれてしまう」

「そ、そんなことは──」

「国家安あん寧ねいの為には絶対にしなくてはなりません。陛下がしなければ……シエル殿がやるでしょう」

　ヒノトの視線がシエルを射い貫ぬく。シエルは頭を搔かいて嘆たん息そくし、口を重々しく開いた。

「ヒノト様の仰る通りだね」

「シエル!?」

　ミオが、シエルに厳しく言った。

「私はエリューディン王家を絶やさぬよう、どうすればいいかを考えていた。ここで私がヒノト殿を追い出せば、エリューディンの民たみはフレリカをどう思うか!?

　帝国征せい西せい軍の連中と変わらない侵しん略りやく者として見られたら何とする！」

　珍めずらしくミオが声を荒あららげる。

　そんなミオに声をかけたのは、シエルではなくヒノトだった。

「そのご懸け念ねん、一理はありますが、正しくありません」

「な!?」

「陛下。今のパルディナをご覧なさい。パルディナ教皇は、果たして本当に天翼狼ジオードの軍師アレイアから実権を奪うばいたいのでしょうか？

　私はそうではないと考えます。アレイアを失しつ脚きやくさせたいのは、その教皇の周りにいる佞ねい臣しんなのです。故ゆえに、この地にフレリカ王家とエリューディン王家の二つがあってはなりません。これは確実に、後の災わざわいの種となりましょう。私達の世代でなくても、先々を考えれば……必ず」

「う、う……」

　ミオが返答に窮きゆうする。ヒノトの決意は、揺ゆるぎないものだった。

「ベロニカ将軍」

　ヒノトが敬愛の念を込こめて、その名を呼ぶ。

「はっ」

「長らくエリューディンの為に尽つくしてくれたこと、先代に変わって礼を言う。これからは二君に仕えるような気持ちは捨て、ミオ陛下の為に剣けんを振るいなさい。陛下は、この地を今よりもずっと良くしてくれるだろう」

「…………ッ！」

　ベロニカは今にも泣き出しそうな顔だったが、頭こうべを垂れて目元を隠かくした。

「ヒノト殿。あなたはここを離れてどこに行くつもりですか？」

　シエルが、ヒノトに訊たずねた。
















「ミオ陛下が私からエリューディンという足あし枷かせを外して下さったのだから、気ままに旅をします。まずはラーカスを離れ、遠く東の地に行こうかと」

　ヒノトはそう言うと、立ち上がって一礼し、踵きびすを返した。

「では、これで失礼します。どこか違ちがう空の下で、フレリカの幸運を祈いのります」

　その背中に向かって、ミオが高らかに叫さけんだ。

『皆みなの者……ヒノト殿に、敬礼だ！』

　その場にいる者は皆、ミオの掛かけ声に従ってヒノトの背中に敬礼する。

　ヒノトは微ほほ笑えみを浮うかべながら、そのまま部屋を出ていった。

　旧エリューディン王国第七公子、ヒノトリウス・エリューディン。

　フレリカの諸将が彼の姿を目にしたのは、この日が最後だった。




　会議はその後、迫せまり来る帝国軍と戦う為ための編制が行われた。

　先にもシエルが言った通り上将軍フレイと軍師ニーアはトラインの防衛を任され、その麾き下かに将軍となったマードックと千人長カリノが加えられ、尚書ドリスもそのままトラインの内政を見ることとなった。

　そして将軍ラミナが守るセラックに向かうのは軍師シエル、上将軍マギー、将軍リンシア、ベロニカ。千人長アルガード。

　そしてフレリカ王女ミオである。

　シエルはミオが戦場に向かうのを強く諫いさめたが、それ以上に強きよう烈れつにセラック行きを望んだ為、とうとうシエルが折れる形となって決着した。

　兵力はトラインに三〇〇〇、セラックに二五〇〇〇である。

　フレリカは丞相エナと尚書ドリスの力で、僅わずか一ヶ月の間に急速に力をつけたが、その代だい償しようとして征西将軍レンギルが貯ため込んだ財宝を全て放出してしまった。

　その丞相エナはまたも王都の守りを任され、フレリカ軍とリュナス軍を飢うえさせぬよう、心を砕くだくことになった。

　エナはこの会議の間、一言も発することなく、ずっと目を閉じて俯うつむいていた。

　確かにミオの言う通り、疲つかれてはいる。

　だがそれは職務によってではなく、ミオとシエル、そして自分の気持ちを考えていると、ベッドで横になっても眠ねむれなかったからだ。

　この会議でエナは、耳に神経を集中させてミオとシエルの会話を注意深く聴きいていた。

　やはりこの二人は、互たがいに思いを寄せている。

　その時、初めてエナは嫉しつ妬とに近い感情を覚えた。

　自分は、シエルが大好きだ。

　ずっと二人でがんばってきたし、シエルだって自分のことはそう悪くは思っていない……と、勘違いしていた。

　よくよく考えれば、シエルは一度だってエナに心を寄せてくれたことがなかった。シエルの瞳は常にミオを映し、その心はいつもミオと共にある。

　真しん剣けんに自分の思いに向き合わなくてはならなくなったのは、ゼフィル卿の一件からだ。あの時はミオにシエルと結ばれるべき、というようなことを言ったが、王族であるミオと臣下であるシエルが結ばれるわけがないと、どこかでそう高をくくり、自分を無理矢理納なつ得とくさせていたことに気づいてしまった。

　ゼフィル卿を言い負かしてしまったのは、もしかしたら、痛つう恨こんの大失敗だったかもしれない。そして今、ヒノトがここから去ったことで、エナの心は益ます々ますかき乱されていた。

（自分からミオ様とシエルをくっつけるような真ま似ねをしておきながら……あたしは何て愚おろかなのかしら）

　エナは眉み間けんにぐっと力を込め、込み上げてくる不安と自己嫌けん悪おを、必死に抑おさえ込もうとしていた。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




「全く、ミオは何でいつも危険に身を晒さらすようなことをするんだ！　ミオの身にもしものことがあったらフレリカはおしまいなのに！」

　セラック行きの前日の夜。

　シエルは私し邸ていで、頑かたくななまでにセラックへ行くというミオに腹を立てていた。出発前夜なので義兄妹のフレイ、マギーとともに時間を過ごそうと思って二人を呼んだが、シエルの憤いきどおりは収まりどころを失っていた。

「あー、あにき、ちょっといいです？」

　珍しく感情を露あらわにしてがりがりと頭を引っ搔くシエルに、ふかふかのソファーの感覚を楽しんでいたマギーが話しかける。

「ミオ様はたぶん、少しでもあにきのそばにいたいんですよ」

「そういう時間はランカスタで取ればいい。何も危険と隣となり合わせのセラックでなくてもいいじゃないか！」

「まあそれは……そうですけど……」

　シエルがマギーに顔を近づける。

「ったく、鈍にぶいなあ義兄あにきはよ！」

　今やフレイの定位置となった暖だん炉ろの前で、来客用に置いてある酒を傾かたむけながら言った。

「鈍い？　僕の何が!?」

　かちんときたシエルが、今度はフレイに食ってかかる。

「あのなあ義兄、ミオ様は義兄のことが好きなんだよ」

「それくらいはわかるさ！　ここに何度も足を運んでくれるんだから、嫌きらわれているとは思えない」

「い、いや、そういう意味じゃなくてだな」

　フレイが酒のせいか照れているせいか、顔を赤くしてマギーに視線を送る。

「ミオ様はあにきのこと、一人の男性として好きってことです！」

「…………う、ん？」

　シエルが頭を搔く手を止め、固まった。

「大好きな人だから、一いつ緒しよにいたいと思うのは当たり前です」

「え、う、は？」

　シエルはフレイよりも真っ赤になって動どう揺ようする。

「こういうのは当事者同士より、周りから見ている者の方が気づきやすいですよあにき」

　シエルは脱だつ力りよくして、マギーの隣となりに腰こしを下ろした。

「でもミオはこの国の王で、僕は臣下だ。身分が違う」

「そんなの関係ねぇよ。何たって義兄とエナ姉は、帝てい都との奥底からミオ様を助け出した、フレリカの大功臣じゃねぇかよ！」

「フレイ、それとこれとは話が別だ」

「そんな難しい話なんですかい？」

　直線的な考え方をするフレイが理解するのは、中々難しい。

「いいかフレイ、ミオは現フレリカ王国の王女だけど、いずれは後の世代にその座を譲ゆずらなきゃならない。つまり、ミオは誰だれかの子供を産まなきゃならないんだ。それが仮に臣下の子だとすれば、その子は果たして王として認められるだろうか？」

「よくわからねぇけど、義兄とミオ様の子ならオレはついていくぜ？」

「ありがとう。でも、もしラーカスに覇はを唱えるなら、数百人の臣下を抱かかえることになる。その全員がフレイと同じ感情を抱いだいてくれるかな？」

「む……」

　フレイが顎あごを擦こすって黙だまる。

「あにき、過去に例はないですか？　昔の王女様は、どんな風にしてお世よ継つぎを誕生させたんです？」

「いい質問だね。過去に女性が王になった例は幾いくつもある。リュナスのジャナン王女もそうだし、旧ゼルバーグにもシーナ王女という名君がいた。その例から照らし合わせれば、子への王位継けい承しようが済んだ後、その父親を処しよ刑けいするか、全すべての官位を剝はく奪だつし、実権を奪うばった後に平民に落している」

「「え…………」」

　王女の相手の末路は想像以上に過か酷こくな上に、何の救いもない。

　フレイとマギーは、顔を見合わせて絶句した。

「全ては新王に権力を集中させる為だ。奇くしくもここを旅立っていったヒノト様が言っていたじゃないか。天に二日なしってさ。王女に気に入られただけの男が権力を持ったら国はおしまいだし、王女を手玉に取るほどの男でも同様だよ」

　ここまで言われては、フレイもマギーもどうしようもなかった。

「あにき、一つだけ聞かせて下さいです」

「うん？」

　マギーが、シエルに顔を寄せる。

「ここだけの話にしておくですから、素す直なおに聞かせて下さいですよ。あにきの気持ちはどうなんです？　ミオ様のこと、好きです？」

　シエルは頭を搔かきながら、一度目を瞑つぶり、重みを込こめて言った。

「僕はミオのことを……好きだ。子供の頃ころから、ずっと」

　マギーとフレイの表情が、ぱっと明るくなった。

「義兄、お、オレ、応おう援えんすっからな！　何をしようか？」

『何もしなくていい！』

「あにきーっ！　こうなったらいっそミオさまを強ごう引いんに──」

『落ち着くんだマギー！』

　何だかんだ言いつつ、この二人は単にシエルがミオを好きだということを知り、からかいたかっただけなのかもしれない。

　シエルは嘆たん息そくしつつ、反はん撃げきに出た。

「そう言うマギーだって、最近リンシアと随ずい分ぶん仲がいいみたいじゃないか！」

「はうっ！」

　思わぬところを突つかれ、顔を真っ赤にするマギー。

「そういや、最近マギーはリンシアの部屋によく出入りしてるらしいな。今回も一緒で良かったな」

「ふふふ、フレイのあにきまで、なな、何を言うですすす？？？？」

　動揺丸出しで両手を振ふるマギー。

　図はからずも、マギー自身が言った「傍はたから見ればすぐわかる」を体現していた。

「それを言うならフレイのあにきだって、ニーア軍師と──」




「ああ、オレ軍師ちゃん好きだぜ？」

『『からかいがいが、ないっ！』』




　顔を赤くしたシエルとマギーが吼ほえた。

「いいじゃねーかよ！　好きだから好きって言って何が悪い!?」

「悪くはないけど……ねえマギー」

　シエルが唇くちびるを尖とがらせる。

「こっちは散々弄いじっといて、それはないですあにき！」

　マギーも異論を唱える。

「弄られる方が悪い！　シエルの義兄はややこしそうだからともかく、マギーなんか何の障害もねぇじゃねぇか。とっとと行ってそのまま一晩過ごせば、真ま面じ目めそうなリンシアだって落ちるだろ！」

　実にフレイらしい、乱暴な物言いである。

「おう、そう……です？」

　予想外にも、その気になるマギー。

「こらこらマギー、乗せられるんじゃない！　フレイも無責任にマギーを煽あおらないでよ！」

「そうかあ？」

　フレイは首を傾かしげつつ、また酒で咽のどを潤うるおした。

「じゃ、じゃあフレイのあにきは、ニーア軍師をどうにかしたいです？」

『どうにか!?』

　シエルが思わずマギーに聞き返す。

「え？　まあそーだなあ、したいかしたくないかと聞かれたら、した──がっ!!」

　その時、突とつ然ぜん部屋のドアが激しい音を立てて開き、その向こうからティーポットが飛んできて……フレイの顎に直ちよく撃げきした！

『だああああああっちゃあああああ────！』

　床ゆかを転げ回るフレイから、ほかほかの湯気が立ち上る。

　ちなみにシエルとマギーの香こう茶ちやの好みは、熱々だった。

「あれ？　誰かいた？」

　シエルがドアに目を向けると、ティーセットを載のせたトレイを持つレネリーがいた。

「あああ、あの、その、今、ニーア様が……ご主人様にご用事があるとかで……」

『うそだろ!?』

　フレイが服に染しみた湯を肌はだから離はなしつつ叫さけぶ。

「ってことは、もしかして、今の会話……」

「聞かれたですね」

　シエルとマギーが、不ふ憫びんそうにフレイを見る。

「ちょ、待っ……だあああああ！」

　フレイは大おお慌あわてで、転びそうになりながら駆かけていった。

　どの部分から聞かれたかにもよるが、後半からだとフレイの立場はかなり危あやうい。香茶入りのティーポットを投げつけられるくらいだから、その可能性は高いだろうが。

「んー、気を抜ぬきすぎなんだよフレイは」

　シエルがそう言うと、レネリーが申し訳なさそうに言った。
















「あの……ニーア様がお越こしになる少し前なんですが……」

「え？　まだ誰か来たの？」




「は、はい。ミオ陛下が──」

『それを先に言おうねレネリー！』




　今度はシエルが、血相を変えて部屋を飛び出した！

　後に残されたのはトレイを持ったレネリーと、やれやれと嘆息するマギーだった。

「あの……マギー様。クッキー、如何いかがですか？」

「もらうです！」

　この日の夜。シエルの館やかたから二人の女性が顔を赤らめて走り去り、二人の男が必死にそれを追うのだった。




　翌日早朝。

　フレリカ王都ランカスタの城から、いよいよ王国軍が出しゆつ陣じんした。

　総勢、二八〇〇〇の大軍勢である。折角の王国軍出陣なので、出来る限りその威い風ふうを市民や旅人らに見せようという、丞じよう相しようエナの献けん策さくだった。

　フレリカ王国軍の勇ましい姿はエナの思おも惑わく通り、見る者の足を止め、思わず魅み了りようされてしまうほど、煌きらびやかだった。

　騎き馬ば隊、弓隊、歩兵隊。全ての兵が白金の鎧よろいに身を包み、陽光を反射させてぴかぴかと輝かがやいている。フレリカの国旗をはためかせ、意気揚よう々ようと行軍していく姿に、市民らは思わず目を奪われた。

　王国軍は町の街かい道どうまで総軍で行進し、その後は二手に分かれ、それぞれ決戦の地へと赴おもむく手て筈はずとなっている。

　一手はガーネ山道方面に向かう、兵力三〇〇〇のフレイ軍である。

　帝てい国こくの平北将軍ベルガーがクロノワークで起こる大戦の陰かげに隠かくれ、密ひそかにトラインを狙ねらってこれを落とし、そのままガーネ山道からフレリカ王都ランカスタを落とすという手を打ってくるだろうということは、シエルもニーアも予想していた。その為ための防衛軍である。

　そしてもう一手はクロノワーク平原で帝国軍八〇〇〇〇と戦う、フレリカ王国軍二五〇〇〇だ。

　この一戦に、ラーカスの命運がかかっている。

　それはもはや公然の事実であり、自然とフレリカ軍を見送る市民や旅人らから、温かい声せい援えんが飛んだ。

　エリューディンの民たみは、帝国から厳しい生活を強しいられた過去を持つ。フレリカが以前よりは豊かになったとはいえ、短期間でここまでの兵を集められたのは、その時に辛つらい目に遭あい、もう二度と帝国には従いたくないというエリューディンの者がかなり多かった為である。

　丞相エナは今回の帝国軍との戦いを子から孫へ、孫からその子供へと続く平和な国家を作る為の重要な分ぶん岐き点だと訴うつたえ、民の骨の髄ずいまで刻み込まれた帝国の暴政に対しての逆ぎやく襲しゆうと位置づけた。

　こうして国民感情を刺し激げきし、集まった者達に十分な給料と武器防具を与あたえて迎むかえ入れた。その総勢が二八〇〇〇。帝国軍の半分にも満たない数とはいえ、これはミオがフレリカ王国を再興してから、最も多い軍勢である。

　沿道の者達はそんなフレリカ王国軍の兵士らに手を振り、声をあげ続ける。そして一台の白い馬が引く馬車を目にすると、一ひと際きわ大きな歓かん声せいと拍はく手しゆが沸わき起こった。

　王女ミオが乗る馬車である。

　いつもなら隣となりに天翔虎カルーデイアの軍師シエルがいるのだが、この日はこの先で別々となる軍師ニーアが横にいた。

「ミオ様、万ばん歳ざい！」

「フレリカに栄光あれ！」

「ご無事をお祈いのりします！」

　ミオはその一つ一つの声に「ありがとう」と声をかけ、笑え顔がおを振りまく。

『せーのっ……軍師ちゃーん！』

　太い男の声がニーアの耳に突つき刺ささる。

『いま軍師ちゃんって言ったの誰だれよっ!?』

　拳こぶしを振り上げて怒おこるニーアとは対照的に、沿道からは笑いが零こぼれた。

　残念なことに、既すでに〝フレリカの軍師ちゃん〟というニーアの通り名は、浸しん透とうしきっているのだ。

「諦あきらめろニーア。いいじゃないか、親しみが込められていて」

　ミオが笑顔のまま、隣のニーアに言う。

「冗じよう談だんじゃないですよもう！　軍師ちゃんだなんて……威い厳げんの欠片かけらもないじゃないですかっ！」

「ふふ、威厳などなくてもいいではないか。新参で、しかも兵や民から嫌きらわれがちな軍師という立場にありながらここまで親しまれているのも、才の一つだ」

「お言葉は有り難がたいですが、納なつ得とくはしかねます！」

　ニーアが膨ふくれっ面つらになる。

　そんなニーアを見て、ミオも自然と笑顔になった。

　沿道からミオにかけられる言葉と、ニーアに飛んでくる「軍師ちゃん」という声は、まるで初夏の雨のように、温かく降り注いだ。

「ったく、あんのエロ将軍！　落ち着いたらボロ雑ぞう巾きんのように絞しぼってやる！」

　はは、と苦笑いのミオ。

「私の目から見ると、お前とフレイはお似合いなのだがな」

「…………」

　ニーアはむむっと頰ほおを膨らせたまま、何かを思い出して顔を真っ赤にした。

「昨日の夜な、私はシエルの館に行ってな──」

「え、陛下も!?」

「ん？　お前も行ったのか？」

「ああいえそのあの……それでどうしたんですかっ!?」

　激しく動どう揺ようするニーア。

「偶ぐう然ぜんだが、シエルの本心を聞いてしまった。私のことを……好きだと、口にしてくれた」

「！……そ、それは……」

　瞬しゆん時じにして、ニーアの表情に影が差した。

　古来、王女が世よ継つぎをもうけた後に、その世継ぎの父がどうなってきたか。それを知らないニーアではない。

「私もシエルのことが大好きだ。出来ることならシエルの子を産み、共に育てていきたいと願っているが──」

　沿道に手を振ふるミオの笑みが、作り笑いに変わる。

　そんなミオの手を、ニーアが握にぎった。

「ニーア？」

「陛下。古来のしきたりなど、今を生きる者の足あし枷かせにしかなりません」

「そう、だろうか？」

「新しい方法を考え出すことです。権力を王女に集中させ、なおかつお世継ぎ様の父をそばに置ける方法を。今を生きるあたしたちには、それを考えるチャンスを与えられているのですから」

「……なるほどな、ニーアの言う通りだ。今のフレリカは、エリューディンの地にある。長いフレリカ王国の歴史の中でも、こんなことはなかったのだから、新しい価値観を創造する機会かもな」

「そうです。そのしきたりを作った者も、その時の状じよう況きように応じたものを考え出したに過ぎません。ならば、我らも同じことをしても良いではありませんか」

「うむ、その通りだ。ならばニーア、その案を私とともに考えてもらいたい。これはフレリカ王女としてではなく、一人の女の子としての願いだ」

「喜んで、お引き受けします」

　ミオとニーアは、顔を見合わせて微ほほ笑えんだ。

「ところでニーア、お前が昨夜シエルの館に行ったのは、やはりあれか、フレイに会いに行ったのか？」

「うぇっ!?」

　突とつ然ぜんフレイの名が出て、赤面するニーア。

「そうか、あの時シエルはマギー、フレイと話をしていた。お前もその話を聞いたな？」

「あ、う、それは……」

　一体どの部分を聞いてしまったのか。

　ミオはそこまで触ふれなかったが、変わりに一言呟つぶやいた。

「自分に好意を寄せる異性がいてくれるというのは、いいものだな」

「……………………はい」

　ニーアの返事は、民の声援にかき消されるほど、小さかった。

「私も直じかに言われたわけではないが、やっぱりシエルが好きだ。フレリカ王家を守る為に誰かの子を産まねばならないなら、シエルの子供がいい」

「でも陛下、シエルはけっこう身体からだが弱いですよ？　生まれて来るお子様のことを考えますと……」

「シエルが弱いなら、その分私が強くなればいい」

　そう言ってニーアを優やさしく見つめるミオ。

　その瞳ひとみに、一いつ片ぺんの迷いもなかった。

「男女の仲とはそういうものだろ？　欠点があるなら、補えばいいだけだ」

「そう、かもしれませんね」

　ニーアが返事をしたその時、行進が止まった。

　これから、いよいよ戦地へと向かうのだ。

「陛下、ご無事をお祈りしております」

「うむ、そっちもな」

　ニーアがミオに一礼し、外の近衛このえ兵によって開かれた扉とびらに向かおうと腰こしを上げる。

「ニーア・リーベルン！」

　その背中に、ミオが声をかけた。

「フレイがいくら強くても、戦場では何が起きるかわからん。だから、素す直なおになろう！　私も、そうするから！」

　ニーアはびくん、と身体を震ふるわせ、その場で反転して片かた膝ひざをついた。

「勿もつ体たいなきお言葉、有り難がたく頂ちよう戴だい致いたします！」

「うむ。そっちは頼たのんだぞ」

「ははっ！」

　ニーアは今一度、ミオに深く頭を下げ、馬車から降りた。

『これより我らフレリカ王国軍は、ラーカスを我が物と勘かん違ちがいしているトーレ帝国の侵しん略りやくを防ぐべく出しゆつ陣じんする。トライン防衛軍に任命された者はフレイ上将軍に続け！　それ以外の者はマギー上将軍の後ろに整列後、セラックに向かう！』

「おおおお────っ！」

　声をあげたのは、このフレリカ王国軍を先頭で率いていたシエルである。その脇わきには義ぎ弟ていフレイ、義ぎ妹まいマギーがいた。

「フレイ、武運を祈る！」

「おうっ！」

　シエルがフレイに激げき励れいの言葉を贈おくり、フレイはカモシカの王ワーネスに跨またがって応こたえた。

『トライン防衛軍はオレについてこい！』

「ははっ！」

　フレイがゆっくりと動き出すと、その後ろに諸将と兵三〇〇〇が続いた。

　それを見送ったシエルが、マギーに視線を向けて頷うなずく。

『フレリカ王国軍、これよりセラックに向かうですよ！』

「おおおおおおおお────────っ！」

　マギーの声に、二五〇〇〇の兵が武器を天に翳かざして応じる。

　びりびりと辺りを振しん動どうさせ、木々の間で休んでいた小鳥の群を空へと追いやった。

　マギーが凜り々りしい顔つきで、馬を進める。

　その後ろにシエルやリンシアらが続き、ミオの馬車は近衛騎き兵へい隊を率いた経験を持つベロニカ将軍とその手勢が守りながら行軍した。

　それはこれから八〇〇〇〇という大軍勢を相手にしなければならないという悲ひ壮そう感は全くなく、威い風ふう堂々とした姿だった。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　その頃ころ。

　シエルに命じられてルイユノークとヒューレに二〇〇の兵を連れて進軍していたリーエがその報を受けたのは、ルナリムの森を抜ぬけ、そのまま街かい道どうを進まずトゥルネー平原に入ったところだった。

　数人の供を連れた使者風の男が、正面からリーエに向かって真まっ直すぐ馬を走らせてきた。

「何者か！」

　リーエが矛ほこを向けて声をあげると、男は足を止めて下馬し、リーエに跪ひざまずいた。

「フレリカの軍隊とお見受けします。私はミゲル・ビグストン。帝てい国こくよりルイユノークを任された三百人将で、フレリカへの使者として参上致いたしました」

『なに、ルイユノークから!?』

　リーエは思わずミゲルを睨にらみつけた。

「その帝国の使者が、我が軍に何用か！」

「はっ。先日、フレリカの軍師シエル様よりお手紙を受け取りました。軍師は近々パルディナがモロとメリッサを落とし、ルイユノークとヒューレは孤こ立りつする。その時、帝国にいくら援えん軍ぐんを求めても無む駄だであり、遅おそかれ早かれパルディナの侵略を受けるだろうと書かれておりました」

「！……それで？　続けよ」

「はっ。ルイユノークとヒューレは元々フレリカ領であり、領民も役人も帝国の者を嫌きらっておりまする。故ゆえにシエル様はフレリカに投降するならば、無条件でフレリカへの帰属を認めると記しておりました。ですが、余りにも返事が遅ければその意志なしと判断し、兵を差し向けると」

　その話を聞いて、リーエは思わず天を仰あおいだ。

　リーエの考えは孤立したルイユノーク、ヒューレの弱みを突つき、兵を出して脅おどしをかけ、これを落とすというものだった。

　ところが、リーエが進言した時には既すでに、シエルはルイユノークに書簡を送っていたのである。

　しかも脅きよう迫はくではなく、恩おん赦しやという形で。

　ミゲルは難しい顔をするリーエに向かって話を続けた。

「正直に言うと、ここまでシエル様の言う通りになるとは思っておりませんでした。北のモロとメリッサはパルディナによってあっけなく陥かん落らくし、帝都に援軍を求めても返事はなく……残された道はパルディナかフレリカに帰属することのみでした。

　そんな折、シエル様が兵をこちらに向けたと耳にして、生きた心地ここちがしませんでした。直ちに会議を開き、ここは真っ先に我らの将来を案じ、手を差し伸のべて下さったフレリカのシエル様に縋すがろうと、ルイユノーク市民の総意を受けて降こう伏ふくする旨むねの書簡を認したため、私自ら使者に立った次し第だいです」

「……なるほど、ことの顚てん末まつはわかった。ならばミゲルとやら、書簡はこのリーエが預かる。そなたはルイユノークに戻もどり、民たみが動揺しないようしっかりと治めてくれ。いずれ軍師から、何らかのお言葉があろう」

「は、ははっ！　よろしくお願い致しまする！」

　ミゲルはリーエに頭を下げ、丁てい寧ねいに書簡を渡わたして去っていった。

　リーエはシエルの視野の広さを目まの当たりにし、暫しばし呆ぼう然ぜんとなった。

（私が献けん策さくした時、既に軍師は火種を残さない完璧な方法で実行していたんだ……）

　ショックだった。

　ラーカスに三軍師あり。

　帝国の天竜姫テユリオン。

　パルディナの天翼狼ジオード。

　そして、フレリカの天翔虎カルーデイア。

　その一人の深い知略を垣かい間ま見みたリーエは、身み震ぶるいするほど、感動していた。

（これが、天翔虎の軍師なんだ）

　目の前に突きつけられた現実を分ぶん析せきすればするほど、背筋にびりびりと電でん撃げきが走る。

「はは……凄すごい、凄いや！」

　リーエは今、無む性しようにシエルの顔が見たくなった。

　シエルの命令を受け、戦いたいと願った。

『全軍に告ぐ！　ルイユノークとヒューレは軍師シエル様の策により落ちた！　我らはこれより北のクロノワークに向かい、フレリカ本軍と合流する！』

「ははっ！」

　リーエは馬の踵きびすを返すと、ミゲルの書簡を懐ふところに入れて一路、進軍方向を北に向けるのだった。




　一方、フレイ率いる三〇〇〇の軍は、シエルがカリューノン台地に、そしてリンシアがガーネ山道に築いた砦とりでで休きゆう憩けいを取りつつ、拠きよ点てんトラインに向かって進軍していた。

　フレイ軍は先頭にフレイとニーア、中軍にカリノ、後軍にマードックという陣じん容ようでガーネ山道を慎しん重ちように歩いていく。先にこの場所で帝国平北軍と戦った時は雪深かったが、流石さすがに六月ともなると白い塊かたまりは姿を消し、涼すずしげな風が道を行く者達の疲つかれを和やわらげてくれた。

「なあ軍師ちゃんよ」

　フレイが巨きよ大だいなカモシカのワーネスの背中から、隣となりで馬を進めるニーアに話しかける。

「何よエロ将軍」

　相変わらず、ニーアの態度はガーネ山の雪ゆき解どけ水より冷たい。

「え……まあいいや。本当によ、あのベルガーの奴やつはトラインを攻せめるのか？」

「それは間違いないわ」

　ニーアは間かん髪はつ入れずに断言した。

「こんなの、シエルやアレイアでなくてもわかることよ。策とも呼べないほど、基本的な攻め方だわ」

「そ、そうか、そうだよな」

　少々慌あわてるフレイ。

「そもそも帝国軍は八〇〇〇〇もいるんだから、何もわざわざ一カ所に集まって戦うことはないのよ。元々帝国は四将に兵を任せて、それぞれ担当する地域を攻こう略りやくさせる方面軍制をとっていたけど、征西将軍レンギルが討うたれたことでその一角が崩くずれた。だから、帝国の真の力を見せつけたいんでしょ」

「それで、一手がフレリカに攻め込むのはわかるとして、何でベルガーの奴が来るってとこまでわかる？」

「そりゃ決まってんじゃん。あたしとあんたが帝国の四将筆頭アルベルト・ベルガーの名に、べーっとりと泥どろを塗ぬってやったからよ！」

「え!?　オレも!?」

　そこまで説明しなきゃならないのか、と嘆たん息そくするニーア。

「溜息つくんじゃねー！」

「うっさいわね説明してやるから両耳こっちに向けて有り難がたく拝はい聴ちようしなさい！」

「は……ちょ？」

『聞けってことよ！』

　フレイと会話をすると、どうもペースが狂くるう。ただそれが不思議と嫌ではないのだから、自分も相当やられてるな、と感じるニーアだった。

「フレイはね、何と言ってもあのベルガーと一いつ騎き討ちに持ち込んで、勝ってるのよ」

「はあ!?　あんなのが一騎討ちと言えるか！　数合交えただけで、あいつは逃にげちまったじゃねぇかよ！」

『だからそれが周りの目にはあんたの勝ちに映るのよ！』

「お、う、そうなんか？」

　普ふ通つうの男なら、長身で筋きん骨こつ隆りゆう々りゆう、真っ赤な炎ほのおのような髪かみに太く雄お々おしい眉まゆを持つフレイが叫さけぶと、それだけで震ふるえ上がってしまう。

　だが小こ柄がらで線が細く、ついでに出るところがあまり目立たない女軍師ニーアが堂々と言い返しているのだから、二人の後ろにいた兵はいつフレイから流れ矢が飛んでくるのかと、戦せん々せん恐きよう々きようだった。

「それに加えて、ベルガーはあたしを陛下と勘かん違ちがいして兵を下げ、陛下を討ち漏もらした挙げ句に平北軍を壊かい走そうさせたわ。これはベルガーにとって、耐たえ難いほどの屈くつ辱じよくよ」

「そりゃまあ、そうだろうなあ」

　フレイはもし自分がベルガーだったら、と顎あごに手を当てて想像した。

「だから、今回の帝国軍侵しん攻こうでは絶対にベルガーは別行動を取ると見たのよ。しかもその最初の拠点であるトラインに憎にくたらしい二人がいると知れば、ベルガーは命令違い反はんを犯おかしてでもトラインに来るでしょうね」

「はは、なるほどな！」

　漸ようやく、フレイが納なつ得とくした顔を見せた。

「オレもあいつにはでけぇ借りがある。絶対にこのままじゃ済まさねぇ！」

「え？」

　きょとん、とするニーアに、フレイはワーネスの巨きよ体たいをニーアに寄せて顔を近づけた。

「お前を斬きられたことだ！」

「あ、あー……」

　ニーアは頰ほおを赤くして、目を逸そらした。

　そういえば、と辺りを見み渡わたしながら思い出す。ミオの身代わりになって帝国軍を引きつけたあの計によってベルガーに斬られたのは、丁度この辺りだった。

　あの時、ニーアは命を捨てるつもりだった。

　自分の失態でフレリカの象しよう徴ちようである王女ミオと、フレリカで最も強い武将フレイが共にディアナに封ふうじ込められ、フレリカの存亡をかけた〝カリューノン台地の戦い〟に参戦すら出来なかったという事態を招いた。

　天竜老デユロンの軍師と呼ばれた帝国のアルセル・ディオラに師事し、ずっと三軍師の背中を追いかけ続けたニーアにとって、この大失態は死に匹ひつ敵てきするほどの恥はじだった。

　だが、ニーアはまたこの道に立っている。

　あの時、失血で朦もう朧ろうとする意識を何とか繫つなぎ留めようと必死に話しかけ、力強くニーアを抱だきしめながらワーネスを走らせたフレイ。

　そのフレイのおかげで、ニーアは再び帝国平北軍と戦う機会を得た。だがフレイにしてみても、ベルガーに逃げられてニーアを斬られたのは、屈辱以外の何物でもなかった。

「あいつがオレを狙ねらってくるなら願ってもねえ！　今度こそ決着をつけてやる！」

　獣けもののように目を血走らせながら、フレイが吼ほえる。

「あんた、本当にあのベルガーに勝てる？」

「どういう意味だ!?」

　ニーアはフレイの額に手を伸ばし、ぴと、と触ふれた。

「武力、知力、経験、そしてあのアーティファクト。帝国の四将筆頭の名は伊だ達てじゃないわ。そんなにいきり立ったあんたじゃ、絶対に勝てないよ」

「む、ぬうう……」

　ぺとぺと、と額を叩たたく。まるで犬か猫ねこかをあやしているかのように。

「落ち着きなさい。多分、単純に比べればベルガーはあんたよりも数段強いわ」

「何を──」

『それでも！』

　文句を言いかけたフレイを、ニーアが無理矢理押さえつけた。

「それでも、フレリカの上将軍フレイ・フォルクが勝つ。ね？」

　柔やわらかな風に短い髪を揺ゆらしながら、ニーアが微ほほ笑えむ。

「あたりめーだ！　お前がつけられた傷は、オレが百倍にして返してやるぜ！」

「うん！」

　フレイが笑う。

　ニーアも、その真まっ直すぐな眼まな差ざしを笑顔で受け止めた。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




「帝国軍八〇〇〇〇は現在、ロジーナからリーフに向かって進軍中！　その後は南西のクロノワークに向かうとのことです！」

　セラックに到とう着ちやくし、一息ついていたシエルの許もとに、斥せつ候こうからの情報が齎もたらされた。

　トーレ帝国は、いや帝国の皇帝は、自分に楯たて突つく者達との決戦を望んでいる。ちまちまとした小さな戦いくさはやめて、この一戦で決着をつけようじゃないか。そう言われているかのような情報だった。

「ご苦労さま。それでパルディナとリュナスの軍は？」

　シエルが斥候に駆かけ寄り、食いつかんばかりに訊きく。

「はい。リュナス軍とともにメリッサへ向かっていたアンバー様より報告が入っております。現在、パルディナ軍四〇〇〇〇、リュナス軍三五〇〇〇。計七五〇〇〇がメリッサに駐ちゆう屯とんしており、翌朝にはクロノワークの南に布ふ陣じんするとのことです！」

『な、七五〇〇〇!?』

　シエルだけでなく周りにいた兵からも、思わずおお、と声が漏れた。

「ということは……総軍で、一〇〇〇〇〇!?」

　これは、シエルの予想を大きく上回る兵力だった。

「僕ら二五〇〇〇に加え、三五〇〇〇人分の食料……王都に戻もどったら、エナに腕うで一本くらい取られるかな……」

　シエルはアレイアの提案である〝リュナス王国分の食料をフレリカが持つ〟という条件が、ここまでの負担になるとは、と頭を搔かいた。

「あにき、どうしたです？」

　青ざめているシエルの後ろから、マギーとリンシアが現れた。

　シエルはパルディナ、リュナス軍が総勢七五〇〇〇になったこと、そのリュナス軍の食料はフレリカが持たなくてはならないことを話した。

「それは、た、大変ですね。戻ったら丞じよう相しように軍師の腕一本は捧ささげないと……」

「ぐう……」

　リンシアの言葉が、シエルの胸に突つき刺ささる。

「どうしてそんな条件を飲んだですか？」

　マギーの問いに、シエルは引き続き頭にやった手を動かしながら答えた。

「パルディナはリュナス軍の為ために関所、拠点での駐屯、街かい道どうの解放など、出来る限りのことをしてくれた。それは同時に、リュナスによる裏切り行こう為いがあった場合、内側から崩ほう壊かいさせられる可能性を秘ひめていた。アレイアがそのリスクを受け入れてくれたから、僕らフレリカも多少の負担は受けなきゃならなかったんだ」

「でも、リュナスはパルディナと一いつ緒しよに帝国と戦ってきた国ですよ？」

「敵の敵だから味方、とは限らない。見えないところで工作が進んでいたら、僕もアレイアもお手上げだ。これだから情報は大事なんだよね」

　領土を奪うばわれるよりは、お金を奪われる方がましだと思ったのだが……リュナスは蛮ばん族ぞくの国とも呼ばれている。そんな彼らは、戦で一日にどれだけの食料を消費するのか。考えただけでも頭を搔く手が忙いそがしくなる。

「とにかく僕らは一度、パルディナ・リュナス軍と合流する。セラックは大事な防衛拠きよ点てんであり、補給線でもある。千人長アルガードと三百人長リカルド、それと二〇〇〇の兵を残そう。二人は残りの者に声をかけ、出しゆつ陣じんの準備を」

「「ははっ！」」

　マギーとリンシアは一礼し、踵きびすを返して走って行く。

　シエルはそのままセラック城領主の部屋にいるミオの許へ向かった。

　セラック城はそれほど大きな城ではないが、分厚い城じよう壁へきと高いキープを持つ、まさに防衛拠点と言える城だ。城壁内部の東西南北には見張り塔とうがあり、大たい抵ていの城がそうであるように、一階から二階に相当する部分には扉とびらがない。

　何な故ぜならこの塔は牢ろう獄ごくも兼かねているのだ。塔の一階二階は仕切られておらず、出入り口は中しかない。個々に落とされた囚しゆう人じんは、三階相当の高さから下ろされるはしごを登るしかなかった。

　漆しつ喰くいの壁かべで造られた町並みはエリューディンとフレリカの文化が融ゆう和わしていて、フレリカ育ちのシエルにとっては懐かい古こ的な印象を受ける。

　そのセラックの町と見張り塔を目にしながら、シエルは息を切らせつつ螺ら旋せん階段を上っていた。

「何でこう、城や砦とりでって、階段ばっかりなんだ」

　ぼやいたところで階段の数が減るわけでもない。シエルはやっとの思いで階段を上りきり、扉を開く。そこではミオが、兵士数名とアルガードに命じて豪ごう華かに飾かざりたてられた調度品を、部屋の中央に集め終わっていたところだった。

「全く、帝国はどこも無む駄だに金をかけおって！　こんな物は全部売り払はらって、その金を王都のエナに届けよ！」

「は、ははっ！」

　アルガードが兵に命じ、ひとまず品を担かつがせて部屋から退出した。

「おおシエル！　どうだ、すっきりしただろ？」

　両手を広げて部屋を見回すミオ。すっきりを通り越こして閑かん散さんとした印象すら受けた。

「確かに。でもこれじゃあ、領主の部屋というよりはただのリビングじゃない？」

「一向に構わん。帝国によってラーカスの民たみは皆みな、苦しめられている。我らフレリカだけでも贅ぜい沢たくは禁じ、民を安んじる心を示すべきだ」

　笑え顔がおでそう語るミオの表情から、赤心であることが伺うかがえた。

「折角片づけが終わったところを悪いけど、出陣しよう。クロノワーク平原の南で、パルディナとリュナスが僕らを待っているだろうから」

「おお、そうか！」

　ミオがたたた、とシエルに近づく。

　アルガードが兵を連れて出で払はらった為、今は二人きりだった。

「今回はこの城に残れ、とは言わないんだな」

「そりゃそうだよ。セラックは僕らの補給拠点なんだから、ただですら目を付けられやすい。そんなところにミオを置いたら、真っ先に狙われちゃうよ」

　シエルが軍師として、戦術的観点からそう説明すると、ミオはつまらなさそうに唇くちびるを尖とがらせた。

「ちえっ。一緒にいたいからとか言えんのか」

「え、何？」

「シエル、ちょっと座れ！」

「え……う、うん」

　シエルが首を傾かしげながら座ると、ミオはシエルの背後に回り、自分の背中をくっつけるように腰こしを下ろした。

「ミオ？」

　シエルが声をかけると、ミオは膝ひざにあごを置いて言った。

「最近あんまり二人っきりになる時間がないから、少しだけ私にその時間をくれ」

「……うん」

　背中にミオの温ぬくもりを感じて、胸が高鳴るシエル。

　更さらにミオは、頭を上に向けて寄りかかる。

　シエルの首筋に、ミオの髪かみが触れた。

「なあシエル、お前が自分の館でフレイやマギーに、私のことを好きだと言っていたこと……あれ、本心だよな？」

『!?』

　シエルが言い訳をしようとして、口をぱくぱくさせる。

　あの日、メイドのレネリーからミオが訪おとずれていたことを知ったシエルはすぐにその後を追ったが、結局ミオの背中すら見ることが出来なかった。

　その後、ミオから特に何も言われていなかったので、帝国軍への対策で頭が一いつ杯ぱいになってしまい、自分の中でひとまず棚たな上あげにしておいた。

　その棚が、突とつ然ぜん崩ほう壊かいしたらしい。

「男らしく正直に答えよシエル・スノーハート！」

「あ、う……」

　男らしさの欠片かけらもないシエルだが、どんなことでも、自分が口にしてしまったことの責任は、自分が取らなければならない。

　シエルは意を決し、ミオと同じように膝を抱かかえ、頭を搔きながら言った。

「僕は、ミオが、好きだ！」

「それだけか？」

「ミオのこと……子供の頃ころから、ずっとずっと好きだった！　フレリカ王を救出して、国を再興したいと思ったのも、ミオを苦しみの中から救い出したい一心だったからだ！」

　緊きん張ちようで目め眩まいすら覚えるシエルに対し、ミオは冷静そのものだった。

「いいだろう。だが私は、そんなお前に覚かく悟ごを訊きたい」

「…………」

「私と一緒にいるだけなら今のままでも出来る。私はいずれフレリカの跡あと取とりを産まなければならないが、その父となる者の末路は知っているだろう。シエル、お前は私にとってどんな存在になりたいと願う？」

「ぼ、僕は……何度剣けんを練習しても、ちっとも上達しなくて……乗馬だけは何とか身につけられたけど、結局今でも城の階段を上るのがやっとの体力しかつかなかった。こんな僕の剣じゃ、ミオを守れないから、軍師への道を選んだ。

　そんな僕だけど、ミオの全すべてが欲しいと思ってる。難しいことだけど、これまでのしきたりを考え直して、ミオ王女の恋こい人びととして認められるようになりたい」

　ミオは身体からだを反転させ、シエルを強く抱だき締しめた。

「やっと……やっと、言ってくれたな」

　シエルが手を上げ、ミオの耳の上に触ふれた。

「お前と私はきっと、同じ想おもいを抱いだいていたんだと思う。だがフレリカの王家という立場が足あし枷かせとなって、中々前を向けないでいた。シエルが私の全てを求めているのならば、相当の覚悟が必要だ。

　でも、お前はそれをちゃんと見せてくれた。だから私も、シエルの覚悟に応こたえよう。これからフレリカ軍と本国に通達する。私、ミオ・フレリカは、フレリカの大忠臣であるシエル・スノーハートと結ばれ、子を成し、世よ継つぎとする、とな」

　ミオの頰ほおに、シエルの涙なみだが落ちた。

「ありがとう、ミオ」

「うん？」

　シエルはミオの顔に頰を寄せた。

「これで僕は、何が何でも帝てい国こく軍に勝ちたい、っていう気持ちになれた。帝国軍を倒たおして、無事に王都に帰りたいって。今回の戦いはラーカスの歴史上、最大の戦いくさになると思う。誰だれもが感じたことのない重圧の中で生き残る為の最後の武器は、愛する人の許に戻もどりたいって気持ちなんじゃないかな」

「シエル……」

　シエルが顔を上げると、目と鼻の先にミオの泣き顔があった。涙が目元から鼻の脇わきを通り抜ぬけ、唇に至っている。シエルは目を閉じ、涙に浸ひたったミオの唇に口をつけた。

「あ……」

　ミオは思わぬ口づけに眉まゆを上げて驚おどろいたが、すぐに瞼まぶたを下ろしてシエルに身を委ゆだねた。

「ミオは僕だけでなく、フレリカのみんなに力をくれる。だから、一緒に行こう」

「うん」

　シエルとミオは同時に立ち上がり、もう一度キスを交かわした。

「生きて帰ろう。絶対に！」

　シエルの強い言葉にミオはこの上ない幸せを感じつつ、扉を開けた。

　ラーカスの未来と、自分達の未来を切り開く戦に、身を投じる為に。







　第四章　クロノワークの夜







　北東にトーレ帝国領、リーフ。

　北西にフレリカ王国領、セラック。

　南東にパルディナ皇国領、メリッサ。

　この三都市の中央に位置するのが、クロノワーク平原である。

　土は軟やわらかく肥ひ沃よくで、その名の通り起き伏ふくの少ない大地が延々と続いている。何もないが故ゆえにその表情は様々で、雪の季節には雪原と化し、乾かん季きには枯かれた草が黄金の風となって草原に波は紋もんを奏でる。育ちの季節には青々とした草花が咲さき乱れて小さな虫や鳥を呼び、実りの季節には様々な草が口に出来るのかわからない小さな実を土に落とす。

　この地は旅人の間では〝戸と惑まどいの平原〟とも呼ばれ、冒ぼう険けん者の口からは〝走る迷めい宮きゆうの平原〟とも言われている。

　前者は余りにも広大で特とく徴ちようのないこの平原では、一度足を踏ふみ入れると一いつ瞬しゆん自分がどちらに向かっているのかわからなくなってしまうことから、後者はこのクロノワーク平原にあるダンジョン〝トゥルーマの大迷宮〟の入り口が、どういうわけか度たび々たび移動することに由来する。

　この地に来た者なら内政に詳くわしい者でなくとも、広大な大地に麦でも育てられれば北ラーカス地方有数の穀倉地帯になるだろうと想像する。だが、そうする為ためには西のガーネ山からか、東のソルート連山から水を引かなければならない。

　各国の国境に近いこの地に莫ばく大だいな費用と膨ぼう大だいな時間を投資するのは、敵の為に畑を耕す行こう為いだとして避さけられてきた。

　時に帝てい国こく暦れき三九年六月一日。

　クロノワーク平原北にトーレ帝国軍八〇〇〇〇、南にフレリカ、パルディナ、リュナス連合軍一〇〇〇〇〇が集結していた。

　フレリカ軍は連合軍の左さ翼よくに陣じん取どり、宿営の準備を始める。その数から、自おのずと中央に位置することになったパルディナ軍の陣地に向け、シエルは義ぎ妹まいであるマギー上将軍と僅わずかな手勢を連れ、パルディナ軍本陣に向かって馬を進めた。

　シエルはその途と中ちゆう、フレリカ軍の兵士らの様子を細かに観察した。

　この日のクロノワーク平原は快晴だったこともあり、黄昏たそがれ時どきの空はコバルトブルーをブラッドオレンジが浸しん食しよくしていく様が視し認にん出来る。

　そんな中、兵達は竈を造り、薪まきを入れて火を焚たき、水を運んできた馬車からたっぷりとバケツに注いで笑い合いながらそれぞれの持ち場に戻っていく。

　シエルとマギーの姿を見ると、笑顔で挨あい拶さつしてきた。緊張しすぎて黙もく々もくとしている風でもなく、緩ゆるみすぎて馬ば鹿か騒さわぎしているわけでもない。実に頼たのもしいと感じた。

　パルディナの陣に入ると、シエルはマギーとともに一ひと際きわ大きな幕舎に向かってパルディナ兵に案内された。

　六角形のテントの中に、瞳ひとみに優やさしく入ってくる青い絨じゆう毯たんが敷しかれており、中央には巨きよ大だいな正方形のテーブルが置いてある。幔まん幕まくにはパルディナ皇国の国旗が大きく記されていて、入ってきた者を飲み込まんばかりの威い圧あつ感を放っていた。

「シエル、来ましたか！」

　その国旗を背に、背が高い細身の男がシエルに近寄ってきた。

　パルディナ皇国の神しん託たく師しにして天翼狼ジオードの軍師、アレイア・スカラーだった。

「久しぶり、アレイア」

　シエルとアレイアは、握あく手しゆを交わして労ねぎらい合った。

「さあ、後ろのお嬢じようさんと一いつ緒しよに席についてくれ。紹しよう介かいしたい御ご仁じんがいる」

　後ろのお嬢ちゃんとは、マギー上将軍のことだ。

　いきなりの子供扱あつかいに頰を膨ふくらませるマギーだったが、シエルがその肩かたをぽんと叩たたいて制し、手を引いてテーブルへと向かうと、否いやが応にもその一角に座っている巨きよ漢かんに目が行った。

　分厚い鎧よろいに身を包み、席についても兜かぶとを下ろしていない。口の周りには突つき刺ささっているかのような灰色の髭ひげがあり、ぎらぎらした目と相あい俟まってまるで猛もう獣じゆうのようだった。

「ご紹介します。こちらは私の学友であり、フレリカ王国の軍師、シエル・スノーハートです」

　ぎょろ、と大男の目がシエルに向けられる。

　それだけで、シエルは何だか居い心ごこ地ちの悪さを感じた。

「シエル、こちらの御仁はリュナス王国軍総司令官にして大将軍、ゾルアス・ノスティーク殿どのです。此こ度たびの戦でリュナスは二〇〇〇〇の兵を出す予定でしたが、ノスティーク殿の働きかけでリュナス王が三五〇〇〇まで増兵することを認めて下さいました」

　アレイアがそう紹介し終えると、ノスティークはがたん、と音を立てて立ち上がった。

　その身長はアレイアよりも一回り高く、フレイと同等だった。口を真一文字に結び、眉を逆立ててシエルを見下ろすノスティーク。

　その全身からは強きよう烈れつな武の臭においを発していた。

「お初にお目にかかる。ラーカスの三軍師と呼ばれた者らのうち、二人が手を取って戦うことに加え、兵力でも帝国軍を上回っている。もはや負ける要素はないな！」

　ノスティークがそう言うと、シエルとアレイアは揃そろって血相を変えた。

「帝国は先の大軍師ディオラが倒れ、征せい西せい将しよう軍ぐんレンギルが討うたれ、平へい北ほく将しよう軍ぐんベルガーもフレリカ侵しん攻こうに失敗し、更さらには帝都にて大王宮建設の為に多くの民から反感を買っています。

　ですが、それだけです。帝国の力は、まだまだ我々の及およぶところではありません」

　と、アレイア。

「その通りだよ。フレリカ、パルディナ、リュナス。この中で八〇〇〇〇もの兵を動かせる国なんて一つもない。それをやってのけるのが、トーレ帝国っていう大国なんだ。加えて言うなら、今回の帝国軍は皇帝を筆頭に、大元げん帥すいジンと大軍師ユミカも出しゆつ陣じんしている。少しでも敵を侮あなどれば、大敗するからね？」

　と、シエル。

　パルディナを代表する軍師と、フレリカを代表する軍師が揃って口にしたのは、斜しや陽ように見える帝国勢力への侮りは危険だ、ということだった。

「わかったわかった。両名がそう言うならば、そうなんじゃろ。我がリュナス軍は少しの手も抜かず、帝国軍を圧あつ倒とうして見せようぞ！」

　がはは、と笑うノスティーク。

「だがな天翼狼ジオード殿どのに天翔虎カルーデイア殿。儂わしは一つだけお主等に問いたい。このリュナス、パルディナ、フレリカというそれぞれ国も文化も違ちがう連合軍の大将は、誰がやるんじゃ？」

　意外にも、鋭するどい一言だった。

　帝国軍の大将は、言わずとも皇帝であることは明白だ。だが三国からなる連合軍の大将となると、そうはいかない。何せ過去にこれほどの規模の連合軍など結成されたことがないのだから、この軍議ではっきりとしておかなくてはならない、大切なことだった。

　ノスティークがどかっと椅い子すに座ると、アレイアもシエルも、それぞれ席に着く。

　マギーはシエルの後ろに控ひかえ、万が一がないよう周囲に目を光らせた。

「僕はアレイアがやればいいと思う。この三国で互たがいに同盟を結んでいるのはパルディナだけだし、何よりこの連合軍で最も兵を出しているからね」

　シエルがそう発言すると、ノスティークが続けた。

「そうじゃなあ、異論はない。元々、リュナス独立はパルディナの、即すなわち天翼狼ジオード殿の力ちから添ぞえがあってのことじゃった。本国のリュナス王も納なつ得とくじゃろ。まあ、言いたいことがあっても、儂には何も言えんじゃろうがな！」

　再び面おも白しろそうに笑うノスティーク。だが、シエルにとっては今のノスティークの発言は興味深いものだった。

　リュナス王は傀かい儡らいで、実権はノスティーク大将軍が握にぎっているらしい。そんな国の内情を、自己顕けん示じの為にわざわざこの場で口にしたノスティークという男は、腕うでは確かでも頭の方はそうでもないと推察できる。

　ちらりと横目で見たアレイアの小さな溜ため息いきも、それを裏付けるには十分な要素だった。

　そんな中、アレイアはシエル、ノスティークと視線を移動し、二人に告げた。

「申し訳ありませんが、その提案は却きやつ下かです」

「「え!?」」

　驚きの声をあげるシエルとノスティーク。

「何でだよアレイア。この連合軍を纏まとめられるのは、君以外にいないよ？」

「天翔虎カルーデイア殿の言う通りだ！　何が不満なのだ？」

　騒さわぐ二人に、アレイアは氷のように冷たく言った。

「何な故ぜなら、私はパルディナ軍の先せん鋒ぽうになり、大元帥ジンと戦うからです」

『『!?』』

　これには流石さすがのノスティークも、昔から良く知る学友のシエルも、啞あ然ぜんとした。

「ちょ、ちょっと待ってアレイア。君は仮にもパルディナ軍総司令官じゃないか。その君が、何で？」

　シエルの問いに、アレイアは寧むしろ何故、シエルの口からそんな質問が飛ぶのか、と言いたげに困こん惑わくした表情を浮うかべた。

「まだ詳しい布ふ陣じんは決めていませんが、恐おそらく今の配置から大きく動くことはないでしょう。帝てい国こく軍は正面に大元帥ジン率いる本軍を、右う翼よくに鎮ちん南なん将しよう軍ぐんルニをフレリカに当て、左翼はリュナス軍と戦い慣れている定てい東とう将しよう軍ぐんジョゼットを持ってくると見ています。となると我らパルディナが主しゆ攻こうとして前線を維い持じしなければなりません。だから主攻は、持てる戦力の全すべてをぶつけなければならないのです。私も含ふくめてね」

「それは理解してる。でも、それでもアレイアが前線に出るのはどうかと思う」

　シエルがアレイアに真っ向から反論すると、ノスティークもアレイアに言った。

「儂も天翔虎カルーデイア殿に賛成だ。そもそもそれでは、連合軍の大将を務められる者がおらん」

「いえ、一人だけいますよ。この連合軍の中で、反帝国の旗印に相応ふさわしい御仁がね」

『！……ま、まさかアレイア!?』

　シエルの顔が青ざめる。

　だが、アレイアの口から発せられたのは……その、まさかだった。

「そう。かつて帝国が各国の王族を処しよ刑けいした時、その方だけはシエルの助けで生き延びました。その後、帝国征せい西せい軍を討うち果たし、帝国最強と謳うたわれた平北軍の猛もう攻こうも凌しのぎました。まさにこの歴史的な連合軍の大将に相応しい方ではありませんか。

　フレリカの王女、ミオ陛下は！」

　シエルも、その後ろのマギーも。

　そしてリュナス軍の大将軍ノスティークですら、アレイアが放った言葉を静かに、確実に、耳に入れていた。

　フレリカ軍を率いているのがシエルではなくミオである、という話は、まだアレイアにもノスティークにもしていないのだが、アレイアは斥せつ候こうを使い、フレリカ軍の陣じん容ようを調べていたのだ。

「そもそもフレリカは歴史ある国です。その王女であれば、何の不足がありましょう？」

　このアレイアの提案に反応を示したのは、ノスティークだった。

「天翼狼ジオード殿の言葉にも一理あるのう。確かに連合軍はパルディナの神託師、リュナスの大将軍クラスが軍を率いているが、フレリカのように王おう侯こうまでは出てきておらん。もし天翼狼ジオード殿の言う通り王女様がここにいるならば、総大将は決まりだ」

　じろり、とシエルを見るノスティーク。

　シエルとしては……この流れだけは、避けたかった。

　総兵士数一〇〇〇〇〇の軍といっても、まだ一度も合同で訓練したことのない個別の軍の集まりでしかない。

　ミオの性格を考えればこの話、胸を張って受けるだろうが……。

　好きな人が帝国軍八〇〇〇〇の目標にされてしまうのは、とても辛つらい。

　シエルは知らず知らずに頭を搔かきむしり、額に汗あせを滲にじませていた。

「シエル、ミオ王女をこの本ほん陣じんにご案内して下さい。この戦いくさに勝利したければ、これが一番なのはあなたもわかるでしょう？」

「う……」

　言葉に詰つまるシエル。

　思い返せば、ユミカに負けてルナリムでアレイアと会談した時は、シエルが巧たくみにアレイアから大金を引き出した。だが今回はリュナス軍の兵ひよう糧ろうを肩かた代がわりしなければならなくなり、あまつさえフレリカ軍を奮起させる為ために渋しぶ々しぶ帯同を認めたミオが、総大将に祭り上げられようとしている。

　流石はアレイアと言いたいところだが、正直なところ精彩を欠いているのは、自分なのだと思った。

「……わかった。但ただし、ミオ陛下はこの連合軍の総大将になる為に来たわけじゃない。この大戦までに何とか二五〇〇〇の兵力を揃えたけど、それをゆうに上回る兵で共に戦ってくれるパルディナ、リュナス両国に負けない働きを見せたいとのお心からなんだ。だから陛下が断ったら、それを認めてもらいたいんだけど──」

　シエルの弱気な言葉に、アレイアが嚙かみついた。

「天翔虎カルーデイアの軍師は、牙きばが抜ぬけましたか？」

「！…………」

「ここはもう戦場であり、戦は始まっています。私とて剣けんを振ふれる者として先せん陣じんを担になうのです。あなたにも、そしてミオ王女にも、やれることは全部やって頂きたい」

　返す言葉がなかった。

　この戦には、ラーカスの未来がかかっている。武を持つ者は剣を持ち、智ちを持つ者は策を練る。

　そして王たる者は……皇帝の存在を否定すべく、立たねばならないのだ。

「連合軍の総大将はフレリカ王女、ミオ陛下です。直ちに全軍にそう通達し、一国の王がこの軍の指揮を執とることを伝えましょう」

　アレイアが立ち上がり、外に向かって歩いていく。

　その足をシエルは……止められなかった。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




「な!?　み、ミオ陛下に、連合軍の総大将をですと!?」

　本陣での軍議が終わり、フレリカ軍の幕舎に戻もどってきたシエルとマギーは、ことの顚てん末まつをミオと諸将に報告した。

　それを聞いたリンシアは、思わず声をあげて立ち上がり、ラミナは眉み間けんに皺しわを寄せる。ベロニカは特に変わった様子もなく入り口付近に立ち、肝かん心じんのミオは腕うで組ぐみしたままその報を受け止めていた。

「軍師、それだとあたいらは連合軍の盟主ってことにならねぇか？」

　ラミナがちらりとシエルを見る。

　この連合軍は誰だれが盟主となったわけでもなく、シエルとアレイアが互いの考えをすり合わせた結果である。

　シエルは青い顔をし、俯うつむき加か減げんで答えた。

「うん。僕としてはこの流れは──」

『予定通りだなシエル！　流石は天翔虎カルーデイアの軍師だ！』

　シエルの言葉を遮さえぎって、ミオが力強くそう言った。

「え、え？」

　目を丸くして当とう惑わくするシエル。

「パルディナ、リュナスとの軍議で上う手まく立ち回り、私を盟主にする。さすればフレリカは三国の中で頭一つ抜けた存在になる。これで帝国軍に勝利すれば、ラーカスの覇は権けんを握る大きな一歩となるぞ！」

「「「お、おおお……」」」

　ミオの言葉に、マギー、ラミナ、リンシアらが声を漏もらした。

「確かに、連合軍では兵力の少ないフレリカ軍ですが、陛下が連合軍の総大将となれば、フレリカの名は広くラーカスに轟とどろきましょう」

　と、リンシア。

「そうか、流石だな軍師！　確かに陛下がアタマなら、この連合軍はフレリカ軍みてぇなもんじゃねぇか！」

　と、ラミナ。

　少し論点はズレているが、言わんとすることはわかる。

「し、しかしあにき……」

　マギーが心配そうにシエルの顔を覗のぞく。

　シエルは唇くちびるを強く嚙み、今にも泣き出しそうな表情を俯いて隠かくしていた。

「マギー、リンシア、ラミナ！　お前達は陣じん中ちゆうにフレリカ王女ミオが、正式にこの連合軍の大将となったことを兵らに伝えてこい！　この連合軍の盟主はパルディナでもリュナスでもない。他ならぬこのフレリカなのだとな！」

「「「ははっ！」」」

　ミオの命を受け、三人が幕舎から出ていく。

　残ったのはミオ、シエル、そしてベロニカだけだった。

「ミオ……ごめん……」

　シエルは、アレイアに上手く利用された自分が不ふ甲が斐いなくて、歯がゆかった。

　ミオは席から立ち上がってシエルの側そばに行き……。




　シエルの後頭部を、思い切り拳こぶしで殴なぐった！




　ごつん、という音が響ひびき、シエルの額がテーブルに突つき刺ささる。

『！？！？！？』

　驚おどろきと、混乱と、痛みと。

　それらが混ぜ合わさったものが、シエルの思考を止めた。

「フレリカ軍の要かなめたるお前がそんなことでどうするのだ！　いいか、良く聞けシエル。軍議は戦だ！　この戦で負けるのは弁が立たない者でも、度胸がない者でもない。

　ぼけーっとしていた者が負けるのだ！」

　シエルはテーブルに突つっ伏ぷしたまま、ミオの叱しつ責せきを受けていた。

「お前の才能はフレリカの誰もが認めている。私と思いが通じ合ったことで自惚うぬぼれてはならん。ぼけっとするな。気を抜くな。いつも心の中で刃はを研とぎ、それを瞬しゆん時じに抜けるようにしておけ！　わかったか！」

　ふるふると、シエルの身体からだが震ふるえる。

　次の瞬間、シエルはがばっと立ち上がり、ミオに目を落とした。

「ミオ……もう一度、僕を殴って──」

　言い終わる前に、ミオの拳がシエルの左頰ほおをとらえていた。

　どさり、と音を立てて絨じゆう毯たんに倒たおれ込むシエル。

『このど阿あ呆ほ！　お望みなら何度でも殴ってやる！』

　ミオの声は、震えていた。

　シエルを殴った手と心の痛みで、つい涙なみだが出てしまっていた。

「そうだ……僕は何をしてたんだ？　無む為い無策で戦場に行ってしまったのか？　そんなの、負けるに決まってる！」

　ミオと心を交かわしたことで、自分の中の緊きん張ちよう感ががっぽりと抜け落ちていたことに気づき、シエルは愕がく然ぜんとした。

　自分で意識的に気を抜いたわけではない。

　無意識のうちに、危機感が欠けつ如じよしてしまっていたのだ。

　シエルの脳のう裏りに、アレイアの辛しん辣らつな言葉が蘇よみがえる。

（天翔虎カルーデイアの軍師は、牙が抜けましたか？）

　アレイアはどこか空くう虚きよなシエルの目を覚まそうと、そう言ったのだ。

　そしてシエルの牙を再び鋭するどく光らせたのは他でもなく、ミオの拳だった。

　シエルはすっと立ち上がり、胸を張って頭を搔く。

　そしてミオに向かって叫さけんだ。

「アレイアの狙ねらいを逆手に取ろう。これからミオは僕と一いつ緒しよに本陣に行って、連合軍の大将を渋々引き受けるんだ。決して自ら名乗りをあげちゃ駄だ目めだよ。パルディナやリュナスから請こわれて仕方なく受けた、という形にするんだ。

　それから総軍軍師として天翼狼ジオードの軍師アレイアを指名してほしい。アレイアは先陣にならざるを得ない状じよう況きようにあるから、きっと辞退する。そうなれば周囲は自ずと僕を指名するだろうけど、僕も一度は断るよ。いいかい、二回目には必ず引き受けるから、しつこく僕を任命するんだ。いいね？」

　箍たがが外れたかのように、矢や継つぎ早ばやに策を口にするシエル。その瞳ひとみはいつものように、遠い未来を見み据すえているかのような輝かがやきを放っていた。

「そうだ、それが天翔虎カルーデイアの軍師シエル・スノーハートだ。いいだろう、本陣へ行くぞ！」

　ミオは何な故ぜ、二人とも頼たのまれた形で総大将を引き受けねばならないのかを聞きたかったが、それはひとまず後に置いておくことにした。

　今はとにかく、シエルがいつものように頭を働かせている姿を見られたことが、何よりも嬉うれしかったからだ。

「私も、お供致いたしましょうか？」

　幕舎の入り口で不ふ審しんな人物がいないか見張っていたベロニカが、ミオとシエルに声をかけた。

「そうだね、頼むよ」

「はっ」

　ベロニカは静かに返事をした。

　先さき程ほどからの様子を観察するようにただ眺ながめていたベロニカは戸と惑まどい、うなだれ、殴られ、励はげまされ、立ち上がったシエルを目にして、思わずゆったりと微ほほ笑えんだ。

「将軍には、見苦しいところを……」

　シエルが言うと、ベロニカは笑みを浮うかべたまま首を振った。

「逆ですよ。とても興味深いものを見せて頂いた。これほど、王に愛され、理解された軍師など、他におりますまい」

　かあっ、と顔が熱くなるミオとシエル。

「シエルがだらしないから悪いんだ！」

　ぼす、とシエルの尻しりを蹴けるミオ。

「面めん目ぼくない」

　しゅーん、と視線を絨毯に落とすシエル。

「お二人とも、いつまでもそのままで、お変わりになりませぬように」

「「え？」」

　ベロニカは目を丸くする二人を先導するかのように、幕舎を出ていった。

「何だろ？」
















「さあな。とにかくシエル、私達も急ぐぞ！」

「あ、うん」

　こうして三人はフレリカ軍の幕舎を出て馬に乗り、連合軍本ほん陣じんに向かった。

　連合軍幕舎は、中央に陣じん取どるパルディナ軍の奥にある。パルディナの兵らの間には、既すでに連合軍総大将はミオであることが伝えられていた。

　そのミオが傍かたわらにシエルとベロニカを連れて馬を進めると、その美しき容姿と凜り々りしい顔立ちに溜ため息いきを漏らし、どこからともなく拍はく手しゆが起こる。兵らはこぞってフレリカ王女の顔を見ようと集まり、その麗うるわしい姿を目にしては、片かた膝ひざをついていた。

「ここはどうするか。彼らの声に応じた方が良いか？」

　ミオがシエルに問うと、シエルは首を振ふった。

「まだ何もしなくていい。険しい顔つきで、思い悩なやんでいるように真まっ直すぐ本陣幕舎に進むんだ。そして幕舎に入ったら、こうしてほしい」

　シエルはミオとベロニカだけ聞こえる程度の声で言った。

「まず、アレイアがミオを連合軍総大将にしたい理由は三つある。一つはこの連合軍に参加したフレリカ、パルディナ、リュナスのうち、王族が来ているのはフレリカだけだから、帝国の皇帝と同格のミオを総大将として兵の士気を上げたいこと。

　二つ目はアレイア自身がこの連合軍を率いたいのは山々だけど、それをすると自分の立場が危あやうくなる。ただですらアレイアら神しん託たく師し派と教皇派で分ぶん裂れつしかかっているパルディナだ。それが教皇を差し置いて連合軍総大将になれば、やはりアレイアには野心があると見られ、この戦いくさの後で反乱が起きるだろう。そして三つ目はもしこの戦に負けた時、その責任を全てフレリカに押し付けられるということだ」

「軍師、それは酷ひどい話だぞ。それでは陛下が総大将になるのは、良いことがないじゃないか！」

　珍めずらしく、沈ちん着ちやく冷静なベロニカが声を荒あららげる。

「とまあ、アレイアは僕を言い負かして首しゆ尾び良よくミオを担ぎ出したかったんだろうけど、そうはいかないよ。二人とも耳を貸して」

　周りに聞こえない程度の声で、シエルはミオに知ち恵えを授さずけた。

　それを聞いたミオは、思わず噴ふき出した。

「はっはっは、それはいいな！」

　笑い声をあげるミオ。

「そ、それが上う手まく嵌はまれば……我々もかなり動きやすくなる」

　ベロニカが唸うなった。

「大事なのは、あくまで僕らは頼まれて連合軍を動かすポストについたんだ、という事実を作り上げ、全軍に広めることだ。ミオならきっと出来るよ」

　シエルがそう言うと、ベロニカは微笑んで頷うなずいた。

「確かに。陛下ならば天翼狼ジオードの軍師にも、リュナスの大将軍にも、気き後おくれしないでしょうからな」

「むむー、褒ほめられてるのかそれは？」

　軽く頰を膨ふくらませるミオ。

「勿もち論ろんだよ、ねえベロニカ？」

「最大限の賛辞のつもりです」

「ならいい」

　三人が、互たがいに視線を交かわして笑い合う。

「では、急ごうか」

　シエルとベロニカはミオに向かって頷き、アレイアとノスティークがいる連合軍本陣幕舎に向かった。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




「おお、おおお……」

　シエルがベロニカとともにミオを連れて幕舎に入ると、アレイアは思わず驚きよう嘆たんの声をあげた。

「アレイア。ミオ陛下をお連れした」

　そう言うシエルの声など、まるで耳に入っていない様子だった。アレイアはミオに魅み入いられ、石像と化してしまったかのように硬こう直ちよくした。

「アレイア？」

　シエルがもう一度、声をかける。

　だがアレイアの視線は、ミオとベロニカに釘くぎ付づけだった。

　そして機先を制して片膝をつき、ミオに頭を下げたのは、側そばにいたノスティークだった。

「儂わしはリュナス王国大将軍、ゾルアス・ノスティークと申す。以後、お見知り置きを」

　粗そ野やで乱暴なイメージがあるリュナスの将軍とは思えぬほど、堂に入った挨あい拶さつだった。

　ノスティークに先を越こされたアレイアは、慌あわてて姿勢を低くし、ミオに言った。

「ご尊顔を拝し、恐きよう悦えつに存じます。私はシエルの学友にして天翼狼ジオードの道号を頂ちよう戴だいした軍師、パルディナ皇国神託師アレイア・スカラーです。陛下が連合軍総大将として采さい配はいを振るわれれば、必ずや勝利は我らに齎もたらされましょう！」

　仰ぎよう々ぎようしい言葉を並べるアレイア。

　そんな中で、ミオはノスティークとアレイアの顔を交こう互ごに目にして、驚おどろくべき行動に出た。

『！！！！』

　何と、ミオは二人と同じように絨じゆう毯たんに右みぎ膝ひざをつき、頭こうべを垂れたのである。

「ななな、何と勿もつ体たいない！」

　ノスティークが激しく動どう揺ようする。

「そ、その通りです！　お顔をお上げなさいませ、陛下！」

　アレイアも、ミオの予想外の行動に度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

　片膝をつき、頭を低くする。

　これは明らかに、臣下が主君に対して行う礼である。リュナスでもパルディナでも、その国王が臣下に頭を下げる例がなくはない。だがそれは今目の前でミオがしているようなものではなく、一度だけ軽く顎あごを引く程度のものだった。

　ミオはアレイアとノスティークに対し、そのままの姿勢で告げた。

「まずは天翼狼ジオードの軍師アレイア殿どの。帝国大軍師ユミカに滅ほろぼされそうになった我がフレリカ王国は、あなたに救われた。厚く、厚く御お礼れい申し上げる」

「いえ、そんな、滅めつ相そうもございません……」

　アレイアはミオの凜りんとした声と素す直なおすぎる言葉に、感動すら覚えた。

「そしてリュナス王国大将軍ノスティーク殿。あなたの武名とご活かつ躍やくは、遠くフレリカの田舎いなかにまで轟とどろいています。東方の英えい雄ゆうと肩かたを並べて戦えること、誠まことに幸こう甚じんであります。共に悪逆の帝国を敵にする者同士、手と手を取り合ってがんばりましょう！」

「…………」

　声をかけられたノスティークは、今まで感じたことのない胸の熱さに、ただ身を震ふるわせていた。

　シエルはその神こう々ごうしさすら窺うかがわせるミオの姿に、かつての名君と謳うたわれたミオの父、先代フレリカ王の面おも影かげを見た。

　ミオもシエル同様、数々の試練を乗り切って、ここにいる。故ゆえにミオは王族が持つ気高き魂たましいと、民たみや国、兵を思いやる心を併あわせ持つ王へと成長していた。

「シエルからお聞きとは存じますが、陛下にはここに集結したフレリカ、パルディナ、リュナス連合軍の総大将となって頂きます。陛下ならば我らに勝利を齎して下さると確信致いたしました。どうぞ我らを、お導き下さい」

　アレイアがそう言うと、ミオは眉み間けんに皺しわを寄せて頭かぶりを振った。

「それはなりません」

『え？』

　アレイアが、目を丸くする。

「我らフレリカはパルディナ、リュナス両国の助力あって、この場に立てております。アレイア殿には実質的な援えん軍ぐんを頂戴し、ノスティーク殿のがんばりで帝国はフレリカに全力を注げなかった。そんなフレリカの王が、連合軍の総大将など務まりましょうか？　そんなことをすれば兵の士気は下がり、各おの々おのが功を焦あせって勝手に動き出すでしょう。私は帝国軍に勝利し、ラーカスの民の心を安んじさせたくて参さん陣じんしたのです。やはり総大将はアレイア殿が相応ふさわしい」

「し、しかし、もう陣中には触ふれを出しております。今いま更さらそんな──」

「それはアレイア殿が勝手にやったこと。私は知らぬ」

　ミオは先程までの柔にゆう和わな態度から一変し、アレイアに厳しく言い放った。

「陛下、どうか儂からもお願い申しあげる。この戦、帝国は皇帝まで出て来ておりまする。残念ながら我が主君リュナス王は戦を恐おそれて城から出ませなんだ。それに比べてミオ陛下の勇気と慈じ愛あいのお心は、連合軍総大将に相応しゅうござります！」

　ノスティークの発言に、ミオは立ち上がって拳こぶしを握にぎった。

「ご主君への悪言は慎つつしみなさい！　あなたがリュナスの大将軍でいられるのはリュナス王あってのことです。それを忘れれば、あなたは戦場ではなく自陣の幕舎で命を落とすことになりますよ？」

『は……ははーっ！　大変失礼致しました！』

　ノスティークが両手を絨毯につけ、ミオに謝罪した。

「とにかく、私はパルディナ、リュナスという大国を差し置いて、この軍の総大将になる気はない」

「陛下!?」

　アレイアが、咄とつ嗟さに両りよう膝ひざをついてミオに頭を下げた。

「帝国は皇帝自ら兵を率いておりまする。これに匹ひつ敵てきする大将を立てるとするなら、リュナス王かパルディナ教皇が最も適しているのはお言葉の通りかと存じます。ですが、そのご両名はこの戦場になく、さすれば自おのずとミオ陛下の他に、この大役を務められる者はありません！

　パルディナは、頭を下げてミオ陛下にこの軍の指揮をお願い致します。パルディナの神託師アレイア・スカラーの言葉です」

　ぐっ、と深く頭を下げるアレイア。

「アレイア殿の仰おつしやる通りじゃ。このリュナス大将軍、ノスティークからもお願い致す。陛下の御旗の下もとで、戦わさせて下さりませ！」

　ノスティークがアレイアの隣となりに来て、同じように心からミオへ総大将受じゆ諾だくを懇こん願がんする。

　そんな二人を見下ろしながら、ミオは嘆たん息そくした。

「ならば、今すぐパルディナ教皇かリュナス王を連れて来なさい。さすれば万ばん事じ、丸く収まるではありませんか？」

　ミオはまだ首を縦に振ふらなかった。

「ざ、残念ながら、教皇閣下はご病弱故、戦場の空気はお身体からだに悪いと仰られ……」

『何と、この一戦に負ければラーカスは再び帝てい国こくのものになるのですよ!?』

　再びミオが、悠ゆう長ちようなことを言うアレイアを叱しかった。

「それは、重々承知の上なのですが……」

「わかりました。ではリュナス王は？」

　次の矛ほこ先さきは、ノスティークだった。

「此こ度たびの遠えん征せい時、儂からもリュナス王陛下にご出馬を促うながしましたが、未いまだお子がない陛下にもしものことがあれば、リュナスは終わりだと仰られ……」

『この戦に負ければリュナスどころかラーカスの終わりです！　私とて子はなく、フレリカの存亡もかけているというのに！』

「わかっております、わかっておりますが、どうにもこうにも……」

　返答に窮きゆうするノスティーク。

　パルディナの神しん託たく師しアレイア・スカラー。

　リュナス王国大将軍ゾルアス・ノスティーク。

　武においてはノスティーク、智ちにおいてはアレイアの方が、ミオよりもずっと優すぐれているだろう。

　だがミオは今、その二人を完全に屈くつ服ぷくさせていた。

「陛下……我々の胸中、お察し下さりませ。そしてどうか、この連合軍に、勝利をお与あたえ下さい！」

　アレイアが、腕うで組ぐみするミオに力を込こめて言った。

　ミオは眉間に皺を寄せ、深く考えている様子を見せた後、思い切り嘆息してアレイアとノスティークの肩に手を置いた。

「お二人の気持ちはわかりました。致し方ないですね。その役、このミオ・フレリカがお引き受けしましょう」

『『おお、おおお……』』

　アレイアとノスティークが感激の声を漏もらした。

「ですが、それならばそれで幾いくつか条件があります」

　ミオは跪ひざまずく二人の間を抜け、髪かみを靡なびかせて振り返った。

「まず、この連合軍の名めい称しようを改める。打だ倒とう帝てい国こくの志を共にし、国境を越えて集つどった者達に国軍の名は相応しくない。故に連合軍ではなく、ラーカス軍とする！」

「承知しました」

　アレイアが即そく答とうする。

「こちらも異論はない。承うけたまわった！」

　ノスティークも同様だった。

　この程度の条件であればパルディナもリュナスも、大したリスクは負わないので、当然の反応だ。

　本題は、ここからだ。

「次にラーカス軍の大将が戦局を誰だれにも相談出来んのでは困る。故に……」

　ミオがちらりとシエルを見た後、アレイアに顔を向けた。

「ラーカス軍軍師を、天翼狼ジオードの軍師アレイア殿に任じたい」

「！……」

　アレイアの表情が、険しくなった。

「も、申し訳ありませんが、その件もご容よう赦しや願いませんか？」

「何な故ぜだ？　ラーカス軍一〇〇〇〇〇の指揮を執とるのだぞ？　栄えい誉よなことではないか」

「う、ぐ、仰おおせはごもっともなのですが……」

「どうした、顔色が悪いぞ？　天翼狼ジオードの軍師殿ならば、私も安心して相談出来るのだが」

　ミオがなおも攻せめ立てる。

　アレイアは珍めずらしく額に汗あせを滲にじませ、呻うめくように言った。

「実を申しますと……私はこの戦いくさでパルディナ軍の先せん陣じんを率い、私自身の力を示さなくてはならないのです」

「アレイア殿ほどの方の力を、今いま更さら誰だれに示す必要がある？」

「パルディナ軍にです」

　アレイアがふう、と息を吐はき重々しく話し始めた。

「ご存じの通り、パルディナは急速に領土を広げてしまった為ため、教皇を唆そそのかす不届きな一派と、神託師派の二派に分ぶん裂れつする危機に陥おちいっております。私はこのクロノワークの戦いで武ぶ威いを示し、教皇派を牽けん制せいし、再びパルディナの皆みなを一つにしなくてはなりません」

「そうか……つまりアレイア殿は軍師としてではなく、武人としてこの戦に望まねばならんのか」

「その通りです」

「ふむ。ではノスティーク殿はどうか？　恐らくこの中で最も経験豊富な大将軍殿だ。私を守り、良い知ち恵えを授さずけてはもらえぬか？」

「は？」

　ミオがにっこりと笑えみを浮うかべてノスティークを見ると、ノスティークは慌あわてて首を横に振った。

「仰せは有り難がたきことなれど、我がリュナスは古来武の国であり、儂わしもこの二本の腕うでで大将軍まで上り詰つめた者。後ろに下がって戦を眺ながめるなど無理な話じゃ！」

「むうう、これは困った。請こわれてラーカス軍総大将の責務を受けたが、そのアレイア、ノスティーク両名がいきなり私の命を聞かんというのでは、この大軍を指揮する自信がなくなるな。

　私も、考えを改めねばならないかもしれん」

『お、お待ち下さい陛下！』

　弱り顔のミオに慌てて声をかけたのは、アレイアだった。

「陛下には懐ふところ刀がたながあるではありませんか。天翔虎カルーデイアの軍師シエル・スノーハートです。彼ならば必ずや、陛下のご期待に沿うと思います」

「シエルか……どうだシエル、やってみるか？」

　漸ようやく、シエルにミオの視線が回ってきた。

　シエルはアレイア、ノスティークと同じように片かた膝ひざをつき、はっきりと言ってのけた。

「お断りします」

「「な!?」」

　目を点にするアレイアとノスティーク。

「フレリカの王女であられる陛下が僕を重用すれば、パルディナ、リュナス両軍の兵や諸将は必ずや贔屓ひいき目めで見ます。そんな軍に何を言っても、恐らく聞く耳を持っては頂けないかと──」

「待ってくれシエル！」

　口を挟はさんできたのは、アレイアだった。

「私もノスティーク大将軍も陛下をお助けしたい気持ちは一いつ緒しよだが、互たがいにわけあってそれが難しい立場にあるのです。ここは我らを助けるつもりで、ラーカス軍軍師を引き受けて下さい」

「そうじゃとも。天翼狼ジオード殿どのの言う通りじゃ」

　うんうんと頷うなずきつつ、ノスティークが言葉を添そえる。

「兵や諸将には儂らも十分に言って聞かせよう。天翔虎カルーデイア殿は儂らの頼たのみを受け、軍師になって下さったのじゃとな。陛下と天翔虎カルーデイア殿の命に背そむく者は、この儂が斬きって捨てようぞ！」

　ノスティークが、獣けものの雄お叫たけびのような声をあげた。

「……そこまで言われたら、断るわけにはいかないか」

　ミオがシエルに、一つ大きく頷いた。

「では、改めて天翔虎カルーデイアシエルをラーカス軍の軍師として任じよう。なお、天翼狼ジオードアレイア殿どのは副軍師として、ノスティーク殿はラーカス全軍の大将軍として、他の者よりも上位に置く。それは嫌いやとは言わせんぞ？」

　アレイアとノスティークは、もうミオの配はい慮りよを断ることはなかった。

「よし、漸く体制が整ったようだが、アレイアとノスティークは、軍師シエルの策に問題があると思ったら遠えん慮りよなく物を申せ。いいな？」

「「ははっ！」」

「ではシエル、ベロニカ。両名は私の許もとへ来い」

　シエルとベロニカは頷きつつ、胸を張ってミオの隣へ移動した。

「これよりラーカス軍軍師としてシエルから一言もらおう。なお、シエルは皆知っての通り非常に身体が弱い。故ゆえに、どこへ行くにも護衛としてこのベロニカ将軍を帯同させることを事後ながら承しよう諾だくしてもらうぞ」

　ミオの言葉に、アレイアが頷く。

「それは当然の用心かと存じます。私もノスティーク殿も、それなりに名を上げた武人。そういう面では、シエルは少々頼たよりないですからね」

「おおそうじゃとも。初めに目にした時は、日の光を浴びずに育った草かと思うたぞ」

　ノスティークまでも言いたい放題だったが、身体が弱い点に関しては特に反論も出来なかった。

「アレイア、ノスティーク殿。まずは席についてくれ」

　シエルに促され、席に着くアレイアとノスティーク。

　ミオも席に着いたが、シエルは着席せず、そのまま幕舎の隅すみにある壺つぼに刺ささっていた地図を抜ぬき取り、テーブルに広げた。

「まずは、僕のような未熟者がラーカス軍の軍師を務められるかどうか自信はないけれど、とにかくやれることは全力でやる。僕が出来ないこと、気づかないことがあれば、何でも構わないから言ってくれ。

　ラーカス軍の目的はただ一つ……皇こう帝ていの、首だ！」

『『おう！』』

　アレイアもノスティークも、意外にも覇は気きを見せたシエルに同調した。

「まず正面のパルディナ軍は、今からラーカス軍第一軍と名を改める。第一軍の敵はアレイアも知っての通り帝国大元げん帥すいジンだ。そのアーティファクトがどんな能力を持っているのかは摑つかめなかったけれど、帝国平北軍なみの突とつ破ぱ力を持っているらしいね」

「大元帥ジンですか……大軍を手足のように操あやつり、その用兵は帝国随ずい一いちどころか、ラーカスで最も手て強ごわいと思っていいでしょう。しかもそのアーティファクトは未だ敵陣で使う物、という情報だけで、謎なぞに包まれています。これを抑おさえられるのは、パルディナ軍しかないでしょうね」

「うん。アレイアはジン率いる帝国中央軍が、どう出ると思う？」

「縦長の陣じん形けい〝楔くさび打だ陣じん〟で来ると予想しています。そして我ら第一軍にわざと深入りし、そこでアーティファクトを使ってくるでしょう」

「流石さすがだね。つまり第一陣の役目は、敵中央軍を如い何かに抑えるかが肝きもになる。こちらが崩くずされないよう気を配りながら攻めなくちゃならない。それが出来るのはパルディナの精せい鋭えいと、アレイアだけだ」

　うむ、と頷くアレイア。

「そして、ノスティーク殿」

「おう！」

　ノスティークの表情からミオと相対していた時の柔やわらかさが欠片かけらも残らず消え、餓うえた魔ま獣じゆうのような目つきに変わった。

「最初は第一軍と帝国大元帥ジンの戦いになるのは今言った通りだよ。両軍はクロノワークの中央か、ややラーカス軍寄りで激げき突とつするはずだ。ジンはアーティファクトを使う為にどんどん深入りしてくるだろう。アレイアはそれを食い止めている間、ノスティーク殿率いるリュナス軍を第二軍とし、右軍から帝国軍を押しに押してもらいたい」

「やはり、それですか」

　アレイアがシエルに視線を向けると、シエルは力強く頷いた。

「リュナス軍は戦慣れしている上に、その勇ゆう敢かんさはラーカス軍随一だ。この第二軍をラーカス軍主しゆ攻こうとし、攻こう撃げきの要かなめとする。そして左さ翼よくを任されたフレリカを第三軍とし、こちらは第一軍を常に支え、絶えず中央の戦線を見ながら戦を展開する」

「つまり獲かく翼よくの陣じんですね？」

「その通り。そしてジンがアーティファクトを使ってきたら、最初の勝負を仕し掛かける。敵右軍を抑えつつ、第三軍後こう陣じん一〇〇〇〇程度をジンに向ける。第二軍も敵左軍を押したら二手に分かれるんだ。一手は敵左軍を抑え、もう一手は深入りしてきた帝国中央軍の退路を断たつ！」

　シエルはラーカス軍左翼にもう一つ駒こまを置き、それを帝国中央軍に向かわせる。そして右軍が帝国左軍を押した後、もう一つの駒を帝国中央軍の背後に置いた。これで大元帥ジン率いる帝国中央軍は、ラーカス軍の真ん中で身動きが取れなくなる。

「ふむ。敵の策を我が策とする……いいですね」

　アレイアが、シエルの策を遠回しに賛同した。

「まあ細かいことは任す！　とにかく儂らは目の前の帝国軍と戦っとればええんじゃな？」

　ノスティークの頭に、シエルの細かな策は入っていない様子だった。

「まあそういうことだね。緒しよ戦せんはどれだけの犠ぎ牲せいを払はらっても、大元帥ジンを集中的に狙ねらうんだ。帝国大元帥の命は、数万の兵に匹ひつ敵てきする」

『わかったあ任しとけ！』

　剛ごう胆たんかつ、豪ごう快かい。シエルはノスティークに、自分を助ける為に命を落とした旧ゼルバーグ王国大将軍ザグロニアの面おも影かげを見て、微かすかに胸を痛めた。

「ノスティーク殿が相手する定東将軍ジョゼットのアーティファクト〝来らい神じん剣けん〟は、雷かみなりを放つものだったね？」

「おうよ。伊だ達てに何度も刃やいばを交かわしておらん。少なくとも我がリュナス軍は、あやつのアーティファクトでは倒たおれん！」

「では右う翼よくは任せます。そして我がフレリカが当たる鎮南将軍ルニは〝爪そう甲こう沓とう紅あか月つき〟というアーティファクトを使い、フレリカの上将軍マギーと同じく蹴しゆう爪そう術の使い手だ。こちらもその能力は把は握あくしているし、既すでに対処済みだ」

　平然とそう言ってのけたシエルに、アレイアは一いち抹まつの疑問を抱いだいた。

　ルニとアレイアは、ティモリア草原で戦っている。その戦いではパルディナが勝利し、ラーカス南方から帝国鎮南軍を駆く逐ちくするきっかけとなったが、ルニの猛もう攻こうで実に四人の十じゆつ剣けん士しが討うたれた。

　現在のパルディナ十剣士はその四人の穴を埋うめる形で補ほ充じゆうされたのだが、その四人が悉ことごとく教皇派の人間だったことで、パルディナ国内のパワーバランスが崩れた。

　その戦いを、シエルは知っているのだろうか？

　知っているのだとしたら、どこから聞いたのだろうか？

　そもそも、何な故ぜシエルは定東将軍ジョゼットのアーティファクトにも詳くわしいのか？

　疑問が疑問を呼び、アレイアの中では格下だと思っていた虎とらが、実はとんでもない牙きばを隠かくしていたのではないか、という疑念へと変わっていた。




　この日。

　フレリカ、パルディナ、リュナス連合軍はその名を正式に〝ラーカス軍〟と改め、陣じん容ようが発表された。

　総大将にフレリカ王女ミオ。

　軍師に任命されたのはフレリカのシエル・スノーハート。

　副軍師はパルディナのアレイア・スカラー。

　ラーカス軍大将軍としてリュナスのゾルアス・ノスティーク。

　そして布陣は中央にラーカス軍本ほん陣じん五〇〇〇。その前にパルディナ軍。

　左翼はフレリカ軍、右翼はリュナス軍である。

　なお、ラーカス軍総大将はパルディナ皇国の代表アレイアとリュナス王国大将軍ノスティークによって、二度にわたって総大将を固辞したミオに頼み込み、何とか受じゆ諾だくしてもらったと全軍に伝えられた。

　トーレ帝国軍は、皇帝自ら兵を率いている。それに対してラーカス軍も王族を総大将に据すえたことで、ラーカス軍はあくまで皇帝をラーカスの覇は者しやとして認めない、という意志を示したのだった。

　ラーカス軍の準備は整った。

　後は帝国の出方を窺うかがうばかりであった。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　その頃ころ。

　帝国軍本陣では、翌日の両軍激突に備えて情報収集に余念がなかった。

　ラーカス軍と名乗った連合軍の主攻を担になうのは、最大規模の兵力で参戦してきたパルディナ軍四〇〇〇〇である。

　パルディナは帝国鎮南軍を南のティモリア草原で破って以降、急速に勢力を伸のばした。

　中でも〝十剣士〟と呼ばれる豪ごうの者がおり、彼らの攻撃は侮あなどれない。

　そして何より、天翼狼ジオードの軍師と呼ばれたパルディナ皇国神しん託たく師しアレイア・スカラーはその知略もさることながら、剣けんを持たせても比類なき武人として有名だ。

　そのアレイアが先せん鋒ぽうとして攻せめてくるという情報が入ると、ユミカはとある人物に中央軍を任せることにした。

　大元帥ジン・ローディである。

　アレイアが来るならば、帝国軍も並の将軍では太た刀ち打ち出来ない。このアレイアの猛攻を食い止められるのは、大元帥ジンしかいないと考えたのだ。

　そして左翼には定東将軍ジョゼット、右翼には鎮南将軍ルニを当てる。どちらも攻めというよりは守りの将なので、そう簡単に両りよう翼よくが崩れることはないだろうとの読みだった。

　ユミカはそれを軍議の場にて発表し、それぞれ持ち場につかせる。大元帥ジンには全てを明かし、合図の通りに動いてもらうよう依い頼らいした。

　そして今、ユミカは厳重な警備が布しかれた幕舎の前にいた。

　この中には、トーレ帝国の皇帝がいる。

　ユミカは頭を下げて挨あい拶さつする兵に一いち瞥べつもくれず腰こしに差した剣を鞘さやごと預けると、とことこと歩いて幕舎に入った。

　幕舎の中は、皇帝がお気に入りの調度品で溢あふれかえっている。天てん蓋がいつきのベッド、分厚い絨じゆう毯たん、瑞みず々みずしいフルーツが盛られた皿が乗ったテーブルの上に、小型のシャンデリアのような燭しよく台だいがある。右手奥には兵に作らせた暖だん炉ろまであった。

「ユミカか？」

　皇帝はその部屋のベッドに腰こし掛かけていた。上半身は裸はだかで、盛り上がってはいないが、程良く鍛きたえられ、余計な贅ぜい肉にくがない肉体だった。

　ユミカはその場に片かた膝ひざをつき、

「陛下。全すべての準備が整いました」

「全てというと、例の策もか？」

「はい」

　ユミカが淡たん泊ぱくに答えると、皇帝は肩かたを揺ゆすって笑った。

「そうか、流石はディオラの愛まな弟で子しよ。天翼狼ジオードも天翔虎カルーデイアも、天竜姫テユリオンには敵かなわなかったようだな」

「はい」

「では明朝、日の出と同時に始めよ。お前の恐おそろしさ、あの反逆者どもに見せつけてやれ！」

「はっ」

　ユミカはそのまま一礼し、踵きびすを返して幕舎を後にした。




　奇くしくも、ラーカス統一の立役者である先の帝国大軍師アルセル・ディオラの愛弟子三人が、このクロノワーク平原に集つどっている。ユミカは空に輝かがやく星を眺ながめながら、何故自分はシエルやアレイアと道を分かつことになったのかを考えていた。

（シエル……）

　ユミカが想おもいを寄せる相手は、ここではなく敵てき陣じんにいる。

　そして翌日には気づくだろう。ユミカとシエル、アレイアとの差は、まだまだ深くて大きいのだ、ということを。

　ユミカは小さく嘆たん息そくし、自陣の篝かがり火びが照らし出せない闇やみの中に消えていった。







　第五章　ベルガー対フレイ







　クロノワーク平原に帝てい国こく軍とラーカス軍が集結し、緊きん張ちように包まれたまま、両軍が眠ねむりの中に身を委ゆだねていた頃。

　フレリカ王国の北にあるトライン城では、フレイ軍が到とう着ちやくし、軍師ニーアが斥せつ候こうを放って帝国平へい北ほく軍ぐんの来らい襲しゆうに備えていた。

　トライン城の城じよう壁へきは尚しよう書しよドリスによってほぼ修復されていたが、南の城壁の損傷が激しく、ここだけはまだ補修が終わっていなかった。

「ベルガーの奴やつ、早く来ねぇかなあ」

　フレイがトライン城の応接間から、待ち遠しそうに外を見る。空には黒い雲が広がり、身体からだにまとわりつくような雨が降っていた。

「何待ち焦こがれてんのよ。来なきゃ来ないでいいけど、残念ながらそれはないわ」

　ソファーに腰を下ろすニーアが、香こう茶ちやを片手にクッキーを楽しんでいた。

「ところであんた、今日の訓練に出なかったでしょ？　上将軍が兵をほったらかしてどこに行ったのよ？」

「あー、あれ？　何でそれを？」

　フレイが気まずそうに顎あごを擦さする。

「三百人長のバネットに聞いたら『将軍だったら野や暮ぼ用があるからお前が訓練見とけ。くれぐれも軍師ちゃんには内ない緒しよにな、って言ってどっか行ったっす』だってさ！」

「あんのバカ……」

　バネットは剣けん技ぎも馬術も中々の腕うでを持ち、今や将軍となったラミナ軍で活かつ躍やくしてきた剣士である。

　だが素す直なおすぎることが災わざわいし、いつもトラブルの元になっていた。

「さあ答えなさい！　どこ行ってたのよ！」

　どさ、とソファーに横になって、フレイを見るニーア。

　上うわ目め遣づかいのニーアは、フレイの目に酷ひどく扇せん情じよう的てきに映った。

「ちと野暮用を二つ片づけに行ってたんだよ。仕方ねぇ、他の連中には秘密だぞ？」

「？」

　フレイは、突とつ然ぜん上着のボタンを外し始めた。

「え、え？　ええっ!?」

　真っ赤になったニーアが目を逸そらす暇ひますらなく、フレイは上着を全部脱ぬいで、最さい期ごに赤いシャツを床ゆかに落とした。

「！…………」

　フレイの上半身を見て、ニーアは思わず息を飲んだ。

　鍛え上げられた肉体はまるで彫ちよう刻こくのように美しく、少しの無む駄だもない。材料三本分で作られた特注の矛ほこを片手で振ふり回す腕の筋肉は、樹じゆ齢れいを重ねた大木の幹を連想させる。

　だが、そんなフレイの身体には、あちこちに切り傷や打ち身からくる変色が見られた。

「な、何よ、それ？」

　ニーアは身体を起こし、立ち上がりながらフレイに訊きいた。

「ワーネスだ」

「ワーネス？　あのあんたが乗ってるカモシカ？」

「ああ」

　フレイが僅わずかに顔をしかめつつ、床に落ちた赤いシャツを手にする。

　目を凝こらして見ると、そのシャツは所々がどす黒くなっていた。

「馬もカモシカもそうだが、あいつらだって生きてんだ。特にワーネスはガーネカモシカの王だからな。時々オレに挑いどんでくんだよ」

　フレイがシャツを着ると、盛り上がった上じよう腕わん筋きんと大胸筋がシャツに悲鳴をあげさせた。

「それで、ワーネスと喧けん嘩かしてたの？」

「おう！　またねじ伏ふせてやったがな！」

　こんなに傷だらけになりながら、フレイは何故か嬉うれしそうに笑った。

「困ったもんね。あんたはもう上将軍なんだから、簡単に怪け我がしないでよ」

　ニーアが、はああ、と深い溜ため息いきをつく。

「何言ってんだ。ワーネスはこのフレイ・フォルクを乗せてんだ。それぐれぇの覇は気きがあって丁度いいんだよ！」

「全くあんたらって……理解に苦しむわ」

「そうか？」

　フレイが床に落としていた服を拾い、袖そでを通そうとした、その時だった。

　フレイの腕にニーアが、ぴと、と触ふれた。

「でも、この腕が、あたしを助けてくれた」

「あ、あん時は必死だったからな。まあ、気にすんな」

「気にしなくていいの？」

　ニーアが、寂さみしげな表情を浮うかべた。
















「あたしは嬉しかったよ。あの時、あたしはガーネ山さん道どうでミオ様の替かわりになって死のう、って思ってたんだ」

「な……おま、そんなこと考えてたのか!?」

　フレイの顔色も、変わった。

「そりゃ考えるわよ！　天翔虎カルーデイアの軍師と呼ばれたシエルを追い抜ぬくつもりでフレリカに来たのにさ……大した働きもしないうちにディアナに閉じ込められて、もう駄だ目めかもって思ってたらミオ様に叩たたかれて……」

　ニーアが肩を震ふるわせて、フレイの腕に身を寄せた。

「だからあたしはフレリカの軍師として、もっともっと勉強する。今度は、あたしがフレリカを大きくするんだ！」

「そうだな、義兄がどうとか考えねぇことだ。お前はお前で、立派な軍師になりゃいい。ただな……」

　フレイがニーアに顔を寄せて眉まゆを吊つり上げた。

「もう二度とあんな策は使うな。お前が死んだら悲しむ奴だっているんだよ」

「それって、あんた？」

『そうだ！』

　勢いに任せて、フレイが叫さけんだ。

「少なくともオレは悲しむ。涙なみだを流し、声をあげて泣いてやる！　フレリカの上将軍を泣かすような策は下の下だろうが。違ちがうかよ!?」

「…………」

　口くち許もとを緩ゆるめるフレイ。

　目を細めて応えるニーア。

　その時、不意にミオの声が頭に過よぎった。

（こんな世の中だ、お前達も悔くいのないよう、妙みような意地を張るなよ）

　そうだ。

　こんなに強くて逞たくましいフレイだって、ベルガーとの戦いで命を落とすかもしれない。フレリカの軍師として認められたニーアだって、また窮きゆう地ちに陥おちいるかもしれない。

　ニーアはフレイを、フレイはニーアの温ぬくもりを感じつつ……二人の顔が近づいていく。ニーアの吐と息いきがフレイの唇くちびるを微かすかに撫なで、フレイの熱がニーアの頰ほおをふわりと温める。

　そして二人の唇が、ゆっくりと近づいていった──。

　その時だった。




『帝国軍だ、帝国軍が現れたぞ！』

　それは本当に唐とう突とつで、何の前まえ触ぶれもなかった。

　まるで何もなかった平原に忽こつ然ぜんと現れたかのように場外から喚かん声せいが沸わき起こり、その声量で城がびりびりと振しん動どうした。

「これは……もう攻せめ込まれてんのか!?」

　フレイがニーアを抱だき締しめ、窓の外に目を向ける。

「そんな、斥候からは何の報告もなかったのに!?」

　ニーアはフレイの腕の中で、喚声が聞こえる方向に注意を払はらう。

　それは予想外の……東側からだった！

「フレイ、敵は東よ！　ルヴィニの森を通って、身を隠かくしながら進軍してきたんだわ！」

「なん……だと!?」

　フレイが東の城壁に目を向ける。

　壁かべの外側から激しい声と、篝かがり火びや火矢による明かりがぼうっと曇くもった夜空に浮かび上がっていた。

「ちきしょう、いろんな意味でふざけやがって！」

　フレイの怒いかりが爆ばく発はつする。

　慌あわててニーアから手を離はなし、部屋を出ようとするフレイ。

「待って！　どこに行くの!?」

「決まってんじゃねーか、東の城門から討うって出る！　敵が平北軍なら、ベルガーの野や郎ろうもいるんだろうが！　今度こそ決着を──」

『待ちなさいフレイ！』

「つけ……え？」

　ニーアの叫び声で、フレイは少し冷静さを取り戻もどした。

「この帝国軍、少し動きがおかしいわ」

「何!?」

　今にも飛び出したかったフレイを押し留とどめ、ニーアが素す早ばやく状じよう況きようを分ぶん析せきする。

「フレリカの斥候に見つからないよう森の中を進軍したこと。突然声をあげさせ、火矢や篝火のような目立つ動きをしてきたこと……敵には、軍師がいる！」

「軍師だと!?」

「うん。もし有能な軍師なら、東の城壁は……陽動？」

　はっとして、ニーアがフレイに向かって叫んだ。

「フレイ、大急ぎでマードック将軍に一〇〇〇の兵で東の城壁を守るよう伝えて！　それと千人長カリノは西門を五〇〇で、三百人長バネットは北門を一〇〇で守らせて！　フレイとあたし、それと残りの兵は……」

　ニーアがびしりと、ある方向を指差した。

『南の城じよう壁へき！　敵軍の狙ねらいは東門にあたし達の意識を集中させて、補修中の南壁から一気にトラインを攻め落とす気よ！』

「何だと！　わかった、すぐに指示を出す！」

　フレイは慌てて服を着て部屋を出て、ニーアとともに城中央にある司令室へと走った。

　場外からの声は、まだ東からしか聞こえない。

　もしニーアの予測が外れ、帝てい国こく軍が東からしか攻めてこなくても、兵一〇〇〇も置いておけばそうは崩くずされない。

（義兄あにきもそうだが……やっぱ軍師ちゃんもすげえや）

　フレイは前を行くニーアの背中を眺ながめながら、この背中を斬きり裂さいたベルガーへの怒りで我を忘れぬよう、必死に心を静めていた。

　司令室に着くと、そこには尚しよう書しよドリスと諸将が集まり、フレイとニーアが来るのを待っていた。

「遅おそいですわ、お二人とも！　東の城壁はとりあえずマードック将軍に兵一〇〇〇で守ってもらっています。残りの兵は中央広場に集めてます！」

　ドリスが冷たく言い放つ。

「すまねー尚書ちゃん！　上出来だぜ！　対策はもう軍師ちゃんが考えてくれてる！」

「え？」

　諸将は、飛び込んでくるやいなや矢や継つぎ早ばやに指示を出すニーアの言葉に従い、慌てて駆かけだしていった。

「尚書はこの司令室で、全体の状況を逐ちく一いちあたしに教えて！」

　ニーアがドリスに言うと、ドリスは首を傾かしげた。

「わかりましたけど、それは軍師様がなさるべきでは？」

「本来ならね。でも、敵の狙いが補修中の南壁であれば、通常の防衛戦じゃすぐに崩されちゃうから。穴を狙われる前に、兵を配置しておく。それが出来るのはあたしだけよ！」

「なるほど、仰おつしやる通りですわ」

「じゃあ頼たのんだからね！　フレイ、あんた兵を連れて南壁に来て。あたしは先に行く！」

「おう！」

　フレイはニーアに従うように走る。

　ニーアは下に降り、廏きゆう舎しやから一頭の馬を引いてそれに跨またがると、まだ篝火もない南壁に向かって走り出した。

　南壁は城を攻められて怒ど号ごうが飛び交かっている東壁と比ひ較かくして、かなり静かだった。

　城壁は南門の周辺以外はほぼ出来上がっていたが、肝かん心じんの南門は木の骨組みが丸出しで、壁もまだ三分の二程度までしか高さがない。

　しかも組んだばかりの煉れん瓦がは脆もろく、すぐに崩れ落ちる。

　トラインを攻めるとしたら、ここを狙わない手はなかった。

（敵に軍師がいなければ、東壁なんかじゃなくて真っ先にここを狙うはずだわ）

　ニーアは馬から下り、こっそりと階段から南壁の上にあがる。

『!!』

　闇やみ夜よに紛まぎれてはいたが、間違いなくそこには一軍の姿があった。

　どんなに静かにしていようと、馬の嘶いななきや歩く兵士の足音やプレートメイルの音までは消せない。

　それらが小こ粒つぶの雨音に混じって、ニーアの耳に入ってきた。

（東側にフレリカ軍が偏かたよるのを待ってるんだ）

　ニーアは城壁の陰かげに隠れ、うっすらと浮かび上がる敵兵を観察した。

　兵はおよそ二〇〇〇。先頭には見覚えのある巨きよ漢かんが馬上で腕うで組ぐみし、トラインの城壁を眺めていた。

（あれは平北将軍、アルベルト・ベルガー！）

　ニーアは思わずぎゅっと胸を摑つかんで振ふり返り、敵の矢を防ぐ壁に背をつけてしゃがみ込む。呼吸が荒あらくなり、額に汗あせが浮うかんだ。

　ガーネ山道で、ニーアは背中をあの野や獣じゆうのような男に斬られた。そのベルガーが、目の前にいる。そう考えただけで、身体からだが無意識のうちに萎い縮しゆくしてしまった。

　だがニーアは、少し引っかかることがあって、もう一度敵軍に目を向けた。

　線の細い男がベルガーと肩かたを並べていたのである。

　少なくとも、ニーアはその男に見覚えがなかった。

（そっか、あの男が今の平北軍軍師なのね！）

　ベルガーは確かに強いが、戦術を組み立てるのは大の苦手だ。故ゆえに往年の名軍師オリバー・ブリックを自軍に迎むかえていた。

　そしてオリバーがカリューノン台地の戦いでシエルに破れて戦死すると、替かわりとなる軍師を探したのだろう。

　ここは慎しん重ちように出方を窺うかがって……と思った、矢先だった。

　南壁の外からではなく、城壁の中からドドド、という蹄ひづめの響ひびきが聞こえてきたかと思うと、突とつ然ぜん、雷かみなりのような声が轟とどろいた。

『軍師ちゃん、この辺りにいんだろ!?　敵はベルガーのバカか!?』

　外まで丸聞こえの大声だった。

『ちょ、バカはあんたよこの大バカ！　人が様子見てたのに──』

『うるせー！　おい野郎ども、一〇〇〇は軍師ちゃんに従って城壁を守れ！　残りはついてこい。城門を開けっ！』

「な……何ですって!?」

　ニーアは密ひそかに兵を潜ひそめさせ、敵が襲おそってきたところを迎げい撃げきするつもりだったが……全すべては最初の一言で台無しだった。

　ぼっ、ぼっ、と音がして、城外の敵兵が持つ松明たいまつに灯ひが点ともされる。

　それと同時に、南の城門を開いたフレイ軍四〇〇が、一気に城外へと躍おどり出た！

『ベルガーぁあああ、出てきやがれぇ！　それとも何か、ガーネ山道の時と同じく、このフレイ・フォルクに怖おそれをなして、尻しつ尾ぽを巻いて逃にげ出すか!?』

　フレイが叫ぶと、敵の明かりがフレイの前に集められる。

　そこに浮かび上がったのは、凄すさまじい形相をした帝国四将筆頭アルベルト・ベルガーと、その軍師となっていた──。




『て、てめぇ……ファルリア！』




　そう。帝国平北軍軍師には、あのフレリカを裏切ってパルディナとの同盟を遅おくらせ、モロ城の戦いにおいて帝国鎮ちん南なん軍ぐんを密かに招き入れてフレリカ三都市を帝国に奪だつ取しゆされるきっかけを作った、あのファルリア・ベリーベルだった。

「こんの裏切りヤロー、よくもこのオレの前に顔を出せたな！」

　歯は軋ぎしりをして怒りを表すフレイに対し、ファルリアは至って冷静だった。

「このままひっそりとトラインに攻め込めば楽だったものを……将軍も、彼との決着をお望みなのですね」

　ファルリアが声をかけたのは目の前のフレイではなく、横にいたベルガーだった。

「フレイ・フォルク！　事実とは違ちがうものの、このベルガーが一いつ騎き討うちに負けて逃げたなどと言われるのは我が慢まん出来ん。この場できっちりと、どちらが本物の強者なのか、ラーカス全土に知らしめてくれるわァ！」

　ベルガーの覇は気きが、周りにいる者達の背中を押す。

　篝火を円形に配置し、両軍の兵が半々に陣じん取どって闇やみの中に炎ほのおの舞ぶ台たいを作り出した。

　ベルガーはゆっくりと馬を進め、明かりに照らされた円の中に入った。

「来い、フレイ・フォルク！」

　手にした円えん月げつ刀とうをフレイに向けるベルガー。

　フレイはふうっ、と大きく息を吐はき、ワーネスを歩かせる。円えん陣じんに入ると、フレイも矛ほこを上げてベルガーと対たい峙じした。

「オレもてめーにゃでけぇ借りがある。その首をもって返させてもらうぞ！」

「ああ？　貴様に何か貸した覚えはない」

　ベルガーが平然と言うと、フレイは大きく息を吸い込み、そして吼ほえた。




『てめーはオレの女を斬りやがった！　絶対にゆるさね──』

『だ、れ、が、あんたの女だ────っ！』




　顔を真っ赤にしたニーアの声が、フレイの耳に突つき刺ささった！

「あ、あれ？　違うの？」

　きょとんとするフレイ。

「何が違うの？　よ！　あんたいつあたしに好きって言った？」

「ほら、義兄あにきんとこで──」

『面と向かって！』

「あ、そうか。あの時、結局逃げられて……それっきりだったっけか」

　突然始まった痴ち話わ喧げん嘩かに、呆あつ気けにとられる両軍の兵。

　だが二人は周りなど構うことなく話を進めていた。

「あんたのアホさ加減にはほとほと呆あきれるわよ極ごく上じようエロ将軍が！」

「ついに極きわまったか……じゃあよ軍師ちゃん、今言ってやる！　オレの女になれ！」

『お断りっ！』

「何ぃ!?」

　ニーアは両手を腰こしに当て、いつもの胸を張ったポーズでフレイを見下ろした。

「帝国平北将軍ベルガーと一騎討ちをする直前に告白されてもね、うんと頷うなずいた直後にあんた、死んでるかもしれないじゃんか！」

「おー、そういうことか。なら話は簡単だ」

　フレイが正面に向き直り、ベルガーを睨にらみつける。

『もう一度言うぞ軍師ちゃん。ベルガーに勝ったら、オレの女になれ！』

『いいわよ！　出来るならね！』

　おお、と喚かん声せいと悲鳴があがる。

　喚声は帝国軍から、悲鳴はフレリカ軍から発せられていた。

『ついでにあんたが負けたら、あたしはここから飛び降りてやる。あたしを守り、手に入れたければ、全力以上の力を出してベルガーを討うち取りなさい！』

　ニーアの叫さけびが、フレイに不思議な力を与あたえる。

　フレイは今やただの将軍ではなく、自分の手で守るものを得た、フレリカ一の上将軍だった。

「任しとけ軍師ちゃん！　待たせたなベルガー、決着をつけようぜ！」

　口許を緩ゆるめながら、矛を握にぎる手に力を込こめるフレイ。

　ニーアの大だい胆たんな言葉で、怒いかりも緊きん張ちよう感も消え失うせていた。

「茶番は終わりか。残念ながら貴様があの娘むすめと再会するのは……あの世だ！」

　ふぉん、と円月刀を振り下ろし、手た綱づなを引くベルガー。

　帝てい国こく一の武力を持つベルガーと、フレリカ一強い将軍フレイ。

　二人は同時に駆け出し、円陣の中央で互たがいの武器を振り上げた！











『『おおおああああああああ！！！！』』












　帝国軍とラーカス軍が睨み合うクロノワーク平原の北西トラインで、最強を決める戦いの火ひ蓋ぶたが、切って落とされたのだった。







　第ＸＸ章　曇くもり空







　その頃ころ。フレリカ王都、ランカスタ。

　ここではクロノワーク平原で戦うフレリカ軍と、北東から遠えん征せいしてきたリュナス軍の為ために、大量の食料と医い療りよう品、そして槍やりや矢の買い付けが行われ、それを順次、馬車に積み込んで輸送するという大仕事が行われていた。

「丞じよう相しよう、このままでは国費が底を突いてしまいます。鉄鉱石や宝石の値段をオルム商会が引き下げた為、仕入れ量の予想を一五パーセントほど、下回ってしまいました」

　上級内政官のサニーが、山積みになった書類の向こう側にいるエナに報告書を手て渡わたしながら言った。サニーはエナが内政府から丞相府へ連れてきた有能な内政官で、今回のオルム商会との交こう渉しようも彼女に任せている。

　そのサニーの報告書に目を通すと、オルム商会は鉄鉱石の値段を半額に、各宝石なども買い取り価格が軒のき並なみ一〇パーセントは落とされている。それに対して、米や麦の相場は一・五倍にもなっていた。

　エナは眼鏡を取って布でレンズを拭ぬぐい、嘆たん息そくしながら言った。

「これくらいは予想の範はん疇ちゆうよ。あと五日もすれば税金も入るし、問題ないわ。とにかく今は食料を第一として買い付けをしなさい。

　戦場に立っている兵を飢うえさせてはいけないわ」

「はっ。それと丞相、クロノワークから陛下の手紙が送られてきております」

「陛下から？」

　エナは眼鏡をかけ直し、蠟ろうで封ふう印いんされた封ふう書しよをサニーから受け取った。

「では、失礼します。引き続き、オルム商会との交渉に当たります」

「任せるわ。もし困ったことがあれば、すぐに相談して」

「はいっ！」

　サニーは封書にペーパーナイフを入れるエナの背中に一礼し、退出していった。

　エナは手早く書簡を広げて目を通す。

　そしてその内容に……強きよう烈れつな衝しよう撃げきを受けた。

「そう……ミオ様は、ついにシエルと……」

　書簡には、クロノワークの戦いに勝利したなら、ミオは天翔虎カルーデイアの軍師シエルと世よ継つぎを成す。だがシエルは今の軍師の立場のまま変えない、ということが記き載さいされていた。

　つまり、ミオ王女が王子か姫ひめを産んだとしても、シエルはその子等の父でありながら、立場上は配下として振ふる舞まうことにする、という意味だ。

　なお、現時点ではこの事実を知らされているのは丞相エナと重臣数名のみであり、折を見て国民に発表する、ということだった。

「こ、これでフレリカは安あん泰たいね。は、早いうちに戦いくさに勝って、お子を……産んで頂かないと……シエルの……」

　ぽたり、ぽたりと、エナの瞳ひとみから涙なみだが溢あふれ、頰ほおを伝っていた。

　エナだって幼い頃から、シエルに好意を寄せていた。

　いずれこうなることはわかっていたのに……いざ現実となって目の前に突きつけられると、形容し難がたい胸の痛みがエナを襲おそっていた。

「うぐっ……うええ、ええええええええ……」

　口を押さえ、前のめりになって嗚お咽えつするエナ。

　ミオとシエルが結ばれたことで、シエルはもうエナの手が届かないところに行ってしまった。

　エナの脳のう裏りに、シエルとのこれまでの日々が去来する。

　共に帝都に潜せん入にゆうし、エナは内政府で頭角を現し、シエルは軍師となった。
















　二人で共きよう謀ぼうし、囚とらわれの身となっていたミオを救い出した。

　リルガ橋の戦いでは、炎ほのおに巻かれたシエルの無事を、心の底から願った。

　西フレリカを切り取り、シエルは軍務に、エナは内政にと忙いそがしく働き、夜には杯さかずきを交かわして笑い合った。

　そしてユミカとの戦に敗れ、ルナリムの森では無数に飛んでくる矢を、シエルは自ら盾たてとなってエナを庇かばってくれた。

　楽しかった。

　嬉うれしかった。




　大好きだった。




　だが、それらはもう思い出として過ぎ去り、これからシエルは、ミオと手を取り合って歩んでいくのだろう。

　そこにエナが入る隙すきは、もう存在しない。

　それが、たまらなく悲しかった。

　頭でわかっていても、心が乱れた。

「えぅ……えっ、えっ……」

　失って初めて、気づくことがある。

　エナは泣きながら、どれだけシエルへの想おもいが強かったのかを思い知った。

　今のエナはフレリカ王国の丞相ではなく、叶かなわなかった恋こいに打ちひしがれている、ただの女の子だった。




　どれだけ涙を流しただろう。

　気がつくと、窓の外から橙だいだい色いろの輝かがやきが差し込んできていた。

　間もなくメイドが火を入れたバケツを片手に、部屋の燭しよく台だいへ明かりを灯ともしにやってくる。

　エナは充じゆう血けつした目を擦こすり、机の上の書類を手にして、それを片づけようと引き出しを開けた。

　その中に、くしゃくしゃに丸められた書簡が入っているのが目に付いた。

「あ──」

　開かなくても、何の書簡かはわかっている。

　ユミカが、エナに寄よ越こしたものだ。

　不意に、ユミカの文章が脳裏を過よぎる。

『もし貴女あなたがフレリカで絶望を感じることがあれば、是ぜ非ひとも私のところへ来られたし』

　絶望は……感じている。

　今のこの気持ちが、絶望でなくて何なのか。

　フレリカ王国の丞相として、エナは今の今まで粉骨砕さい身しんしてがんばってきた。

　それなのに何な故ぜ、こんな想いをしなくてはならないのか。

　エナはそっとその手紙を手にしてもう一度目を通すと、そのまま立ち上がって窓の外に目を向ける。




　その虚うつろな瞳には、曇り空を背負ったガーネ山の姿が映り込んでいた。







　あとがき







　こんにちは、上かず総さ朋とも大ひろです。




　カナクのキセキから通算して、とうとう本書で十冊目となりました。

　もう感謝と御お礼れいの言葉しかありません。

　ファンタジア大賞で金賞を頂いた時に最も懸け念ねんしていたのは、単発の長編ではなくシリーズというものを自分が出来るのか、という事でした。まだまだ稚ち拙せつではありますが、少しでも文章が巧うまくなれるよう、日々精しよう進じんを重ねたいと思います。




　──が、




　僕は昔から、どうにもこのあとがき、というものが苦手です。

　これは何冊書いても変わらないんだろうなあ、と実感しています。言いたいのはただただ謝辞ばかりなので、あまり面おも白しろい事を要求されても困ります（涙）。

　どれぐらい苦手かというと、あとがき四ページを書く時間で、短編一本を仕上げられるくらいです。カナクの時など「今巻はあとがき書かなくてもいいですか？」と新人のくせに無茶な要望を出して当時の担当さんを困らせました。

　というわけで、僕の書くあとがきは面白くありませんからねっ！

　くれぐれも最初に読まないで下さいねっ！




　さて、この巻ではあの人の内面にスポットを当て、葛かつ藤とうに苦しむ様を描えがきました。これはシリーズを始める前から決めていた展開ですが、いざ書いてみると……ちょっと切なくなっちゃいますね。

　ただ何というか、底そこ抜ぬけに明るいギャグを書くよりはやりやすいのも事実で、やっぱり自分は恋愛成分多めの方が向いてるんだな、と再さい確かく認にん出来ました。

　シリーズとしてはそろそろ佳か境きように入ります。

　次巻はだいぶ駆かけ足になってしまうような気がしますが、なるべく後味の良い幕引きにしたいと考えておりますので、最後までお付き合いして頂けたら、とても嬉うれしいです。







　この巻が発売される頃ころには色々と情報が飛び交っているんだろうなと思いますが、富士見書房より新たなレーベル『富士見Ｌ文庫』が発足します（した、かな？）。




　この新レーベルに、僕も参加させて頂く事になりました。




　新作では軍師やカナクとは違う、新たな世界を切り開きたいと思っております。

　富士見に見みい出だして頂いた僕が、その兄弟分（兄妹の方がいいかな）で新作を出せる、というのは無上の喜びであり、大変光栄な事だと思っております。

　もちろん、ジャンルはファンタジーです。

　ただのファンタジーではありませんけどっ！

　カナクをあっさり醬しよう油ゆ味のラーメンだとすると、軍師シリーズで突とつ然ぜん、濃のう厚こう味み噌そラーメンを出したかのような変化をしました。という事で、次作はもう一度、原点に返ってみたいと思います。

　是ぜ非ひ、ご賞味下さいませ（何の話だ……）。




　何はともあれ、今シリーズは沢たく山さんの方の御ご助じよ力りよくでここまで来れました。

　今回から本格的に担当して下さった近こん藤どう様。本当にお忙いそがしい中、細かい所まで行き届いたご意見に、幾いく度どとなく助けて頂きました。

　イラストの庄しよう名な泉みつ石いし先生。先生のすてきなイラストがなければ、もっと早く「俺達の戦はこれからだ！」という台詞せりふを叩たたかねばならなかったでしょう。

　心より御礼申し上げます。




　そして何より、このシリーズを続けていいよ、という言葉以上の支えを下さった、読者の皆みな様さまへ。

　ありがとうございます。

　もう一度。

　ありがとうございます！




　それでは、次巻でお会いしましょう！





二〇一四年四月二〇日　上総朋大
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